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1974 年 の 創 立 来 、半 世 紀 に 亘 る 歴 史 を 振 り 返 れ ば 、紙

ゴ ミ の 問 題 、 古 紙 余 剰 ・ 不 足 の 需 給 問 題 等 、 各 時 代 の 懸

案 に 対 し て 当 セ ン タ ー は 真 摯 に 向 き 合 い 、 解 決 に 向 け た

様 々 な 取 り 組 み を 実 施 し て き ま し た 。 1 億 2,400 万 人 の

人 口 を 擁 す る 我 が 国 で 2023 年 に は 古 紙 回 収 率 81.6%、

古 紙 利 用 率 66.8%に 達 し て い る こ と は 称 賛 に 値 し ま す 。

国 民 の リ サ イ ク ル に 対 す る 意 識 の 高 さ は 勿 論 、 こ れ を 支

え て い た だ い て い る 紙 リ サ イ ク ル に 関 わ る 全 て の 皆 様 、 そ し て 歴 史 を 積 み 重

ね て こ ら れ た 業 界 の 諸 先 輩 に 改 め て 敬 意 を 表 し た い と 思 い ま す 。  

 

人 口 構 造 の 変 化 や デ ジ タ ル 化 に 加 え て 、 コ ロ ナ 禍 に よ り 紙 ・ 板 紙 の 需 要 構

造 の 変 化 が 加 速 化 す る 一 方 、 世 界 的 に も 中 国 の 固 形 廃 棄 物 輸 入 禁 止 や 、 ア ジ

ア 諸 国 を 中 心 と す る 段 原 紙 等 の 成 長 加 速 へ の 対 応 に よ り 国 際 的 な 資 源 循 環 の

枠 組 み も 変 化 し 、 我 が 国 の 紙 リ サ イ ク ル は 大 き な 転 換 の 渦 中 に あ り ま す 。 今

後 も リ サ イ ク ル シ ス テ ム の 維 持 に 向 け て は 、 安 定 供 給 と 品 質 の 確 保 が 大 前 提

と な り ま す が 、古 紙 は 世 の 中 に 欠 く こ と の で き な い「 エ ッ セ ン シ ャ ル グ ッ ズ 」

で あ り 、皆 様 方 の お 力 添 え を い た だ き 、SDGs の 観 点 か ら も 持 続 可 能 な 循 環 型

社 会 の 形 成 に 向 け て 進 ん で い か ね ば な り ま せ ん 。  

 

2024 年 、 創 立 半 世 紀 の 節 目 を 迎 え 、 日 本 の 紙 リ サ イ ク ル は 次 の 半 世 紀 に 向

け て 何 を す べ き か 、何 を 目 指 す べ き か 、様 々 な 関 係 者 か ら お 話 を お 伺 い し 、皆

様 と 共 に 将 来 を 考 え る「 た た き 台 」を 、全 ３ 部 構 成 に て 作 成 し ま し た 。紙 リ サ

イ ク ル が 大 転 換 期 を 迎 え る 中 で 、 公 益 的 な 古 紙 再 生 促 進 セ ン タ ー だ か ら こ そ

の 大 切 な 使 命 の 一 つ と し て の 取 り 組 み で す 。世 界 が 循 環 型 経 済 へ 加 速 す る 中 、

環 境 変 化 を 踏 ま え つ つ 、「 循 環 な き 経 済 は 有 害 で あ り 、経 済 な き 循 環 は 幻 想 で

あ る 」、即 ち 環 境 配 慮 の 取 組 と 経 済 成 長 を 両 立 さ せ る 必 要 が あ り 、紙 リ サ イ ク

ル の 諸 課 題 を「 持 続 的 な 社 会 作 り 」に 向 け て 、世 の 中 に 問 う 時 代 に あ り ま す 。  

 

今 後 の 様 々 な 紙 リ サ イ ク ル を 取 巻 く 課 題 へ の 対 応 に つ い て は 、 需 給 両 業 界

の 英 知 に 加 え て 、 こ れ ま で 以 上 に 紙 リ サ イ ク ル の マ ル チ ス テ ー ク ホ ル ダ ー が

改 善 で き る 技 術 や 意 識 改 革 を 総 動 員 し て 、環 境・経 済・社 会 側 面 の 統 合 的 向 上

を 追 求 す る こ と を 通 じ た 全 体 最 適 を 議 論 す べ き 時 期 に あ り 、 当 セ ン タ ー も   

循 環 型 社 会 形 成 に 関 す る 連 携 ・ 協 働 の つ な ぎ 手 と し て 努 力 し て ま い り ま す 。  

 

公 益 財 団 法 人 古 紙 再 生 促 進 セ ン タ ー  

理 事 長  長 谷 川 一 郎  
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１．日本の紙リサイクル半世紀  

 

我 が 国 の 紙 リ サ イ ク ル が 大 き な 転 換 期 の 渦 中 に あ る 中 、 持 続 的 な 回 収 シ ス テ

ム の 維 持 に 向 け た 課 題 整 理 は 重 要 な テ ー マ で あ る 。 ま た 、 発 足 か ら 半 世 紀 に 及

ぶ 時 間 の 経 過 に 伴 い 、 ス テ ー ク ホ ル ダ ー の 当 セ ン タ ー に 対 す る 価 値 観 差 や 認 識

度 合 い に も 差 が 生 じ て い る が 、 個 々 の 利 害 を 超 え た 中 立 的 な 立 ち 位 置 や 、 個 別

企 業 で は 実 現 で き な い 対 応 が 求 め ら れ る こ と を 再 認 識 し た 上 で 、 新 た な 視 点 か

ら の ス テ ー ク ホ ル ダ ー の 実 状 や 課 題 も 踏 ま え た 対 応 が 、 よ り 求 め ら れ る 時 代 に

あ る 。1974 年 の 創 立 以 来 、幾 多 の 困 難 を 乗 り 越 え 、多 く の 関 係 者 の 努 力 と 支 援

に よ り 、 我 が 国 は 世 界 有 数 の 紙 リ サ イ ク ル 先 進 国 と な っ た 。 こ の 半 世 紀 を 振 り

返 り 見 る に 、 大 き く は 三 つ の 時 代 に 大 別 で き る 。  

 

1974 年 ～ 1999 年  

 

高 度 経 済 成 長 、 大 量 消 費 型 時 代 の 到 来 に よ り 都 市 ご み 問 題 が 顕 在 化 し 、 有 効

な 国 内 資 源 で あ る 古 紙 を 利 用 す る 重 要 性 が ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れ た 。 紙 ・ 板 紙 消

費 が 増 加 す る 中 、 紙 リ サ イ ク ル 資 源 量 は 増 加 の 一 途 を 辿 り 、 古 紙 回 収 ・ 利 用 の

両 輪 が ス ム ー ズ に 回 転 し て い く こ と が 求 め ら れ 、 官 民 一 体 で 循 環 型 社 会 の 構 築

に 向 け て 取 り 組 ん だ 時 代 で あ っ た 。ま た 、1990 年 代 後 半 に 表 面 化 し た 古 紙 余 剰

問 題 は 、 従 来 の 国 内 完 結 型 か ら の 需 給 バ ラ ン ス 構 造 変 化 の き っ か け と な っ た 。  

 

2000 年 ～ 2019 年  

 

2000 年 代 に 入 る と 回 収・消 費・輸 出 が 過 去 最 高 水 準 を 記 録 す る 一 方 、中 国 等

の ア ジ ア 向 け 輸 出 が 増 大 し 、 国 内 古 紙 需 給 や 品 質 へ の 影 響 が 強 ま っ た 。 リ ー マ

ン ・ シ ョ ッ ク 以 降 、 紙 ・ 板 紙 生 産 、 古 紙 消 費 は 減 少 傾 向 と な っ た 一 方 、 世 界 的

な 環 境 規 制 強 化 や 中 国 の 固 形 廃 棄 物 輸 入 禁 止 に 向 け て 輸 出 は 減 少 に 転 じ 、 紙 リ

サ イ ク ル も 循 環 型 経 済 や 環 境 規 制 と い っ た 、 新 た な 側 面 か ら の グ ロ ー バ ル 対 応

が 求 め ら れ る こ と と な っ た 。  

 

2020 年 ～  
 

2020 年 代 は 、 デ ジ タ ル 化 や コ ロ ナ 禍 に 伴 う 紙 ・ 板 紙 の 需 要 構 造 変 化 が 加 速

す る 一 方 で  、 ア ジ ア 諸 国 を 中 心 と す る 段 原 紙 の 成 長 加 速 に よ り 、 国 際 的 な 資

源 循 環 の 枠 組 み も 変 化 。 世 界 的 な 循 環 型 社 会 へ の 対 応 が 求 め ら れ る 中 、 新 た な

半 世 紀 に 向 け て 、 我 が 国 の 紙 リ サ イ ク ル は 大 転 換 期 に あ る 。  
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２．世界の未来イメージ 

 

我 が 国 の 紙 リ サ イ ク ル が パ

ラ ダ イ ム シ フ ト の 渦 中 に あ る

中 、 そ の 中 長 期 的 課 題 整 理 を

始 め る に あ た っ て は 、 細 か い

前 提 条 件 を 積 み 上 げ て シ ナ リ

オ を 考 え る と い う よ り は 、 不

透 明 な が ら も 紙 リ サ イ ク ル の

未 来 を イ メ ー ジ 、 そ こ か ら 遡 っ て バ ッ ク キ ャ ス ト す る こ と を 通 じ 、 広 く 紙 リ サ

イ ク ル に 関 わ る ス テ ー ク ホ ル ダ ー が 、 そ れ ぞ れ の 立 場 で 課 題 や 対 応 策 を 考 え て

み る こ と を 目 指 し た 。環 境 変 化 に 応 じ た 課 題 認 識 の 再 確 認 を 重 ね 、機 会 の 創 出 、

リ ス ク 影 響 の 緩 和 を 通 じ た 紙 リ サ イ ク ル の 社 会 価 値 、 環 境 価 値 の 向 上 に 繋 げ て

い く 。 次 の 半 世 紀 に 向 け て 何 を す べ き な の か 、 何 を 目 指 す べ き な の か 。 昨 今 、

様 々 な 長 期 シ ナ リ オ を 専 門 機 関 が 行 っ て い る が 、 ま ず は そ こ か ら 見 え る 未 来 の

姿 の 事 例 を 一 部 、 引 用 抜 粋 ・ 要 約 を 行 っ た 。  

 

２－１ .社会・経済  

 

① WBCSD（持続可能な世界経済人会議）VISION2050  

 

・ 人 口 動 態   

世 代 交 代 が 進 む 中 、 政 治 的 、 経 済 的 、 文 化 的 、 革 新 的 な 力 が 、 団 塊 世 代 か ら

X、 Y、 Z 世 代 へ と 移 行 す る 。   

 

・ ア ジ ア と ア フ リ カ に お け る 人 口 増 加   

拡 大 す る 繁 栄 と 巨 大 化 す る 都 市 の 維 持 は 、 希 少 な 資 源 に 負 担 を か け る 。移 住

は 政 治 的 な 問 題 を 引 き 起 こ す 。   

 

・ 技 術  

自 動 化 が す べ て の 産 業 と 国 に 影 響 を 与 え 、 生 活 ・ 産 業 ・ 経 済 を 変 え る 。 そ の

先 に 成 長 と デ ィ ス ラ プ シ ョ ン が あ る 。 私 た ち は 、 よ り 賢 く 効 率 的 に な る が 、 よ

り 監 視 さ れ る よ う に も な る 。 デ ー タ 化 に よ る 効 率 と 生 産 性 の 向 上 に は 代 償 が 伴

う 。   

 

・ 環 境   

悪 化 す る 気 候 変 動 の 影 響 に よ り 、 頻 繁 に 起 き る よ り 厳 し い 天 候 は 、 よ り 多 く

の 人 々 に よ り 大 き な 被 害 を 与 え 、 ま す ま す 無 視 で き な く な る 。 地 域 的 汚 染 、 環
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境 悪 化 、 希 少 性 が イ ノ ベ ー シ ョ ン の 原 動 力 と な る 。 人 々 は 損 失 を 被 り 、 不 安 定

に な り 、 さ ら に は 強 制 的 な 移 住 を 余 儀 な く さ れ 、 そ れ に よ り イ ノ ベ ー シ ョ ン が

促 進 さ れ る 。  

 

・ 政 治   

二 極 化 と 過 激 化 の 進 展 が 進 む 。高 ま る 不 満 は 過 激 な 路 線 へ の 欲 求 を 高 め 、 ナ

シ ョ ナ リ ズ ム が 強 ま る 。 そ の 一 方 で 、 グ リ ー ン ニ ュ ー デ ィ ー ル 主 義 も 高 ま る 。   

 

・ 地 政 学 的 な 不 安 定  

多 国 間 主 義 の 弱 体 化 と 国 の 衰 退 に よ っ て 、 失 わ れ つ つ あ る 安 定 を 求 め る イ ン

セ ン テ ィ ブ が さ ら に 弱 ま る 。   

 

・ 経 済   

短 期 的 な 危 機 、 長 期 的 な 景 気 後 退 が 生 じ 、 先 行 す る 過 少 投 資 や 需 要 の 低 迷 、

生 産 性 の 低 下 、 そ し て 今 回 の COVID-19 は 不 安 定 な 世 界 経 済 を 形 成 す る 。   

 

・ グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン の ピ ー ク と ア ジ ア の 台 頭   

需 要 と パ ワ ー が 東 （ ア ジ ア ） に 傾 く に つ れ て 、 経 済 ブ ロ ッ ク 間 の 対 立 と 資 源

ナ シ ョ ナ リ ズ ム が 構 築 さ れ る 。   

 

・ 文 化   

ポ ス ト 物 質 主 義 は 、 考 え 方 と ラ イ フ ス タ イ ル の 乖 離 が 生 じ る 。 パ ン デ ミ ッ ク

の 結 果 生 じ た 願 望 や 習 慣 の 変 化 に よ り 、 オ ン デ マ ン ド サ ー ビ ス モ デ ル が 世 界 的

に 普 及 す る 。 エ ス カ レ ー ト す る 文 化 的 な 衝 突 （ 高 齢 者 と 若 者 、 農 村 と 都 市 、 富

裕 層 と 貧 困 層 ） は 二 極 化 を も た ら し 、 さ ら に そ れ を 助 長 す る  

 

② 三菱総研未来社会構想２０５０  

 

2050 年 に 目 指 す べ き 世 界 の 姿 は 、「 豊 か で 持 続 可 能 な 世 界 」 で あ る 。 実 現 に

は 多 国 間 で 「 共 通 利 益 」 を 共 有 す る コ ン セ ン サ ス が 必 要 に な る 。 米 中 に 加 え 、

将 来 台 頭 す る だ ろ う 新 興 国 も 含 め た 各 国 が 基 本 的 人 権 の 尊 重 や 法 の 支 配 、 プ ラ

イ バ シ ー の 尊 重 、 持 続 可 能 性 の 重 要 性 な ど 、 根 幹 と な る 価 値 観 や そ れ に 基 づ く

道 徳 ・ 社 会 規 範 を 共 有 し 、 そ の 規 範 を 順 守 す る こ と が 求 め ら れ る 。  

  

一 方 、2050 年 ま で の 世 界 経 済 を 展 望 す る と 、多 極 化 が 一 層 進 展 す る こ と が 予

想 さ れ る 。 米 中 に 加 え て イ ン ド な ど の 新 興 経 済 圏 が 台 頭 し 、 大 国 間 の 覇 権 争 い

が 激 し さ を 増 し て い く 可 能 性 も あ る 。 仮 に 「 豊 か で 持 続 可 能 な 世 界 」 が 実 現 さ

れ な け れ ば 、世 界 の 分 断 が 進 展 す る と と も に 、 国 際 ル ー ル に 基 づ く 自 由 で 開 か
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れ た 国 際 経 済 シ ス テ ム は 形 成 さ れ ず 、 気 候 変 動 取 り 組 み な ど の 国 際 的 な 合 意 形

成 も 困 難 と な ろ う 。 目 指 す べ き 世 界 の 姿 を 追 求 す る 上 で 、 押 さ え て お く べ き 世

界 の 潮 流 を ど う 見 た ら よ い か 。 デ ジ タ ル 技 術 は 国 際 社 会 、 政 府 、 企 業 、 個 人 の

各 レ イ ヤ ー で さ ま ざ ま な 変 革 を も た ら す こ と が 予 想 さ れ る 。 以 下 、 こ れ ら の 世

界 の 潮 流 変 化 を 六 つ の ト レ ン ド と し て 描 写 す る 。   

 

ト レ ン ド  1： デ ジ タ ル 経 済 圏 の 台 頭  

2050 年 に か け て 、プ ラ ッ ト フ ォ ー マ ー な ど が 発 行 す る デ ジ タ ル 通 貨 や 、そ れ

に ひ も づ く 経 済 活 動 が 拡 大 し 、 デ ジ タ ル 経 済 圏 が 形 成 さ れ る 。 世 界 中 で 形 成 さ

れ る デ ジ タ ル 経 済 圏 は 、 物 理 的 な 制 約 を 受 け な い た め 急 速 に 成 長 し 、 企 業 の 活

動 や 個 人 の 生 活 に 深 く 根 差 す も の と な る だ ろ う 。  

 

ト レ ン ド ２ ： 覇 権 国 の い な い 国 際 秩 序  

国 際 社 会 で は 絶 対 的 な 覇 権 国 の い な い 世 界 が 実 現 す る 。2030 年 頃 に は 、中 国

の 経 済 規 模 が 米 国 に 並 ぶ 可 能 性 は 高 い 。そ の 後  2050 年 に か け て は 、米 中 経 済

が と も に 世 界 の GDP シ ェ ア を 落 と し 2 割 台 へ 低 下 す る 一 方 、 イ ン ド 経 済 の 台

頭 ・ 拡 大 が 本 格 化 す る 。 そ の 結 果 、 米 中 印 で 世 界 の 半 分 の GDP を 占 め る が 、

い ず れ も 絶 対 的 な 覇 権 国 に な り 切 れ な い 状 況 が 続 く で あ ろ う 。  

 

ト レ ン ド ３ ： 脱 炭 素 を 実 現 す る 循 環 型 社 会  

デ ジ タ ル 技 術 の さ ら な る 普 及 は 、 循 環 型 社 会 の 実 現 を 後 押 し す る 。 技 術 に よ

る 変 革 と 、 ビ ジ ネ ス モ デ ル ・ 市 場 構 造 の 変 革 は 地 域 社 会 で 小 型 分 散 型 エ ネ ル ギ

ー 供 給 シ ス テ ム な ど を 実 現 さ せ る 。 結 果 と し て エ ネ ル ギ ー 面 で は 太 陽 光 や 風 力

と い っ た 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー を 軸 と し た 需 給 構 造 の 構 築 が 、 ま た 資 源 面 で は リ

サ イ ク ル ・ 代 替 が 加 速 す る 。   

 

ト レ ン ド ４ ： 変 容 す る 政 府 の 役 割  

デ ジ タ ル 経 済 圏 の 台 頭 は 、 政 府 の 役 割 に も 影 響 を 与 え る 。 既 存 の 行 政 サ ー ビ

ス は 極 限 ま で 効 率 化 が 求 め ら れ る 一 方 、 国 際 的 な ル ー ル の 策 定 や 順 守 体 制 の 構

築 、 デ ジ タ ル 経 済 圏 の 拡 大 に と も な う 新 し い 環 境 整 備 、 経 済 格 差 に 対 す る セ ー

フ テ ィ ー ネ ッ ト の 提 供 な ど で 政 府 の 役 割 が 拡 大 し よ う 。   

 

ト レ ン ド ５ ： 多 様 な コ ミ ュ ニ テ ィ が 共 存 す る 社 会  

デ ジ タ ル 技 術 に よ る 距 離 ・ 言 葉 の 壁 の 撤 廃 な ど の 変 化 は コ ミ ュ ニ テ ィ の 交 流

を 促 進 す る 面 が あ る 。 一 方 、 デ ジ タ ル 空 間 中 で 議 論 や 主 張 を す る 際 に は フ ィ ル

タ ー バ ブ ル や エ コ ー チ ェ ン バ ー の よ う な コ ミ ュ ニ テ ィ の 分 断 を 深 め る 特 徴 が あ

る た め 、 政 党 や 宗 教 な ど の コ ミ ュ ニ テ ィ 間 で は 分 断 が 深 ま る 恐 れ が あ る 。  
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ト レ ン ド  6： 技 術 に よ っ て 変 わ る 人 生  

個 人 の 人 生 も 大 き く 変 わ る 。 さ ま ざ ま な イ ノ ベ ー シ ョ ン の 実 装 に 伴 っ て 経 済

活 動 の 半 分 以 上 は デ ジ タ ル 経 済 圏 に 関 わ る も の に な り 、 家 事 の 自 動 化 や 通 勤 時

間 が 減 る こ と で 自 由 時 間 が 増 え る 。 さ ら に ラ イ フ サ イ エ ン ス の 進 歩 に 伴 っ て 、

健 康 寿 命 も 延 伸 さ れ る 。 こ れ ら に よ り 人 生 の 豊 か さ は 向 上 す る と と も に 、 人 々

の 豊 か さ の 尺 度 も 多 様 化 し て い く 。  

 

③ ゴールドマン・サックス  (グローバル投資調査部 ) 

 

テ ー マ 1： 人 口 増 加 の 鈍 化 に 伴 う 世 界 の 潜 在 成 長 率 の 低 下  

今 後 10 年 間 の 世 界 経 済 の 成 長 率 は 年 平 均 3%弱 と な り 、そ の 後 、労 働 力 の 伸

び の 鈍 化 を 主 因 に 、緩 や か に 低 下 す る と み ら れ る 。世 界 の 人 口 の 伸 び は 過 去 50

年 間 に 年 間 2%か ら 1%弱 に 鈍 化 し て お り 、 2075 年 ま で に ゼ ロ 近 く ま で 低 下 す

る と 予 想 さ れ る 。   

 

テ ー マ 2： ア ジ ア 主 要 国 を 中 心 に 新 興 国 の 収 斂 が 継 続  

実 質 GDP 成 長 率 は 先 進 国 、新

興 国 と も に 鈍 化 し て い る が 相 対

的 に み る と 、 新 興 国 の 成 長 率 は

先 進 国 を 上 回 り 続 け て い る 。 今

後 30 年 間 に 世 界 GDP の ウ エ ー

ト が 一 層 ア ジ ア 諸 国 へ と 傾 き 、

2050 年 に は 中 国 、米 国 、イ ン ド 、

イ ン ド ネ シ ア 、 ド イ ツ が 世 界 5

大 国 に な る と み て い る ( イ ン ド

ネ シ ア は こ の 期 間 に ブ ラ ジ ル と

ロ シ ア を 抜 い て 新 興 国 上 位 に 入

る )。予 測 期 間 を 2075 年 ま で 延 長 す る と 急 速 な 人 口 増 加 が 予 想 さ れ る ナ イ ジ ェ

リ ア や パ キ ス タ ン 、 エ ジ プ ト な ど の 国 が 適 切 な 政 策 や 制 度 を 伴 え ば 、 世 界 経 済

大 国 の 上 位 に 食 い 込 む 可 能 性 が あ る 。  

 

テ ー マ 3：10 年 に わ た る 米 国 の 例 外 的 パ フ ォ ー マ ン ス が 繰 り 返 さ れ る 可 能 性 は  

低 い  

過 去 10 年 間 の 米 国 経 済 の 相 対 的 な パ フ ォ ー マ ン ス は 予 想 以 上 に 好 調 だ っ た 。

し か し 、過 去 の 経 験 則 に 基 づ く と 、今 後 10 年 間 、同 じ こ と が 繰 り 返 さ れ る 可 能

性 は 低 い 。米 国 の 潜 在 成 長 率 は 主 要 新 興 国 の 水 準 を 大 き く 下 回 っ て お り 、 こ こ

数 年 の 異 例 の ド ル 高 が 今 後 10 年 間 に 反 転 す る と 予 想 す る 。   

 

世界の経済大国・GDPランキング（米ドルベース）

順位 1980年 2000年 2022年 2050年 2075年

1 アメリカ アメリカ アメリカ 中国 中国

2 日本 日本 中国 アメリカ インド

3 ドイツ ドイツ 日本 インド アメリカ

4 フランス イギリス ドイツ インドネシア インドネシア

5 イギリス フランス インド ドイツ ナイジェリア

6 イタリア 中国 イギリス 日本 パキスタン

7 中国 イタリア フランス イギリス エジプト

8 カナダ カナダ カナダ ブラジル ブラジル

9 アルゼンチン メキシコ ロシア フランス ドイツ

10 スペイン ブラジル イタリア ロシア イギリス

11 メキシコ スペイン ブラジル メキシコ メキシコ

12 オランダ 韓国 韓国 エジプト 日本

13 インド インド オーストラリア サウジアラビア ロシア

14 サウジアラビア オランダ メキシコ カナダ フィリピン

15 オーストラリア オーストラリア スペイン ナイジェリア フランス

出典：ゴールドマン・サックス・グローバル投資調査部
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テ ー マ 4： 世 界 的 な 所 得 格 差 は 縮 小 し 、 各 国 内 の 所 得 格 差 は 拡 大  

20 年 間 に わ た る 新 興 国 の 所 得 収 斂 の 結 果 、世 界 の 所 得 分 布 の 均 衡 化 が 進 ん で

い る 。 し か し 、 各 国 間 の 所 得 格 差 は 縮 小 し て い る も の の 、 各 国 内 の 所 得 格 差 は

拡 大 し て い る 。 こ れ は 将 来 の グ ロ ー バ ル 化 に 対 す る 大 き な 課 題 と な る 。  

世 界 経 済 成 長 率 は 、 金 融 危 機 ま で の 10 年 間 の 年 平 均 3.6%か ら 、 コ ロ ナ 禍 ま

で の 10 年 間 に は 年 平 均 3.2%へ と 低 下 。 こ の 成 長 鈍 化 は 先 進 国 と 新 興 国 の 両 方

を 含 む 比 較 的 広 範 囲 に 広 が っ て い る 。  

 

こ れ は 世 界 人 口 の 増 加 率 低 下 と 生 産 性 の 伸 び 悩 み の 組 み 合 わ せ を 反 映 し て お

り 、 後 者 は グ ロ ー バ ル 化 の ペ ー ス 減 速 に 関 係 し て い る よ う だ 。 世 界 の 潜 在 成 長

率 が す で に ピ ー ク を 越 え て お り 、世 界 経 済 の 成 長 率 が 2024 年 か ら 2029 年 に 平

均  2.8%と な っ た 後 、 緩 や か な 低 下 傾 向 を た ど る 見 通 し を 示 唆 し て い る 。 予 想

さ れ る 人 口 増 加 の 鈍 化 は 大 半 が 人 口 動 態 の 変 化 に よ る も の だ 。 世 界 人 口 の 増 加

率 は  過 去 50 年

間 に 年 間 約 2%

か ら 足 元 で は

1% 弱 へ と 半 減

し て お り 、 国 連

の 予 測 で は こ

れ が 2075 年 ま

で に ゼ ロ 付 近

に 低 下 す る 見

通 し と な っ て

い る 。  

こ の 鈍 化 は

す で に 想 定 さ

れ て い た 部 分

も あ る が 、 人 口

予 測 は 一 段 と

引 き 下 げ ら れ

て い る (世 界 人 口 の ピ ー ク は 従 来  110 億 人 を 超 え る と 予 想 さ れ て い た が 、 い ま

や 100 億 人 前 後 と み ら れ て い る )。 人 口 の 伸 び 鈍 化 と 高 齢 化 に 適 応 す る う え で

は 、 様 々 な 経 済 的 問 題 が 生 じ る (最 も 顕 著 な の は 医 療 費 と 年 金 給 付 金 の 増 加 )。

人 口 高 齢 化 が 深 刻 な 経 済 的 問 題 と な る 先 進 国 と 新 興 国 の 数 は こ の 先 、 着 実 に 増

え る だ ろ う 。  

 

 

 

2000～2079・主要国の実質GDP成長率予想

実質GDP成長率（％）

2000-2009 2010-2019 2020-2029 2024-2029 2030-2039 2040-2049 2050-2059 2060-2069 2070-2079

世界 2.7 3.2 2.4 2.8 2.5 2.1 2.0 1.8 1.7

先進国 1.6 1.9 1.5 1.8 1.6 1.4 1.3 1.2 1.1

アメリカ 1.9 2.3 1.7 1.9 1.7 1.5 1.4 1.3 1.2

ドイツ 0.8 2.0 0.7 1.2 1.3 1.1 0.9 0.9 1.0

日本 0.5 1.2 0.6 0.9 0.8 0.7 0.7 0.6 0.5

イギリス 1.6 2.0 1.4 2.0 1.9 1.6 1.5 1.3 1.2

カナダ 2.1 2.3 1.7 2.1 2.0 1.9 1.7 1.6 1.6

オーストラリア 3.1 2.6 2.3 2.5 2.4 2.1 1.8 1.7 1.5

アジア（先進国を除く） 7.6 6.7 4.1 4.2 3.1 2.4 2.1 1.8 1.5

中国 10.3 7.7 4.2 4.0 2.5 1.6 1.1 0.9 0.5

インド 6.9 6.9 5.0 5.8 4.6 3.7 3.1 2.5 2.1

インドネシア 5.3 5.4 3.8 4.3 3.6 3.0 2.6 2.3 2.0

韓国 4.9 3.3 2.0 1.9 1.4 0.8 0.3 -0.1 -0.2

台湾 4.3 3.6 1.9 2.8 2.4 1.9 1.4 1.1 0.9

フィリピン 4.5 6.4 4.4 6.0 4.9 4.1 3.5 3.1 2.7

CEEMEA 4.8 3.5 2.6 3.2 3.3 3.1 3.0 2.9 2.7

ロシア 5.5 2.1 0.3 1.2 1.6 1.2 1.2 1.3 1.1

トルコ 4.0 5.9 4.2 3.5 2.9 2.1 1.7 1.4 1.1

サウジアラビア 3.5 3.5 2.8 2.9 3.2 2.5 2.0 1.7 1.4

ポーランド 3.9 3.7 2.8 3.3 1.9 1.1 0.7 0.5 0.4

エジプト 5.0 4.4 4.7 4.8 5.3 4.4 3.8 3.2 2.7

南アフリカ 3.6 1.7 1.8 2.8 3.6 3.4 2.9 2.6 2.2

南米 2.8 2.4 2.3 3.0 3.1 2.7 2.3 1.9 1.6

ブラジル 3.4 1.4 1.9 2.4 2.8 2.5 2.1 1.7 1.5

メキシコ 1.5 2.7 1.8 3.0 3.0 2.6 2.2 1.7 1.4

アルゼンチン 2.6 1.4 2.6 3.3 3.1 2.6 2.2 1.8 1.5

コロンビア 3.9 3.7 3.4 3.4 3.3 2.7 2.2 1.7 1.4

チリ 4.2 3.3 2.1 2.3 2.4 2.0 1.6 1.4 1.2

ペルー 5.0 4.5 3.3 4.2 4.0 3.5 2.9 2.5 2.1

出典：ゴールドマン・サックス・グローバル投資調査部 CEEMA ( Central & Eastern Europe, Middle East and Africa)



8 サステナブルチャレンジ 2050 

２－２．人口  

出 典 ： 内 閣 府 総 合 科 学 技 術 ・ イ ノ ベ ー シ ョ ン 会 議  

世 界 の 長 期 的 な

人 口 に つ い て は 国

連 に よ る 統 計 を ベ

ー ス に 様 々 な 予 測

が 出 さ れ て い る 。国

連 は 2024 年 に は イ

ン ド の 人 口 が 中 国

を 越 え て 世 界 最 多

に な る と の 予 測 を

示 し て い る 。現 在 の

両 国 人 口 は 各 約 14

億 人 。 ま た 2050 年

ま で の 世 界 の 人 口

増 加 の 半 分 以 上 が

イ ン ド を 含 む ８ カ

国 に 集 中 す る 見 通

し で あ り 、 残 り ７ カ 国 は ア フ リ カ の コ ン ゴ 、 タ ン ザ ニ ア 、 エ チ オ ピ ア 、 ナ イ ジ

ェ リ ア や エ ジ プ ト の ほ か 、 ア ジ ア の パ キ ス タ ン と フ ィ リ ピ ン と し て い る 。  

 

2022 年 の 地 域 別 人 口 を み る と 、中 国 、イ ン ド ネ シ ア を 中 心 と し た 東・東 南 ア

ジ ア の 人 口 が 23 億 人 で 最 も 多 く 、 世 界 人 口 の 約 30%を 占 め る 。 イ ン ド を 中 心

と し た 中 央・南 ア ジ ア の 21 億 人 が 続 く 。サ ハ ラ 以 南 の ア フ リ カ 諸 国 は 2100 年

ま で 人 口 増 が 続 き 、2050 年 ま で の 世 界 人 口 の 増 加 分 の 半 分 以 上 を 占 め る 。欧 州

や 北 米 な ど ア フ リ カ 以 外 の 大 半 の 地 域 の 人 口 は 今 世 紀 末 に ピ ー ク を 迎 え る が 、

米 国 は 少 子 高 齢 化 に よ る 自 然 減 を 移 民 の 受 け 入 れ に よ り 補 っ て い る 。  

 

出 典 ： 日 本 経 済 新 聞 「 人 口 と 世 界 」
)  
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世 界 人 口 は 2011 年 に 70 億 人 を 突 破 し 、 今 年 は 80 億 人 を 突 破 す る と の 予 測

も あ る 。 国 連 の 推 計 で は 、 2030 年 85 億 人 、 2050 年 97 億 人 、 2080 年 代 に は

104 億 人 で ピ ー ク に 達 す る と 予 想 さ れ て い る 。 2050 年 に は イ ン ド の 人 口 は 16

億 6,800 万 人 と な り 、中 国 の 13 億 1,700 万 人 を 引 き 離 す 。中 国 は 一 人 っ 子 政 策

な ど 産 児 制 限 の 影 響 が 大 き く 、 2021 年 に は 第 3 子 の 出 産 を 認 め る 方 針 を 示 す

な ど 対 応 策 を 講 じ て い る が 、 出 生 数 が 5 年 連 続 で 減 少 、 2021 年 に 1949 年 の 建

国 以 来 最 少 と な り 、 巨 大 国 家 ・ 中 国 も 人 口 減 ト レ ン ド に 転 じ て い る 。  

 

世 界 全 体 で み る と 、米 欧 や 日 本 な ど 先 進 国 を 中 心 に 出 生 率 の 低 下 が 顕 著 だ が 、

各 国 は 経 済 成 長 の 維 持 へ 移 民 の 受 け 入 れ 拡 大 や ロ ボ ッ ト な ど の 活 用 に よ る 生 産

性 向 上 を 急 い で い る 。人 口 の 増 減 は 国 内 総 生 産（ GDP）の 成 長 を 支 え る 労 働 力

確 保 の 基 盤 と し て 国 力 を 測 る 目 安 の 一 つ と さ れ て き た 。 イ ン ド の 台 頭 に よ り 、

2030 年 に は 世 界 の GDP３ 傑 は 、中 国・米 国・イ ン ド と な り 、特 に イ ン ド は 2050

年 ま で 老 齢 化 が 始 ま ら ず 、 今 後 30 年 は 経 済 成 長 が 続 い て い く と 言 わ れ る 。  

出 典 ： 日 本 経 済 新 聞 「 人 口 と 世 界 」  

 

世 界 的 に は 米 国 を 含 む 多 く の 先 進 国 に お い て 、 経 済 を 支 え る 15～ 64 才 の 生

産 年 齢 人 口 比 率 が 減 少 す る 逆 風 ・ 人 口 オ ー ナ ス （ 重 荷 ） 期 に 転 じ る 。 一 方 、 日

米 豪 の 外 交 安 全 保 障 協 議 体 で あ る「 Quad」に 新 た に イ ン ド が 加 わ る こ と に よ り

民 主 主 義 の 価 値 観 を 共 有 す る ４ ケ 国 の 経 済 規 模 が 、 い ず れ 中 国 を 凌 駕 す る 局 面

を 迎 え る 。 中 国 に は 生 産 年 齢 人 口 が 減 り 成 長 が 鈍 化 す れ ば 、 国 家 運 営 が 不 安 定

に な り か ね な い と の 危 機 感 が あ る 。 人 口 が 経 済 ・ 軍 事 に 直 結 す る 量 の 時 代 は 過

ぎ 、 人 口 は 少 な く て も 豊 か で 知 恵 や 質 を 競 う 時 代 に 入 り つ つ あ る 。 人 口 と い う

規 模 の 競 争 に 頼 ら ず 自 動 化 、 Ａ Ｉ の 活 用 な ど で 生 産 性 を 高 め 、 豊 か さ や 幸 せ を

実 現 す る シ ス テ ム を 構 築 で き る か 、 労 働 力 確 保 に 向 け た 移 民 や 労 働 力 の 地 域 間

移 動 等 、 価 値 観 を 共 有 す る 経 済 ブ ロ ッ ク ・ 国 家 間 の 競 争 が 激 し く な る だ ろ う 。  
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３．日本の未来イメージ 

 

世 界 の 2050 年 イ メ ー ジ 同 様 に 日 本 の 長 期 シ ナ リ オ 作 り も 、 様 々 な 専 門 機 関

が 行 っ て い る が 、 そ こ か ら 見 え る 未 来 の 姿 の 事 例 を 一 部 、 引 用 抜 粋 ・ 要 約 を 行

っ た 。  

 

３－１ .社会・経済  

 

①   スマートかつ強靱な地域経済社会の実現に向けた研究会（経済産業省）  

 

地 域 経 済 社 会 を 取 り 巻 く 状 況 と 見 通 し を 概 観 し た う え で 、 今 後 の 地 域 経 済 産

業 政 策 が 目 指 す べ き 方 向 性 を 取 り ま と め 、 最 後 に 地 域 の ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ

ョ ン（ RX：Regional Transformation）に 向 け た 取 組 と 方 向 性 が 以 下 の 様 に 示 さ

れ て い る 。  

 

コ ロ ナ 禍 は 地 域 経 済 社 会 に 甚 大 な 影 響 を 与 え た 一 方 、 デ ジ タ ル 化 、 働 き 方 、

ラ イ フ ス タ イ ル の 変 化 は 地 域 経 済 社 会 の 変 革 の 契 機 で も あ る 。 少 子 高 齢 化 ・ 人

口 減 少 も 一 層 進 展 す る 中 、デ ジ タ ル 対 応 の 深 化 、地 域 へ の 共 感 の 喚 起・価 値 化 、

人 材 流 動 化 が 重 要 に な る 。 こ う し た 地 域 経 済 社 会 を 巡 る 変 化 が 地 域 経 済 社 会 の

将 来 に 大 き な 影 響 を 与 え る こ と を 前 提 に 、 時 代 観 を 改 め 、 発 想 の 転 換 ・ 意 識 の

変 革 に つ な げ 、 地 域 の 関 係 主 体 の 取 組 を ア ッ プ デ ー ト し て い く こ と が 重 要 。  

 

・ コ ロ ナ 禍 前 か ら の 課 題 と 外 部 環 境 の 変 化  

人 口 減 少 ・ 少 子 高 齢 化 の 進 展 に よ り 、 消 費 者 と 働 き 手 は 減 少 す る 一 方 で 、 東

京 一 極 集 中 に よ る 都 市 と 地 方 の 生 産 性 格 差 の 継 続 。 地 方 か ら 東 京 圏 へ の 労 働 人

口 の 流 出 が 続 き 、 労 働 生 産 性 格 差 、 デ ジ タ ル 対 応 の 後 れ が 顕 在 化 。 世 界 的 な 社

会 的 価 値 の 高 ま り は SDGｓ 、ESG 投 資 等 の 広 が り を 見 せ 、ま た 働 き 方 も 兼 業・

副 業 等 の 多 様 化 傾 向 を 示 し て い る 。  

 

・ コ ロ ナ 禍 以 後 の 動 き （ 地 域 経 済 社 会 の 変 革 の 契 機 ）  

デ ジ タ ル 化 ・ リ モ ー ト 化 の 進 展 は 企 業 に お け る デ ジ タ ル 化 、 リ モ ー ト ワ ー ク

の 広 が り の 契 機 と な り 、非 接 触・非 対 面 の 必 要 性 が 生 じ た こ と か ら 、デ ジ タ ル・

非 接 触 型 サ ー ビ ス の 利 用 拡 大 等 に よ る 企 業 変 革 機 運 の 高 ま り に つ な が っ て い る 。 

ま た 、 地 方 に 対 す る 関 心 の 高 ま り か ら 、 地 方 か ら 都 市 へ の 人 口 流 入 の 流 れ に 変

化 が 生 じ て お り 、 若 者 世 代 に 地 方 移 住 へ の 関 心 の 高 ま り が 見 ら れ る 。 兼 業 ・ 副

業 へ の 関 心 の 高 ま り も 一 層 増 加 し て い る 。 サ プ ラ イ チ ェ ー ン の あ る べ き 姿 に つ

い て の 議 論 や 見 直 し も 生 じ て い る 。  
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・ 地 域 経 済 社 会 の 将 来 見 通 し  

今 後 の 社 会 は 少 子 高 齢 化 ・ 人 口 減 少 が 一 層 進 展 し 、 需 要 と 供 給 の 両 面 で の 縮

小 が 加 速 す る 。 デ ジ タ ル 化 ・ リ モ ー ト 化 は 不 可 逆 的 に 定 着 し 、 リ ア ル と バ ー チ

ャ ル の 併 用 、 両 者 を 掛 け 合 わ せ た 新 た な ビ ジ ネ ス ・ 産 業 や デ ジ タ ル 技 術 に よ る

交 流 ・ つ な が り 、 連 携 や 協 働 の 創 出 に つ な が る 。 一 方 、 デ ジ タ ル 化 へ の 対 応 力

が 、 企 業 間 、 産 業 間 、 地 域 間 の 格 差 を 顕 在 化 さ せ る 可 能 性 が あ る 。  

 

ま た 、 デ ジ タ ル 化 で 地 域 は 時 間 と 場 所 の 制 約 か ら 解 放 さ れ 、 離 れ て い て も 同

じ 時 間 を 共 有 可 能 と な る 。 新 た な 働 き 方 、 ラ イ フ ス タ イ ル 、 自 宅 、 会 社 以 外 の  

第 三 の 場 へ の 関 心 増 に よ る 人 材 の 流 動 化 が 進 む 。 こ の よ う な 流 れ か ら 、 地 域 か

ら 直 接 的 に グ ロ ー バ ル 市 場 に つ な が る 可 能 性 も 拡 大 す る 。「 共 感 」の 価 値 と し て

の 重 要 性 ・ 広 が り は 、 各 地 域 の 希 少 性 (地 域 資 源 )の 活 用 、 地 域 課 題 等 へ の 取 組

へ の 共 感 が 新 た な 地 域 の 価 値 に つ な が り う る 。  

 

こ の よ う な 社 会 を イ メ ー ジ し つ つ 、 今 後 の 地 域 経 済 産 業 政 策 が 目 指 す べ き 方

向 性 に つ い て 、 需 要 と 供 給 の 縮 小 や 格 差 継 続 か ら の 脱 却 に 向 け 、 地 域 経 済 社 会

の 「 稼 ぐ 力 」 ＝ 「 付 加 価 値 生 産 性 」 を 高 め て い く こ と が 重 要 で あ り 、 地 域 内 外

の 人 ・ モ ノ ・ カ ネ ・ 情 報 等 が 、 デ ジ タ ル 技 術 で ス マ ー ト に つ な が り な が ら 、 自

律 的 か つ 自 立 的 に 、 価 値 を 生 み 生 産 性 を 上 げ る 持 続 可 能 な 分 散 型 の 地 域 経 済 社

会 「 ス マ ー ト か つ 強 靱 な 地 域 経 済 社 会 」 の 実 現 を 目 指 す 。  

 

そ の 実 現 に 向 け て の 方 策 は 以 下 の 通 り 。  

 

1.デ ジ タ ル ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン（ DX）の 推 進 を 通 じ て 、生 産 性 の 格 差 と

東 京 一 極 集 中 の 継 続 の ス パ イ ラ ル か ら の 脱 却 を 目 指 す 。 地 域 の 企 業 ・ 産 業 を 変

革 す る デ ジ タ ル 化（ DX）の 実 現 に 向 け た 投 資 を 促 進 し 、単 な る デ ジ タ ル 化 で は

な く 、ビ ジ ネ ス モ デ ル や 業 務 、企 業 文 化・風 土 を 変 革 す る CX（ コ ー ポ レ ー ト ト

ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン ） を 推 進 す る 。  

 

2.価 値 を 創 出 す る 取 組 （ イ ノ ベ ー シ ョ ン ） の 推 進 を 通 じ て 需 要 と 供 給 の 縮 小 ス

パ イ ラ ル か ら の 脱 却 を 図 る 。 地 域 の 産 業 特 性 に 加 え 、 地 域 資 源 ・ 文 化 ・ 歴 史 等

の オ リ ジ ナ ル な 地 域 の 特 性 ・ 課 題 や 、 環 境 、 多 様 性 等 の 社 会 的 な 価 値 を 価 値 の

源 泉 と し て 捉 え 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン を 推 進 す る 。 加 え て 産 学 官 の 多 様 な 主 体 に よ

る オ ー プ ン イ ノ ベ ー シ ョ ン や ア ン ト レ プ レ ナ ー が 生 ま れ る 環 境 整 備 を 推 進 す る 。 

 

3.地 域 の 持 続 可 能 性 を 高 め る 取 組 を 通 じ て 地 域 経 済 社 会 の 縮 小 ス パ イ ラ ル か ら

の 脱 却 を 図 る 。 地 域 課 題 の 解 決 と 収 益 性 確 保 を 両 立 、 地 域 の 持 続 可 能 性 を 高 め

る と 共 に 、 社 会 的 価 値 へ の 共 感 や 投 資 の 地 域 へ の 呼 び 込 み を 推 進 す る 。  
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4.地 域 内 外 の 多 様 な 人 材 の 活 躍 推 進 を 通 じ 、 生 産 性 の 格 差 と 人 材 の 偏 在 の ス パ

イ ラ ル か ら の 脱 却 を 図 る 。 兼 業 ・ 副 業 等 の 働 き 方 や 自 由 な ラ イ フ ス タ イ ル を 地

域 の 人 々 や 企 業 等 が 積 極 的 に 受 け 入 れ て 都 市 と 地 域 の 知 識 の 環 流 を 推 進 、 地 域

内 外 の 多 様 な 人 材 が あ ら ゆ る 場 所 で 価 値 を 創 出 可 能 と な る 環 境 整 備 を 推 進 す る 。 

 

②   2050 年の日本産業を考える  （みずほ銀行産業調査部）  

 

・ GDP 比 率 で み た 財 政 負 担 は 2040 年 時 点 で 現 状 の 3 割 増 し の 推 計  

医 療・介 護 費 の 対 GDP 比 率 は 足 下 の 約 10%か ら 、2040 年 に は 約 13%に 増 加

す る 見 通 し 。医 療・介 護 需 要 は 2030 年 頃 ま で 拡 大 し 、以 降 も 高 止 ま り 。た だ し

都 市 部 と 地 方 部 で 地 域 差 が 大 き い 。 東 京 で は 2045 年 に 向 け 需 要 拡 大 が 続 く 。

特 に 介 護 需 要 は 激 増 す る 見 込 み で あ る 。   

 

・ 人 口 減 少 に 伴 い 労 働 力 は 減 少 。 社 会 保 障 制 度 維 持 の 観 点 で 定 年 延 長 も  

2050 年 の 日 本 は 労 働 力 が 減 少 し 、社 会 保 障 制 度 の 持 続 性 が 問 題 に 。今 後 、税

収 増 や 健 康 維 持 の 観 点 か ら 現 役 期 間 を 延 ば す 可 能 性 あ り 。 2050 年 の 65 歳 は 今

時 点 （ 2022 年 ） の 65 歳 よ り も 平 均 余 命 が 「 10 年 」 長 い こ と か ら 、 仮 に 2050

年 に 高 齢 者 が 今 よ り  「 10 年 」長 く 働 く 場 合 、労 働 力 人 口 は 約 5,500 万 人 と 2020

年 対 比 1,200 万 人 減 少 で 収 ま る 。  

 

・ 脱 炭 素 、 人 権 、 生 物 多 様 性 、 循 環 経 済 推 進 の 貢 献 が サ プ ラ イ チ ェ ー ン 全 体 で

求 め ら れ る  

SDGs や パ リ 協 定 等 の 浸 透 に よ っ て 持 続 可 能 な 社 会 へ の 貢 献 が グ ロ ー バ ル で

求 め ら れ る 中 、 企 業 に 対 し て は 、 自 社 の み な ら ず 、 サ プ ラ イ チ ェ ー ン 全 体 で の

サ ス テ ナ ビ リ テ ィ 貢 献 が 要 請 さ れ る 。気 候 変 動（ 脱 炭 素 ）、生 物 多 様 性 、資 源 循

環 （ 脱 炭 素 ） 水 資 源 な ど の 様 々 な 課 題 に つ い て 、 サ プ ラ イ チ ェ ー ン 全 体 で の 評

価 ・ 対 応 が 必 要 に 。  

 

・ サ ス テ ナ ビ リ テ ィ に 関 す る 課 題 の 顕 在 化  

食 料 供 給 は 温 室 効 果 ガ ス 排 出 、 土 地 利 用 、 水 使 用 な ど 多 様 な 環 境 ・ 社 会 課 題

に 直 面 。 調 達 原 料 や 取 扱 商 品 の 環 境 負 荷 等 に 目 配 り す る と 共 に 、 環 境 や 社 会 に

配 慮 し た 商 品 を 求 め る 消 費 者 に 対 し て 価 値 を 訴 求 し て い く こ と が 求 め ら れ る 。  

 

・ 1.5℃ 目 標 達 成 は 脱 炭 素 の み な ら ず 、 今 後 10 年 で さ ら な る 対 策 強 化 が 重 要  

EU が 2019 年 12 月 に 2050 年 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル（ CN）を 宣 言 し て 以 降 、

わ ず か 2 年 程 度 で 主 要 各 国 の ほ と ん ど が 、 CN 宣 言 を 実 施 。 公 表 済 の 全 計 画 を

実 現 し て も 1.8℃ 上 昇 と の 試 算 も あ り 、 COP26 で 共 有 さ れ た 1.5℃ 目 標 実 現 に
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は 対 策 強 化 が 必 須 。現 状 の 排 出 ペ ー ス が 継 続 し た 場 合 、約 10 年 で 1.5℃ 上 昇 と

な る た め 、 2030 年 に 向 け た さ ら な る 対 応 が 求 め ら れ る 。  

 

・ 日 本 は 脱 炭 素 実 現 に 不 利 な 状 況   

再 エ ネ の 条 件 で 劣 後 し 、 資 源 も 輸 入 依 存 。 日 本 は カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル 実 現

に 向 け た 前 提 条 件 （ 特 に エ ネ ル ギ ー 供 給 ） が 不 利 な こ と を 踏 ま え た 戦 略 の 検 討

が 必 要 に な る 。 エ ネ ル ギ ー の 地 産 地 消 と な る 再 エ ネ 電 源 は 他 国 比 で 条 件 が 劣 後

す る 中 、 コ ス ト 削 減 に 向 け た 一 層 の 努 力 が 必 要 。 必 要 と な る 資 源 や 部 素 材 へ の

積 極 的 な 投 資 が 期 待 さ れ る が 、 日 本 は 引 き 続 き 輸 入 依 存 と な る 見 込 み 。  

 

・ 紛 争 地 域 と 資 源 ・ 食 料 、 小 資 源 国 日 本 は 今 後 も リ ス ク を 抱 え る  

カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル の 潮 流 の 中 で 、 今 後 、 化 石 資 源 の 使 用 量 は 減 っ た と し

て も 、 新 た に 蓄 電 池 や 燃 料 電 池 向 け の レ ア メ タ ル ・ レ ア ア ー ス の 使 用 量 は 増 え

る 。 資 源 の 海 外 依 存 度 の 高 さ は 引 き 続 き 大 き な リ ス ク と な り う る 。  

 

・ 中 長 期 的 に テ ク ノ ロ ジ ー 実 装 が 進 む  

2050 年 ま で に 実 装 が 期 待 さ れ る 主 な テ ク ノ ロ ジ ー が 、産 業・社 会 へ 波 及 し て

い く 。 テ ク ノ ロ ジ ー は さ ら に 急 速 に 発 展 し 、 他 領 域 と 結 び つ き あ ら ゆ る 産 業 が

変 化 。 国 、 企 業 間 の 人 材 確 保 ・ 技 術 開 発 が 激 化 す る 中 で 、 日 本 が 打 ち 勝 つ 長 期

的 な 戦 略 が 求 め ら れ る 。  

 

・ 2050 年 に は デ ジ タ ル &ソ ー シ ャ ル ネ イ テ ィ ブ な 世 代 が 総 人 口 の 5 割  

テ ク ノ ロ ジ ー の 浸 透 に は 社 会 的 受 容 も 必 要 と な る が 、 デ ジ タ ル に 関 し て は 生

ま れ な が ら に し て デ ジ タ ル ネ イ テ ィ ブ で あ る Z 世 代 以 降 が 、 2050 年 時 点 で は

人 口 の 半 分 を 占 め る こ と に 。 全 世 代 で デ ジ タ ル に 高 い 親 和 性 を も ち 、 デ ジ タ ル

化 は 急 加 速 す る 。  

 

・ 生 活 者 の 自 由 時 間 は 増 加 し 、 デ ジ タ ル 上 で の 活 動 を 中 心 に 取 り 組 む 可 能 性  

テ ク ノ ロ ジ ー 活 用 と 少 子 高 齢 化 で 、生 活 者 の 自 由 時 間 は 1 日 約 3 時 間 増 加 し 、

自 由 時 間 の 使 い 方 が 焦 点 に 。 デ ジ タ ル 接 触 時 間 も 増 え 、 自 由 時 間 、 仕 事 時 間 、

学 業 時 間 の 一 部 は 「 没 入 時 間 」 に な る こ と も 想 定 さ れ る 。 睡 眠 時 間 以 外 の 他 の

時 間 も リ ア ル で の 活 動 と 並 行 し て デ ジ タ ル と つ な が り う る 。  

 

・2050 年 の 国 内 自 動 車 産 業 の 構 造 を 検 討 す る 上 で は 、そ の 時 点 で 必 要 な 保 有 台

数 を 試 算 す る こ と が 必 要 に  

将 来 の 自 動 車 保 有 構 造 に 影 響 を 与 え る 変 数 は 、 大 き く 「 人 口 動 態 」、「 移 動 需

要 」、「 移 動 手 段 」 の 3 つ と 想 定 。 2050 年 に お い て は 少 子 高 齢 化 ・ 移 動 需 要 減

少 ・ 個 人 所 有 車 減 少 に よ っ て 、 自 動 車 保 有 台 数 は 減 少 す る も の と 予 想 す る 。   
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残 存 す る 個 人 所 有 車 も 日 常 の 足 と し て の 小 型 低 価 格 車 や 移 動 手 段 以 外 の 価 値 を

求 め る 高 級 車 な ど が 中 心 に な る 。  

 

・ 乗 用 車 旅 客 輸 送 量 は 、 2050 年 時 点 で 現 状 よ り 3 割 か ら 最 大 5 割 減  

2050 年 度 の 乗 用 車 （ 自 家 用 車 と タ ク シ ー の 合 計 ） に よ る 国 内 旅 客 輸 送 量 は 、

人 口 構 成 の 変 化 及 び 人 口 減 少 に よ り 、 約 472 億 人 と 2020 年 度 比 18%減 少 と 予

測 さ れ る 。 テ レ ワ ー ク の 浸 透 等 に よ る 通 勤 需 要 の 減 少 や EC 化 ・ オ ン ラ イ ン 診

療 の 普 及 な ど の 影 響 を 受 け 、「 ① デ ジ タ ル 化 進 展 ケ ー ス （ ベ ー ス ケ ー ス ）」 で は

35%減 少 す る と し 、 更 に 移 動 需 要 が 減 少 す る こ と を 見 込 ん だ 「 ② デ ジ タ ル 化 加

速 ケ ー ス 」 で は 47%減 少 す る 。   

 

・ 脱 炭 素 対 応 と し て 、 製 造 業 の 地 産 地 消 が 進 展 （ 自 動 車 産 業 の 場 合 ）  

自 動 車 産 業 で は 中 期 的 に は BEV シ フ ト の 進 展 を 端 緒 に グ ロ ー バ ル で 完 成 車

製 造 の 地 産 地 消 が 進 む 。 背 景 と し て は 各 国 政 府 ・ 主 要 企 業 が 電 池 の サ プ ラ イ チ

ェ ー ン・バ リ ュ ー チ ェ ー ン の 囲 い 込 み を 図 る 点 が 挙 げ ら れ る 。 長 期 的 に は 車 両

（ ハ ー ド ） の コ モ デ ィ テ ィ 化 も 完 成 車 製 造 の 地 産 地 消 を 促 進 す る も の と 想 定 。  

 

・ 主 要 業 種 の 想 定 2050 年 の 姿  

①  電 力 ： 電 力 需 要 2 割 増 。 再 エ ネ 比 率 6 割 。 分 散 化 進 展  

②  石 油 ・ ガ ス ： 電 化 に よ る 需 要 減 少 （ 石 油 製 品 7 割 減 、 都 市 ガ ス 4 割 減 ）。   

非 電 力 エ ネ ル ギ ー の 燃 料 転 換   

③  鉄 鋼 ： 粗 鋼 生 産 量 4 割 減 、 低 炭 素 プ ロ セ ス へ の 製 法 の 変 化  

④  非 鉄 ： 電 気 銅 生 産 量 4 割 減 。 輸 出 分 は 現 地 生 産 へ  

⑤  化 学 ： 内 需 3 割 減 。 基 礎 品 集 約 と プ ロ セ ス 変 化 、 川 下 分 野 強 化 等  

⑥  食 料 ： 原 材 料 調 達 サ プ ラ イ チ ェ ー ン の 変 化 や 、 食 の 新 た な 提 供 方 法   

⑦  自 動 車：国 内 生 産 は 大 幅 減 。ハ ー ド に 縛 ら れ な い 産 業 構 造 、ク ル マ を 売 ら な

い ビ ジ ネ ス モ デ ル 、 ソ フ ト ・ ハ ー ド 開 発 の PF 化  

⑧  エ レ ク ト ロ ニ ク ス ： 人 間 の 感 覚 に 関 連 す る 新 領 域 需 要 喚 起  

⑨  通 信 ・ メ デ ィ ア ： 通 信 イ ン フ ラ は モ バ イ ル か ら オ フ ロ ー ド と 家 か ら の 接 続 、

非 陸 上 も 。 広 告 は ほ と ん ど イ ン タ ー ネ ッ ト に   

⑩  IT： コ ン サ ル 等 サ ー ビ ス 拡 大 、 国 内 で も ソ フ ト ウ ェ ア 市 場 形 成  

⑪  消 費 サ ー ビ ス ： EC 比 率 は 4 割 。 非 自 発 的 作 業 の 買 い 物 は な く な る 。     

流 通 機 能 の ア ン バ ン ド リ ン グ と リ バ ン ド リ ン グ 化  

⑫  モ ビ リ テ ィ サ ー ビ ス ： 生 活 ・ 移 動 サ ー ビ ス の 統 合  

⑬  物 流 ： 運 ぶ モ ノ の 減 少 。 基 本 オ ペ レ ー シ ョ ン は 完 全 自 動 化  

⑭  ヘ ル ス ケ ア ： 医 療 介 護 が 対 応 す る ニ ー ズ の 多 様 化 と 人 材 不 足  
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主 要 産 業 の 需 要 減 少 に よ り 日 本 の GDP は 下 振 れ す る 可 能 性 。 今 後 日 本 は 供

給 面 で は 生 産 年 齢 人 口 大 幅 減 、 労 働 の 質 や 資 本 投 入 量 、 生 産 性 上 昇 の 停 滞 で

2030 年 代 以 降 、マ イ ナ ス 成 長 に 。一 人 当 た り 実 質 GDP は 2050 年 に か け て 2019

年 比 1.2 倍 に と ど ま る 見 通 し 。 需 要 面 で み る と 、 主 要 産 業 の 製 品 ・ サ ー ビ ス は

内 需 縮 小 に 加 え て 、製 造 業 に お け る 地 産 地 消 化 の 進 展 に よ り  輸 出・生 産 が 落 ち

込 む こ と も 想 定 さ れ る 。 ま た カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル 実 現 は 多 額 の 投 資 負 担 や 費

用 の 発 生 、 産 業 構 造 の 変 化 を 伴 う も の で あ り 、 結 果 と し て 、 産 業 ・ 企 業 の 競 争

力 低 下 、 国 の 持 続 可 能 性 低 下 に つ な が る リ ス ク が あ る 。   

 

３－２ .人口  

 

出 典 ： 国 立 社 会 保 障 ・ 人 口 問 題 研 究 所 「 将 来 推 計 人 口 」  

2023 年 、国 立 社 会 保 障 ・ 人 口

問 題 研 究 所 は 長 期 的 な 日 本 の 人

口 を 予 測 し た「 将 来 推 計 人 口 」を

公 表 し た 。 厚 生 労 働 省 の 研 究 機

関 で あ る 国 立 社 会 保 障 ・ 人 口 問

題 研 究 所 が 国 勢 調 査 を 基 に 5 年

に 1 度 公 表 す る 長 期 予 測 だ が 、

コ ロ ナ 影 響 に よ り 6 年 ぶ り の 公

表 と な っ た 。 2056 年 に 人 口 が 1

億 人 を 下 回 り 、 2059 年 に は 日 本 人 の 出 生 数 が 50 万 人 を 割 る 。 人 口 規 模 を 保 て

な け れ ば 国 力 へ の 影 響 は 避 け ら れ な い 。      

 出 典 ： 日 本 経 済 新 聞 「 人 口 と 世 界 」  

2023 年 の 国 立 社 会 保 障・人 口 問 題 研 究 所

の 将 来 推 計 人 口 は 、 あ く ま で 2020 年 ま で

の 実 績 に 基 づ き 延 長 線 を 描 く も の で あ り 、

推 計 の ベ ー ス と な る 出 生 率 は 1.36 を 前 提

に 将 来 予 測 し て い る が 、2021 年 の 合 計 特 殊

出 生 率 は 1.30 に と ど ま り 、仮 定 値 を 下 回 っ

て い る 上 に 、 コ ロ ナ 禍 の 影 響 も あ り 出 生 数

の 減 少 は そ の 後 も 加 速 、2023 年 の 出 生 数 が

外 国 人 を 含 む 速 報 値 で 前 年 比 5.1%減 の 75

万 8,631 人 だ っ た と さ れ 、 出 生 数 は 8 年 連

続 で 過 去 最 少 を 更 新 、80 万 人 割 れ は 比 較 可

能 な 1899 年 以 降 で 昨 年 に 続 き 2 回 目 。 出

生 数 が 最 も 多 か っ た 1949 年 の 269.6 万 人
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に 比 べ る と 、23 年 は 3 割 に 満 た な い 結 果 と な

っ た 。 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 拡 大 で 結

婚 ・ 妊 娠 ・ 出 産 を た め ら う 人 が 増 え た こ と が

背 景 に あ る と 見 ら れ 、国 立 社 会 保 障 ・ 人 口 問

題 研 究 所 の 2023 年・将 来 推 計 前 提 の 1.36 を

回 復 す る こ と は 容 易 で は な く 、国 力 低 下 に 歯

止 め を か け 、人 口 減 社 会 で の 経 済 成 長 維 持 を

目 指 す 施 策 が 政 府 の 喫 緊 課 題 と な っ て い る 。 

出 典 ： 日 本 経 済 新 聞 「 人 口 と 世 界 」  

 

2050 年 の 総 人 口 は 現 在 の お よ そ 1 億

2,400 万 人 か ら 9,000 万 人 へ 、半 世 紀 後 の

2070 年 に は 3 割 減 の 8,700 万 人 に 減 る 見

込 み 。 2017 年 の 前 回 推 計 と 比 べ 、 人 口 の

1 億 人 割 れ の 時 期 は 3 年 遅 く な っ た 。外 国

人 の 入 国 超 過 数 に つ い て 16～ 19 年 の 平 均

値 を と っ て 前 回 の 年 7 万 人 か ら 16 万 増 え

る と 予 測 し た 結 果 だ が 、 政 府 試 算 で は

2070 年 に １ ０ 人 に 1 人 が 外 国 人 と な る 。

出 生 率 の 見 通 し は 少 子 化 の 進 展 を 反 映 し 、

中 位 シ ナ リ オ で 前 回 試 算 の 1.44 か ら 1.36

に 下 方 修 正 し た も の の 、そ の 水 準 が 今 後 も

維 持 可 能 か 否 か は 予 断 を 許 さ な い 。     出 典 ： 国 立 社 会 保 障 ・ 人 口 問 題 研 究 所  

 

一 方 で 65 歳 以 上 人 口 の 比 率 は 2020 年 の 28.6%か ら 2070 年 に は 38.7%に 上

が る 。 高 齢 者 の 数 も 2070 年 に 3,367 万 人 と な り 、 世 帯 数 で も 高 齢 者 を 中 心 に

単 身 世 帯 数 が 増 加 の 一 途 を 辿 る 。 15～ 64 歳 の 生 産 年 齢 人 口 は 2070 年 に 4,535

万 人 と 予 測 、 こ れ か ら 50 年 間 で 3,000 万 人 規 模 の 働 き 手 が 失 わ れ る こ と に な

る 。マ ッ キ ン ゼ ー・ア ン ド・カ ン パ ニ ー は 20 年 公 表 の 報 告 書 で 、生 産 性 の 改 善

は 喫 緊 の 課 題 で あ り 、 早 期 に 技 術 を 活 用 し た 働 き 方 変 革 ・ 省 人 化 ＝ 「 自 動 化 」

に 着 手 し 、 2030 年 に か け て の 労 働 生 産 性 を 2.5 倍 に す る こ と で 、 現 在 の GDP 

成 長 率 を 維 持 で き る の で は な い か と 推 定 し て い る 。  

 

日 本 に お い て は 技 術 の 進 化 に 伴 い 、 2030 年 ま で に 既 存 業 務 の う ち 約 30%弱

が 自 動 化 さ れ る 見 込 み で あ り 、 結 果 1,660 万 人 分 の 雇 用 が 代 替 さ れ る 可 能 性 が

あ る と し 、 日 本 で は 反 復 型 の ル ー チ ン ワ ー ク に 費 や す 時 間 が 全 職 業 に お い て 費

や さ れ て い る 時 間 の 約 半 分 以 上 を 占 め て い る と 分 析 、 自 動 化 に よ り 労 働 力 不 足

を 解 消 す る だ け で な く 、 残 業 の 解 消 や 成 長 な ど 新 し い 領 域 に 人 材 を 振 り 分 け る

項目 ２０２０年 ２０７０年

総人口 1億2615万人 8700万人

高齢化率
28.6%

3.5人に1人

38.7%

2.6人に1人

生産年齢(15-64)

人口割合
59.5% 52.1%

人口に占める

外国人の割合
2.2% 10.8%

出生数 87万3000人 50万人

出生率 1.33 1.36

男81.58年 男85.89年

女87.72年 女91.94年
平均寿命
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こ と が 可 能 に な る と 予 測 し て い る 。 し か し 、 自 動 化 で 代 替 さ れ 得 る 雇 用 ・ 新 た

に 創 出 さ れ る 雇 用 を 踏 ま え て も 、 2030 年 の 労 働 力 需 要 は 供 給 を 150 万 人 分 上

回 り 供 給 が 不 足 と 推 定 し て い る 。 今 後 の 労 働 人 口 減 少 に 対 応 す る た め に は 、 更

な る 自 動 化 の 促 進 が 求 め ら れ る 。   

 

総 人 口 が 1 億 人 を 割 る 見 込 み の 時 期 ま で 、 ま だ 30 年 以 上 あ り 、 政 府 が 対 策

を 取 る 余 地 は 依 然 と し て 多 い 。 経 済 成 長 は 一 般 に 労 働 、 資 本 、 生 産 性 の 3 要 素

か ら な る が 、 人 口 減 に 伴 う 労 働 力 減 が 生 じ て も 生 産 性 を 高 め れ ば 成 長 に つ な が

る 。 内 閣 府 の 2022 年 の 試 算 に よ る と 、 現 在 の 生 産 性 と 資 本 が 続 く と 仮 定 し た

場 合 、2040 年 の 実 質 国 内 総 生 産（ GDP）は 479 兆 円 。女 性 の 労 働 力 率 が 男 性 並

み に 高 ま れ ば 、519.5 兆 円 ま で 押 し 上 げ ら れ る と い う 。ま た 2060 年 代 も 1 億 人

の 人 口 規 模 を 維 持 で き れ ば 、 高 齢 化 率 も ピ ー ク ア ウ ト し て 現 役 世 代 の 割 合 が 増

え 、 以 後 は 人 口 構 成 の 「 若 返 り 」 が 期 待 で き る と し て い る 。 人 口 問 題 解 決 策 の

多 く は 今 後 の 少 子 化 対 策 、 子 育 て 対 策 、 女 性 活 用 に か か っ て い る 。  

 

出 典 ： 内 閣 府 「 令 和 4 年 度 高 齢 社 会 白 書 」  

 

出 典 ： 内 閣 府 「 令 和 4 年 度 高 齢 社 会 白 書 」           出 典 ： 日 本 総 研 「 地 方 公 務 員 は 足 り て い る か 」  

 

 

2021 2045

総人口（千人）

A

65歳以上人口

（千人）

B

高齢化率

（％）

B/A=C

総人口（千人）

D

65歳以上人口

（千人）

E

高齢化率

（％）

D/C=F

総人口増減

D－A

人口増加率

（総人口）

65歳以上人

口増減

E－B

人口増加率

（65歳以上人

口）

高齢化率の

伸び

F-C

総人口

構成比

総人口

構成比

北海道 5,183 1,686 32.5 4,005 1,714 42.8 -1,178 -22.7% 28 1.7% 10.3 4.1 3.8

東北 8,519 2,790 32.8 6,203 2,709 43.7 -2,316 -27.2% -81 -2.9% 10.9 6.8 5.8

関東 43,561 11,344 26.0 39,258 13,513 34.4 -4,303 -9.9% 2,169 19.1% 8.4 34.7 36.9

中部 21,011 6,165 29.3 17,691 6,574 37.2 -3,320 -15.8% 409 6.6% 7.9 16.7 16.6

近畿 22,195 6,446 29.0 18,384 6,892 37.5 -3,811 -17.2% 446 6.9% 8.5 17.7 17.3

中国 7,198 2,276 31.6 6,063 2,232 36.8 -1,135 -15.8% -44 -1.9% 5.2 5.7 5.7

四国 3,659 1,239 33.9 2,822 1,153 40.9 -837 -22.9% -86 -6.9% 7.0 2.9 2.7

九州 14,174 4,269 30.1 11,996 4,403 36.7 -2,178 -15.4% 134 3.1% 6.6 11.3 11.3

総計 125,500 36,215 28.9 106,421 39,192 36.8 -19,079 -15.2% 2,977 8.2% 7.9 100.0 100.0

地域

令和3年

（2021）

令和27年

（2045）
2021年・2045年人口比較
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X・ Y・ Z 世 代 の 世 代 別 「 イ メ ー ジ 」  

 

＊ X 世 代 (1965 年 ～ 1980 年 生 ま れ ) 

概 要 ： X 世 代 は ベ ビ ー ブ ー ム 世 代 と ミ レ ニ ア ル 世 代 の 間 に 位 置 す る 世 代  

現 在 の 年 令 層 ： 43 歳 ～ 58 歳 → 2050 年 時 点 で の 年 齢 ： 69 歳 ～ 84 歳  

 

特 色 ： X 世 代 は デ ジ タ ル 革 命 の 途 中 で 成 長 し た 世 代 で あ り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト や

携 帯 電 話 の 普 及 を 経 験 。 彼 ら は 「 サ イ レ ン ト 世 代 」 と も 呼 ば れ 、 個 人 の 自 立 心

や 独 立 性 が 強 い 特 徴 を 持 つ 。 ま た 、 仕 事 に お い て は 忠 誠 心 や 努 力 に 重 き を 置 く

傾 向 が あ る 。  

 

環 境 意 識 ： 彼 ら は 大 気 汚 染 や 環 境 破 壊 の 問 題 に 直 面 し 、 エ コ ロ ジ ー へ の 関 心 を

高 め て き た 。多 く の X 世 代 の 人 々 は 、リ サ イ ク ル や 持 続 可 能 な エ ネ ル ギ ー に 取

り 組 む な ど 、 個 人 レ ベ ル で の 環 境 保 護 活 動 に 積 極 的 に 参 加 し て い る 。  

 

＊ Y 世 代 :1981 年 ～ 1996 年 生 ま れ  

概 要 ： Y 世 代 は 、 ミ レ ニ ア ル 世 代 と も 呼 ば れ る  

現 在 の 年 令 層 ： 27 歳 ～ 42 歳 → 2050 年 時 点 で の 年 齢 ： 53 歳 ～ 68 歳  

 

特 色 ： Y 世 代 は 、 デ ジ タ ル テ ク ノ ロ ジ ー の 急 速 な 進 歩 と 普 及 を 経 験 し た 世 代 で

あ り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト や ソ ー シ ャ ル メ デ ィ ア の 利 用 が 一 般 化 し た 。 彼 ら は 多 様

性 と 包 括 性 を 重 視 し 、 創 造 性 や 柔 軟 性 を 持 っ て お り 、 ま た 、 ワ ー ク ラ イ フ バ ラ

ン ス や 自 己 実 現 の 追 求 に も 重 点 を 置 く 傾 向 が あ る 。  

 

環 境 意 識 ： Y 世 代 は 、 気 候 変 動 や 廃 棄 物 処 理 な ど の 課 題 に 直 面 し 、 持 続 可 能 な

ラ イ フ ス タ イ ル や エ コ フ レ ン ド リ ー な 選 択 を 重 視 し て い る 。 彼 ら は 環 境 保 護 団

体 へ の 参 加 や 環 境 に 配 慮 し た 商 品 の 購 入 な ど 、 環 境 に 貢 献 す る 活 動 に 積 極 的 に

取 り 組 ん で い る 。  

 

＊ Z 世 代 :1997 年 ～ 2012 年 生 ま れ  

概 要 ： Z 世 代 は 、 ミ レ ニ ア ル 世 代 の 次 に 位 置 す る 世 代  

現 在 の 年 令 層 ： 11 歳 ～ 26 歳 → 2050 年 時 点 で の 年 齢 ： 37 歳 ～ 52 歳  

 

特 色 ： Z 世 代 は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト や ス マ ー ト フ ォ ン が 生 活 に 欠 か せ な い 世 代 で

あ り 、 デ ジ タ ル ネ イ テ ィ ブ と も 呼 ば れ る 。 彼 ら は 多 様 性 や イ ン ク ル ー ジ ョ ン に

対 し て 高 い 関 心 を 持 ち 、 社 会 正 義 や 平 等 を 重 視 す る 傾 向 が あ る 。 ま た 、 創 造 性

や 個 性 を 尊 重 す る 傾 向 が あ り 、 自 己 表 現 の 自 由 が 重 要 視 さ れ る 。  

 



19 サステナブルチャレンジ 2050 

環 境 意 識 ： Z 世 代 は 、 環 境 保 護 や 持 続 可 能 性 に 積 極 的 に 取 り 組 む 傾 向 が あ る 。

彼 ら は 、 環 境 に 優 し い 商 品 や サ ー ビ ス の 利 用 を 好 み 、 リ サ イ ク ル や 再 利 用 を 促

進 す る 取 り 組 み に も 積 極 的 に 参 加 す る 。 ま た 、 自 然 や 動 物 へ の 関 心 も 高 く 、 エ

コ ツ ー リ ズ ム な ど の 取 り 組 み に も 関 心 を 示 す 。  

 

＊ α 世 代 ： 2013 年 以 降 生 ま れ  

概 要 ： α 世 代 は 、 最 も 新 し い 世 代 で あ り 、 2013 年 以 降 に 生 ま れ た 人 々 。  

現 在 の 年 令 層 ： 0 歳 ～ 10 歳 → 2050 年 時 点 で の 年 齢 ： 26 歳 ～ 36 歳  

 

特 色 ： α 世 代 は 、 生 ま れ な が ら に し て テ ク ノ ロ ジ ー に 囲 ま れ た 環 境 で 成 長 し て

お り 、 ス マ ー ト フ ォ ン や タ ブ レ ッ ト な ど の デ ジ タ ル デ バ イ ス に 親 し ん で い る 。

彼 ら は 、 個 性 や 多 様 性 を 尊 重 す る 傾 向 が あ り 、 コ ラ ボ レ ー シ ョ ン や グ ル ー プ ワ

ー ク に も 積 極 的 に 参 加 す る 。 ま た 、 ク リ エ イ テ ィ ブ な 表 現 活 動 や 、 自 己 表 現 を

行 う た め の さ ま ざ ま な ツ ー ル や プ ラ ッ ト フ ォ ー ム を 利 用 す る 傾 向 が あ る 。  

 

環 境 意 識 ： α 世 代 は 、 地 球 環 境 や 気 候 変 動 に 対 し て 積 極 的 な 取 り 組 み を 求 め る

傾 向 が あ る 。 彼 ら は 、 環 境 保 護 や 持 続 可 能 性 に 対 す る 意 識 が 高 く 、 エ コ フ レ ン

ド リ ー な ラ イ フ ス タ イ ル や 商 品 の 利 用 を 好 む 。 ま た 、 α 世 代 は 教 育 を 通 じ て 環

境 問 題 に つ い て の 情 報 を 広 く 受 け 取 り 、 持 続 可 能 な 行 動 を 奨 励 す る 学 校 や 教 育

機 関 に 積 極 的 に 関 与 し て い る 。 彼 ら は 、 リ サ イ ク ル や 廃 棄 物 削 減 、 エ ネ ル ギ ー

効 率 の 向 上 な ど の 取 り 組 み に 参 加 し 、 地 球 へ の 負 荷 を 軽 減 す る た め の 行 動 を 意

識 的 に 選 択 し て い る 。  
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４ . 紙リサイクル 「２０」の中長期的課題  

 

今 回 の 報 告 書 の 取 り ま と め は 、 本 書 が 第 １ 部 ・ 詳 細 版 で あ り 、 別 冊 の 第 ２ 部

デ ー タ ブ ッ ク・国 内・古 紙 需 給 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン（ ～ 2050）、第 ３ 部 デ ー タ ブ ッ

ク ・ 世 界 ・ 古 紙 需 給 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン （ ～ 2050） の ３ 部 構 成 と な っ て い る 。  

 

取 り ま と め に 至 る 過 程 に お い て は 、以 下 の 二 つ の ア プ ロ ー チ を ベ ー ス と し た 。 

 

①  定 量 的 ア プ ロ ー チ  

国 内 の 紙 ・ 板 紙 品 種 別 ・ 内 需 予 測 を 2023～ 2050 年 の 刻 み で 行 い 、 そ れ に 伴

う 古 紙 の 品 種 別 消 費 量 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン（ 上 位・中 位・下 位 ）、古 紙 回 収 可 能 量

試 算 を 行 っ た 。 ま た グ ロ ー バ ル な 観 点 か ら も 同 期 間 に お け る 、 世 界 的 な 古 紙 消

費 量 の ト レ ン ド や 需 給 シ ナ リ オ に つ い て 、 海 外 ア ナ リ ス ト と の 連 携 に よ り 作 成

し た 。  

 

②  定 性 的 ア プ ロ ー チ  

社 会 の 潮 流 、人 口 構 造 変 化 、都 市 集 中・地 方 過 疎 化 、循 環 経 済 推 進 の 流 れ 等

を 踏 ま え 、 想 定 さ れ る 紙 リ サ イ ク ル の 中 長 期 に 亘 る リ ス ク と 機 会 を 広 く 関 係

者 に 伺 い 、そ こ か ら 考 え 得 る 紙 リ サ イ ク ル の 未 来 課 題 、セ ン タ ー 事 業 の 姿 も 浮

き 彫 り に す る こ と を 目 指 し 、課 題 の 洗 い 出 し ヒ ア リ ン グ を 2022 年 夏 に ス タ ー

ト 、並 行 し て 2023 年 に は 広 く ス テ ー ク ホ ル ダ ー や 有 識 者 の 意 見 も 踏 ま え 、最

終 提 言 の ス タ イ ル を 固 め た 。  

 

詳 細 版 ・ 第 １ 部 で あ る 、こ の

報 告 書 は 本 項 に て 様 々 な ご 意

見 を も と に 「 企 業 と 人 が 変 わ

る 」・「 環 境 と 技 術 で 変 わ る 」・

「 社 会 と 地 域 が 変 わ る 」の ３ テ

ー マ を 軸 に 、 主 だ っ た 20 の 課

題 を 絞 り 込 み 、そ れ ぞ れ の リ ス

ク ・ 機 会 ・ 課 題 を 整 理 し た 。こ

れ ら の 課 題 は 、「 起 こ り う る 」

「 起 こ っ て も お か し く な い 」

「 起 こ り そ う 」 と 、 必 ず し も 確 実 に 発 生 す る と い う こ と で な く 、 ま た 機 会 ・ 課

題 解 決 実 現 の 難 易 度 、 時 間 軸 も 異 な る 。 様 々 な 紙 リ サ イ ク ル に 関 わ る ス テ ー ク

ホ ル ダ ー の 皆 様 が 、 そ れ ぞ れ の 立 ち 位 置 か ら 未 来 を 考 え る ヒ ン ト の 一 つ と し て

頂 き 、 更 に 今 後 関 係 者 間 で の 議 論 の 叩 き 台 と な れ ば 幸 い で あ る 。  
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抽 出 、 区 分 し た 主 な ２ ０ 項 目 の 課 題 は 以 下 の 通 り 。  

 

企業と人が変わる   

 

① 中 長 期 の 紙 リ サ イ ク ル の 姿  

② 雑 が み の 増 加 と 品 質 低 下  

③ 労 働 力 の 減 少 と 雇 用 市 場 変 化  

④ 静 脈 産 業 の あ る べ き 姿  

⑤ 欧 米 の 循 環 経 済 （ サ ー キ ュ ラ ー エ コ ノ ミ ー ） 拡 大  

⑥ 紙 製 容 器 包 装 識 別 マ ー ク の あ り か た  

⑦ 紙 リ サ イ ク ル 業 界 の 底 上 げ  

 

 

環境と技術で変わる   

 

⑧ Ｄ Ｘ （ デ ジ タ ル ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン ）  

⑨ Ｇ Ｘ （ グ リ ー ン ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン ）  

⑩ 脱 プ ラ ス チ ッ ク 、 複 合 素 材 の 増 加  

⑪ 古 紙 分 別 基 準 の あ る べ き 姿  

⑫ 難 処 理 古 紙 用 途 の 多 様 化  

⑬ 紙 リ サ イ ク ル 目 標 、 Ｋ Ｐ Ｉ の あ り 方  

 

 

社会と地域が変わる   

 

⑭ 人 口 ・ 世 帯 構 造 変 化 の 影 響  

⑮ 地 方 自 治 体 の 今 後  

⑯ 地 域 の 循 環 共 生 圏  

⑰ ス テ ー ク ホ ル ダ ー と の 認 識 共 有 化  

⑱ グ ロ ー バ ル 化 の 中 で の 日 本  

⑲ SDGｓ ・ ESG と の 関 わ り  

⑳ 紙 リ サ イ ク ル 啓 発 の 将 来  
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紙 リ サ イ ク ル を 取 巻 く 外 部 要 因 イ メ ー ジ  

 

 

 

文 字 通 り の パ ラ ダ イ ム シ フ ト の 渦 中 に あ る 紙 リ サ イ ク ル の み な ら ず 、 日 本 社

会 や 経 済 が 抱 え る 諸 課 題 解 決 に 残 さ れ た 時 間 は 、 あ ま り 残 さ れ て い な い と い う

認 識 が 世 の 中 の 主 流 だ ろ う 。恐 ら く は 2030 年 代 に 入 る ま で の 、こ れ か ら の 5 年

か ら 6 年 が 、 そ の 後 の 方 向 性 を 決 め る ラ ス ト チ ャ ン ス で は な い だ ろ う か 。  

 

課 題 に 対 し 「 小 田 原 評 定 」、「 模 様 眺 め 」 が 続 く こ と の 結 果 と し て の 「 ゆ で ガ

エ ル シ ナ リ オ 」 は 、 超 長 期 の 時 間 軸 で 衰 退 し て い く シ ナ リ オ に 繋 が り か ね な い

こ と を 関 係 者 の 共 通 危 機 感 と し た い 。 リ ス ク や 課 題 は 逆 に 改 善 の 糸 口 に 、 自 ら

コ ン ト ロ ー ル で き な い リ ス ク は 少 し で も そ の 影 響 の 軽 減 に 繋 げ る 工 夫 を 心 掛 け 、

予 想 可 能 な 変 化 と 予 想 不 能 な 変 化 の 両 方 に し な や か に 対 応 で き る こ と に な れ ば

と 願 う 。  
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①  中長期の紙リサイクルの姿  

 

国 内・外 の 古 紙 需 給 シ ナ リ オ の 詳 細 に つ い て は 、別 冊 の 第 ２ 部 デ ー タ ブ ッ ク・

国 内 の 古 紙 需 給 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン（ ～ 2050）、第 ３ 部 デ ー タ ブ ッ ク・世 界 の 古 紙

需 給 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン（ ～ 2050）に 記 載 し た 。本 項 で は 、2050 年 時 の 国 内 古 紙・

中 位 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン シ ナ リ オ に つ い て イ メ ー ジ を ま と め た 。  

 

（ 仮 説 ・ 中 位 シ ナ リ オ ・ ～ 2050 年 ）  

 

・ パ ッ ケ ー ジ 用 紙 内 需 は 人 口 減 少 、 高 齢 化 の 影 響 を 受 け 、 長 期 的 に 緩 や か な

減 少 傾 向 と な る 一 方 、 グ ラ フ イ ッ ク 用 紙 は デ ジ タ ル 化 影 響 も 加 わ り 長 期 的

に も 大 幅 減 少 し 、 紙 ・ 板 紙 内 需 総 計 は 1,310 万 ｔ （ 2023 年 比 40%減 少 ）、

こ れ に 伴 う 古 紙 消 費 量 は 1,048 万 t（ 2023 年 比 30%減 少 ） と 予 測 。  

 

 

・ 古 紙 需 給 は 、段 古 紙 は 概 ね 200 万 ｔ 前 後 程 度 の 回 収 ＞ 消 費 バ ラ ン ス が 継 続

的 に 続 く と 予 測 す る も 、 雑 誌 古 紙 、 模 造 ・ 色 上 古 紙 に つ い て は 、 主 た る 発

生 源 で あ る グ ラ フ イ ッ ク 用 紙 内 需 の 減 少 が 続 く 一 方 で 、 そ の 主 た る 消 費 先

で あ る パ ッ ケ ー ジ 用 紙 の 需 要 は 、 比 較 的 堅 調 に 推 移 す る と 予 測 し た 場 合 、

2020 年 代 半 ば か ら 2030 年 代 始 め に か け て 、 回 収 ＜ 消 費 バ ラ ン ス に 転 ず る

と 予 測 。 そ の 場 合 、 雑 が み の 掘 り 起 こ し 、 必 要 性 や 経 済 性 に 鑑 み た カ ス ケ

ー ド 配 合 、 あ る い は パ ル プ 等 の 原 料 配 合 変 更 が 求 め ら れ る 可 能 性 が あ る 。  

 ま た 、 新 聞 古 紙 に つ い て も 同 様 に 現 状 の 発 生 減 少 傾 向 が 続 く 一 方 で 、 比 較

的 堅 調 な パ ッ ケ ー ジ 用 紙 等 へ の 配 合 が 続 い た 場 合 、 や は り 2020 年 代 半 ば

か ら 末 に か け て 、 回 収 ＜ 消 費 バ ラ ン ス に 転 ず る 可 能 性 が あ り 、 原 料 配 合 変

更 が 求 め ら れ る 。 尚 、 新 聞 ・ 雑 誌 ・ 模 造 色 上 共 に 、 輸 出 が ゼ ロ で も 国 内 消

費 の 充 足 が 難 し い と い う 前 提 で あ る 。  

図終9 古紙消費量の推計（2050） 
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 ・ 古 紙 利 用 率 に つ い て は 、 紙 ・ 板 紙 向 け 共 に 概 ね 現 状 横 這 い で 推 移 す る が 、

板 紙 生 産 比 率 が 高 ま る こ と か ら 合 算 し た 利 用 率 は 上 昇 傾 向 が 続 き 約 80％

程 度 ま で の 上 昇 （ 2023 年 66.8％ ） を 見 込 む 。  

 

 

・古 紙 消 費 量 の 構 成 比 に つ い て は 紙 向 け の 比 率 低 下 が 続 き 、2050 年 に は 約 11%

（ 2023 年 23.5%） 板 紙 向 け 比 率 は 約 89%(2023 年 76.5%)を 見 込 む 。  

  

尚 、 今 回 の シ ナ リ オ 予 測 は 、 一 定 の 前 提 条 件 が 続 い た 場 合 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

試 算 結 果 で あ り 、 そ の 正 確 性 や 相 当 性 を 保 証 す る も の で は な く 、 今 後 の 経 済 動

向 や 古 紙 配 合 動 向 で 、 需 給 バ ラ ン ス や 変 化 の 時 間 軸 も 流 動 化 す る 。  

ま た 予 測 の 前 提 条 件 や 考 え 方 等 に つ い て も 、 様 々 な ご 意 見 が あ る だ ろ う が 敢

え て 可 視 化 す る こ と で 、 関 係 者 の 議 論 や 今 後 の 対 応 の ヒ ン ト に 繋 が れ ば 、 と の

考 え か ら 試 算 し た も の で あ る こ と を ご 理 解 願 い た い 。  

図終16 古紙利用率の推計（2050） 

図終18 紙・板紙紙向け古紙消費量の構成比（中位） 
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 今 回 の 古 紙 需 給 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 通 じ て 、 時 間 軸 を 意 識 し な が ら の 課 題 が  

見 え 隠 れ す る 。段 古 紙 に つ い て は 2023 年 で 、段 原 紙・古 紙 、合 わ せ て 約 230 万

t の 繊 維 原 料 分 を 海 外 に 輸 出 し 、 結 果 的 に 国 内 に 循 環 し な い 繊 維 分 の 流 出 状 況

が 続 く 一 方 、 ア ジ ア の 新 増 設 ラ ッ シ ュ に よ る 原 紙 需 給 バ ラ ン ス の 中 期 的 余 剰 感

が 見 込 ま れ る 中 、 日 本 の 段 原 紙 輸 出 の 安 定 的 な 戦 略 基 盤 、 コ ス ト 、 品 質 等 々 の

競 争 力 が 中 長 期 的 に 維 持 で き る の か ど う か 。 ま た 、 ア ジ ア の 古 紙 必 要 量 の 中 で

の 日 本 品 の 立 ち 位 置 、 優 位 性 の 有 無 を 含 め て 、 引 き 続 き 段 古 紙 の 内 外 需 給 を 睨

み な が ら の 需 給 両 業 界 に よ る 全 体 最 適 に 向 け た 工 夫 が 望 ま れ る 。  

 

 洋 紙 ・ 白 板 ・ 家 庭 紙 の 古 紙 原 料 問 題 は い よ い よ 待 っ た な し の 状 況 で あ る こ と

が 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン か ら も 窺 わ れ る 。 古 紙 の カ ス ケ ー ド 利 用 や パ ル プ 配 合 の

必 要 性 が コ ス ト 面 や 環 境 面 で の 企 業 間 格 差 拡 大 に 繋 が る こ と も 予 想 さ れ る 。  

 

長 年 の 懸 案 で あ る 、 雑 が み の 掘 り 起 こ し も 、 雑 誌 の 雑 が み 化 に よ る 品 質 低 下

に よ り 、 更 に 厳 し い 局 面 を 迎 え る こ と が 予 想 さ れ る 。 製 紙 業 界 で マ テ リ ア ル リ

サ イ ク ル が 限 界 と な っ た 場 合 、 都 市 ご み の 燃 料 化 等 と の 関 係 も 今 後 焦 点 と な る

可 能 性 が あ る 。 古 紙 業 界 も 発 生 量 減 少 の 中 で の 再 編 や 、 静 脈 産 業 界 の 中 で の 垣

根 を 超 え た 競 争 も 予 想 さ れ る 。 課 題 山 積 な 一 方 で 、 解 決 に 向 け て 残 さ れ た 時 間

は 限 ら れ て い る 。  

 

 

古紙回収可能性算定結果要約表（2021年版）　　貿易に付随する梱包材を考慮（国内消費量に含む） (単位：1,000トン)

2021年

国内消費量

(貿易梱包材

込)

A.物理的に回収

できないもの

(用途による判

断）

B.回収されて

いるもの

(古紙重量）

C.回収されて

いないもの

（国内消費量-Ａ-

Ｂ）

X.製紙原料として

利用困難なもの

D.製紙原料として

の回収余地のある
もの

（C-X）

Y.製紙原料として

利用可能だが
回収困難なもの

E.製紙原料として

計算上回収余地の

あるもの（D-Y)

F.製紙原料とし

ての回収可能性

(B+E)

紙・板紙合計 24,349 2,240 18,310 3,798 1,047 2,752 810 1,941 20,252

(9.2%) (75.2%) (15.6%) (4.3%) (11.3%) (3.0%) (8.0%) (83.2%)

紙計 11,239 2,044 6,813 2,382 683 1,700 576 1,123 7,937

(18.2%) (60.6%) (21.2%) (6.1%) (15.1%) (4.4%) (10.0%) (70.6%)

新聞巻取紙 2,000 0 1,847 153 0 153 46 107 1,954

(0.0%) (92.4%) (7.6%) (0.0%) (7.6%) (2.3%) (5.4%) (97.7%)

印刷・情報用紙 6,253 0 4,788 1,465 202 1,263 362 901 5,689

(0.0%) (76.6%) (23.4%) (3.2%) (20.2%) (5.8%) (14.4%) (91.0%)

包装用紙 587 0 143 445 170 275 163 111 254

(0.0%) (24.3%) (75.7%) (28.9%) (46.8%) (27.8%) (19.0%) (43.2%)

衛生用紙 1,819 1,819

(100.0%)

雑種紙 580 225 35 320 311 9 5 4 39

(38.8%) (6.1%) (55.1%) (53.6%) (1.6%) (0.9%) (0.6%) (6.7%)

板紙計 13,109 196 11,497 1,416 364 1,052 234 818 12,315

(1.5%) (87.7%) (10.8%) (2.8%) (8.0%) (1.8%) (6.2%) (93.9%)

段ボール原紙 10,674 0 10,471 203 149 54 11 43 10,515

(0.0%) (98.1%) (1.9%) (1.4%) (0.5%) (0.1%) (0.4%) (98.5%)

紙器用板紙 1,855 0 918 937 104 833 161 672 1,590

(0.0%) (49.5%) (50.5%) (5.6%) (44.9%) (8.7%) (36.2%) (85.7%)

雑板紙 580 196 108 276 111 165 62 103 211

(33.8%) (18.7%) (47.5%) (19.1%) (28.4%) (10.7%) (17.7%) (36.4%)
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②  雑がみの増加と品質低下  

 

2000 年 以 降 、循 環 型 社 会 形 成 の た め の 法 整 備 や 自 治 体 に よ る 行 政 回 収 の 拡 大

を 背 景 に 「 雑 誌 に 含 ま れ な い 、 そ の 他 の 紙 類 」 が 増 加 、 雑 誌 古 紙 の 品 質 問 題 が

顕 在 化 し た こ と に 対 応 す べ く 需 給 両 業 界 か ら の 提 起 に よ り 、当 セ ン タ ー は 2005

年 に 新 た な 古 紙 銘 柄 と し て 「 雑 が み 」 を 設 定 し 、 自 治 体 や 市 民 レ ベ ル へ の 分 別

要 請 を 行 っ て き た 。 結 果 と し て 各 自 治 体 で の 雑 が み 回 収 は 増 加 、 ご み 減 量 、 資

源 化 を 通 じ た 持 続 的 な 社 会 作 り に 寄 与 し て き た が 、 洋 紙 系 古 紙 の 減 少 が 加 速 、

雑 誌 の 雑 が み 化 が 進 む と 同 時 に 、 脱 プ ラ 化 の 流 れ に よ り パ ッ ケ ー ジ の 複 合 素 材

増 、脱 炭 素 、SDGs、財 政 逼 迫 を 背 景 と し た 行 政 の 可 燃 ご み 対 策 の 進 行 が 更 に 強

ま る 中 、「 雑 誌 」の「 雑 が み 」化 が 進 み 、今 後 更 に そ の 傾 向 が 強 ま る こ と が 予 想

さ れ る 。  

 

2000 年 以 降 、 過 去 20 年 間 で 印

刷 ・ 情 報 用 紙 、 新 聞 用 紙 内 需 は 半

減 、雑 誌・書 籍 販 売 部 数 は 42 億 冊

か ら 14 億 冊 へ と 約 1/3 に 減 少 、い

ず れ も 減 少 傾 向 に 歯 止 め が か か っ

て い な い 。 今 後 の 中 長 期 予 測 は 、

第 ２ 部 デ ー タ ブ ッ ク に 掲 載 し て い

る が 、 い ず れ も 更 な る 減 少 が 見 込

ま れ て い る 。  

一 方 、2000 年 以 降 の「 雑 誌 古 紙 」

発 生 量 は 約 30%減 少 に 留 ま っ て お

り 、 こ の 数 字 か ら 類 推 さ れ る こ と は 、 雑 誌 古 紙 に 占 め る 古 紙 構 成 の 変 化 が 続 い

て い る こ と で あ る 。 雑 誌 古 紙 に 含 ま れ る オ フ ィ ス 古 紙 の 減 少 は 勿 論 で あ る こ と

か ら し て 、 残 り は す な わ ち 、 家 庭 か ら 排 出 さ れ る 雑 が み 混 じ り の 雑 誌 古 紙 が 増

印 刷 ・ 情 報 用 紙 内 需 推 移  

書 籍 ・ 雑 誌 販 売 部 数 推 移  
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加 し て い る こ と が 窺 え る 。 2000 年 以 降 の 白 板 紙 内 需 は 20%弱 の 減 少 に 留 ま っ

て お り 、 家 庭 か ら の 発 生 を 中 心 と し た 容 器 包 装 の 形 で 雑 誌 古 紙 と し て リ サ イ ク

ル さ れ て い る と 思 わ れ る 。  

 

こ の 傾 向 は 今 後 も 更 に 強 ま る 傾 向 に あ る が 、 そ れ に 加 え て 、 そ も そ も の 雑 誌

古 紙 （ 含 む 雑 が み ） の 回 収 量 が 、 洋 紙 由 来 の 雑 誌 古 紙 の 減 少 が 更 に 加 速 し た 場

合 、 機 密 系 古 紙 の 減 少 も 加 わ り 、 板 紙 系 を 中 心 と し た 雑 誌 古 紙 消 費 量 を 賄 い き

れ な い 可 能 性 が あ る 。 詳 細 は 第 ２ 部 の デ ー タ ブ ッ ク を 参 照 願 い た い 。  

 

家 庭 か ら 排 出 さ れ る 古 紙 の 区 分 は 自 治 体 が 決 定 し 回 収 ル ー ト に 乗 る こ と が 前

提 で あ り 、 ま た そ の 「 ざ つ が み 」 名 称 も 、 雑 が み 、 雑 紙 、 雑 古 紙 、 ミ ッ ク ス ペ

ー パ ー 、 そ の 他 紙 、 等 々 が 存 在 し て お り 、 特 に 今 後 は 個 別 案 件 の 可 燃 ご み 減 量

対 策 と し て 、当 セ ン タ ー 基 準 以 外 の 古 紙 が 回 収 対 象 と な る ケ ー ス も 予 想 さ れ る 。

全 国 各 地 区 に よ っ て リ サ イ ク ル 、 分 別 実 態 の 特 性 や 受 け 皿 の 製 紙 工 場 事 情 の 違

い も あ り 、 全 国 統 一 的 な 雑 が み 対 策 は 困 難 で あ る 。  

 

こ の 問 題 は 、 人 口 減 少 に よ る 資 源 リ サ イ ク ル 行 政 が 過 渡 期 を 迎 え る 自 治 体 の

存 在 、 脱 炭 素 化 、 可 燃 ゴ ミ 削 減 、 洋 紙 由 来 古 紙 の 減 少 、 脱 プ ラ 化 を 通 じ た 紙 プ

ラ 複 合 素 材 包 装 の 増 加 、 紙 製 識 別 マ ー ク へ の 理 解 バ ラ ツ キ 、 禁 忌 品 Ｂ 類 の 増 加

等 々 、 古 紙 品 質 の 低 下 が 懸 念 さ れ る 中 で 変 動 要 因 が 多 重 的 に 絡 み 合 う 課 題 と な

っ て い る 。  

 

そ の 解 を 見 出 す に は 、 丹 念 に 全 国 地 域 ご と の 自 治 体 分 別 ・ 回 収 状 況 、 可 燃 ゴ

ミ 状 況 、 問 屋 で の 受 入 ・ 選 別 ・ 出 荷 状 況 、 消 費 側 の 製 紙 工 場 の 特 性 や 制 限 、 あ

る い は 海 外 環 境 規 制 、 古 紙 輸 出 状 況 等 々 を で き る 限 り マ ト リ ク ス 的 に 整 理 し 、

問 題 点 が 俯 瞰 で き る よ う な 整 理 の 上 で 、 地 域 毎 の 方 向 性 が 見 い だ せ る か ど う か

に か か っ て い る 。  

 

 ま た 、こ の 雑 が み 問 題 が 古 紙 品

質 上 の 問 題 に よ り 、紙 リ サ イ ク ル

と し て の 出 口 対 策 を 見 出 せ な い

場 合 、マ テ リ ア ル リ サ イ ク ル と し

て の 限 界 と な り 、サ ー マ ル リ サ イ

ク ル 、近 年 注 目 さ れ て い る 都 市 ご

み か ら の SAF 等 の 燃 料 化 に 流 れ

る 可 能 性 も あ る 。  
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③  労働力の減少と雇用市場変化  

 

少 子 高 齢 化 の 進 行 に よ り 、 我 が 国 の 生 産 年 齢 人 口 （ 15～ 64 歳 ） は 1995 年 を

ピ ー ク に 減 少 し て お り 、 2050 年 に は 5,275 万 人 （ 2021 年 か ら 29.2％ 減 ） に 減

少 す る と 見 込 ま れ て い る 。 生 産 年 齢 人 口 の 減 少 に よ り 、 労 働 力 の 不 足 、 国 内 需

要 の 減 少 に よ る 経 済 規 模 の 縮 小 な ど 様 々 な 社 会 的 ・ 経 済 的 課 題 の 深 刻 化 が 懸 念

さ れ て い る 。 最 新 の 民 間 予 測 は 担 い 手 の 不 足 は 2040 年 に は 全 国 で 1,100 万 人

余 り に の ぼ る と し て お り 東 京 以 外 の す べ て の 道 府 県 で 不 足 、不 足 率 が 20％ を 超

え る 地 域 は 18 の 道 府 県 と 全 体 の 3 分 の 1 を 占 め る 結 果 と な っ て い る 。  

 

地 方 と 東 京 の 格 差 が 深 刻 で あ

り 、不 足 ワ ー ス ト ３ 職 種 は 介 護 サ

ー ビ ス 、商 品 対 面 販 売 、そ し て ド

ラ イ バ ー で あ る 。こ れ ら の 予 測 は

紙 リ サ イ ク ル も 含 め た 静 脈 産 業

の 労 働 力 確 保 が 一 層 厳 し く な る

こ と を 示 し て い る 。  

国 は 外 国 人 、女 性 、高 齢 者 障 碍

者 等 、多 様 な 人 材 を 確 保 し 、業 界

の 人 材 を 多 様 化 す る こ と に よ り 人 手 不 足 を 解 消 す る こ と を 期 待 す る と し て い る

が 現 実 は 厳 し く 、機 械 化 、DX 化 、労 働 環 境・条 件 改 善 等 が 待 っ た な し と な る 。

ま た 2024 年 問 題 は 元 よ り 、 今 の ま ま で は 2030 年 に は 2015 年 比 で 全 国 の 約

35%の 荷 物 が 運 べ な く な り 、 東 北 、 四 国 と い っ た 地 方 部 で は そ の 割 合 が 40%を

超 え る 懸 念 が あ る と の 予 測 も あ る 。  

 

 中 小 企 業 で も 人 手 不 足 感 が 強 い 企 業 ほ ど 女 性 ・ シ ニ ア 積 極 活 用 、 働 き 方 の 柔

軟 化 、待 遇 改 善 等 の 職 場 環 境 整 備 に 向 け 、健 康

経 営 優 良 法 人 認 定 制 度 認 定 、 ワ ー ク ラ イ フ バ

ラ ン ス 推 進 に 向 け た 認 定 は 女 性 活 躍 推 進 法 に

基 づ く「 え る ぼ し 認 定 」、次 世 代 育 成 支 援 対 策

推 進 法 に 基 づ く「 く る み ん 」認 定 、若 者 雇 用 促

進 法 に 基 づ く「 ユ ー ス エ ー ル 認 定 」等 が あ る 。

静 脈 産 業 で は 、 外 国 人 労 働 者 に つ い て も 結 果

と し て 定 着 し き れ て お ら ず 、 人 手 不 足 対 策 に

労 働 生 産 性 の 向 上 は 欠 か せ な い が 、 打 開 策 は

視 界 不 良 な の が 現 実 で あ り 、 改 善 に 向 け た 知

恵 や 先 行 事 例 の 業 界 共 有 化 が 望 ま れ る 。  

2020年 2045年 20-45差異 減少率(%)

北海道 4,158,510 2,853,541 -1,304,969 -31.4

東北 5,519,609 3,404,258 -2,115,351 -38.3

関東 30,695,419 24,907,460 -5,787,959 -18.9

中部 13,742,411 10,389,226 -3,353,185 -24.4

近畿 16,571,607 12,274,295 -4,297,312 -25.9

中国 4,819,963 3,739,551 -1,080,412 -22.4

四国 2,029,711 1,384,329 -645,382 -31.8

九州 9,594,434 7,459,870 -2,134,564 -22.2

総計 87,131,664 66,412,530 -20,719,134 -23.8

都道府県
労働生産人口・15-64歳（人）
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④  静脈産業のあるべき姿  

 

静 脈 産 業 に お け る 、 産 業 廃 棄 物 処 理 業 と の 共 生 ・ 競 合 の 度 合 い が 増 す 方 向 に

あ る が 、 持 続 可 能 性 実 現 の た め 、 環 境 へ の 意 識 と 経 済 活 動 を 両 立 さ せ る 循 環 経

済 モ デ ル が 注 目 を 集 め る 中 、 廃 棄 物 の 回 収 ・ 再 資 源 化 を 担 う 「 静 脈 産 業 」 の 重

要 度 も 増 し て き て い る 。 世 界 的 に も 「 メ ジ ャ ー 」 と 呼 ば れ る 静 脈 産 業 の 大 企 業

は 、 垂 直 統 合 し 静 脈 全 体 の 最 適 化 を 図 っ て お り 、 国 内 で も 海 外 大 手 の 国 内 参 入

や 、 一 部 の 国 内 静 脈 企 業 が 主 導 す る 連 携 の 動 き も 進 み つ つ あ り 、 今 後 は 企 業 数

で は 圧 倒 的 に 多 い 従 来 型 の ビ ジ ネ ス 形 態 と の 二 極 化 が 顕 在 化 し て い く 。  

 

製 品 に よ っ て は 製 品 ラ イ フ サ イ ク ル を 通 じ て 動 脈 連 携 す る 形 態 が 広 が っ て い

く と も 言 わ れ て い る 。 先 進 的 な 静 脈 産 業 企 業 で は DX 化 を 通 じ 、 サ プ ラ イ チ ェ

ー ン 全 体 を 意 識 し た ト レ ー サ ビ リ テ ィ の 確 保 を 実 現 す る こ と で 優 位 性 を 出 し 、

カ ー ボ ン フ ッ ト プ リ ン ト 等 の 環 境 負 荷 可 視 化 に よ る 差 別 化 等 に よ り 、 循 環 型 経

済 社 会 の 拡 大 に 向 け た 静 脈 産 業 内 で の 企 業 格 差 が 広 が る こ と も 予 想 さ れ て い る 。 

 

一 方 、 リ サ イ ク ル を 支 え る 現 場 力 維 持 の 問 題 に 加 え 、 事 業 継 承 の 課 題 も 大 き

い 。 日 本 の 静 脈 産 業 は 中 小 規 模 の オ ー ナ ー 系 企 業 が 多 く 、 少 な か ら ず 後 継 者 問

題 が 存 在 す る 。 更 な る 成 長 の た め に は 集 約 化 ・ 高 生 産 性 化 を 進 め 、 分 散 型 事 業

を 規 模 型 事 業 に 変 え て い く 必 要 が あ る 。 す な わ ち 、 多 品 目 ・ 多 地 域 で 処 理 ・ 運

搬 が 可 能 な ビ ッ グ プ レ イ ヤ ー の 存 在 が 必 要 不 可 欠 で あ る 。  

 

品 目 ・ 地 域 で 拡 大 す る

こ と で 規 模 が 信 用 を 生 み 、

リ サ イ ク ル 手 法 の 研 究 開

発 や 交 渉 力 の 強 化 、 各 品

目 の 処 理 効 率 化 、 共 同 購

買 に よ る 調 達 効 率 化 が 進

む こ と が 期 待 さ れ る 。 こ

の よ う な 品 目 ×地 域 の 拡

大 を 早 期 に 実 現 す る た め

に は 、M&A が 有 効 な 手 段

の 一 つ で あ り 、 買 収 、 ア

ラ イ ア ン ス を 組 ん だ り す る こ と で 品 目 ・ 地 域 の カ バ ー を 広 げ る 事 例 が 増 加 し 、

業 界 再 編 が 進 む と の 見 方 も 根 強 い 。静 脈 産 業 は 許 認 可 事 業 で あ る た め 、M&A が

な さ れ る 場 合 は 、 買 収 後 に 新 た に 許 認 可 を 取 得 す る 必 要 の な い 株 式 譲 渡 の ス キ

ー ム を 採 る こ と が 一 般 的 で あ る 。ま た 、M&A 検 討 の 際 に は 、前 述 の 通 り 許 認 可
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は 品 目 ・ 地 域 ご と に あ る こ と か ら 、 そ れ ぞ れ 処 理 ・ 運 搬 に お い て 買 手 と 対 象 会

社 の 不 足 を 補 い 合 い 、コ ス ト や 販 売 シ ナ ジ ー が 生 ま れ る か ど う か が 重 要 で あ る 。 

 

さ ら に は 、 不 動 産 の 取 得 ・ 処 分 の 点 に お い て も M&A が 解 決 手 段 の 一 つ と な

っ て い る 。 大 規 模 な 設 備 や 事 業 用 土 地 建 物 を 新 規 取 得 す る に は 、 許 認 可 の 取 得

だ け で な く 、 周 辺 地 域 の 同 意 等 が 必 要 な ど 、 手 間 と 時 間 を 要 す る 。 ま た 、 既 存

の 事 業 用 不 動 産 を 処 分 す る 際 に は 、 地 中 埋 蔵 物 等 、 不 動 産 鑑 定 に 特 別 な 注 意 を

要 す る た め 、 処 分 自 体 も 容 易 で は な い が 、 投 資 側 ・ 処 分 側 の 諸 条 件 が 合 致 す れ

ば M&A に よ っ て 経 営 資 源 の 引 継 ぎ を 円 滑 に 行 う こ と が 可 能 で あ る 。  

 

ビ ジ ネ ス 面 と 技 術 面 で 新 し い 取 り 組 み を 生 み 出 し 、 静 脈 産 業 全 体 の 構 造 変 化

を 促 す 一 方 、 国 内 静 脈 産 業 に お け る 競 争 激 化 に つ な が る 可 能 性 も あ る と 考 え ら

れ る 。 ま た 、 国 内 静 脈 企 業 と 動 脈 産 業 が 製 品 ラ イ フ サ イ ク ル を 通 じ て 連 携 す る

ビ ジ ネ ス モ デ ル が 産 業 全 体 に 広 が っ て い く こ と も 期 待 さ れ る 。 ま た 、 静 脈 産 業

の デ ジ タ ル 化 お よ び 、 動 脈 を 含 め た デ ー タ 連 携 に よ り 、 ト レ ー サ ビ リ テ ィ の 確

保 を 実 現 す る こ と で 、 製 品 や 事 業 者 に 対 す る 資 源 循 環 の 取 り 組 み や 環 境 負 荷 の

定 量 評 価 が 可 能 に な る 。 こ れ ら は 循 環 型 経 済 社 会 の 拡 大 に 向 け 、 静 脈 産 業 を 起

点 と し た 動 脈 産 業 と の 連 携 の 広 が り に つ な が る も の で あ る 。  

 

一 方 、 静 脈 産 業 に お け る 企 業 力 強 化 と そ れ に 伴 う 業 界 全 体 の 産 業 力 強 化 と い

う 流 れ に 沿 っ て 、 動 脈 産 業 の ビ ジ ネ ス モ デ ル 転 換 に 対 応 し た 静 脈 産 業 の プ ロ セ

ス 効 率 化 に 向 け た 変 化・構 築 、リ サ イ ク ル 事 業 者 と「 収 集 運 搬 」や「 再 資 源 化 」

な ど の 静 脈 企 業 間 で の 連 携 強 化 、 さ ら に そ れ ら を 支 え る デ ジ タ ル ト ラ ン ス フ ォ

ー メ ー シ ョ ン（ DX）の 実 現 な ど 、取 り 組 む べ き 方 向 性 が あ る の で は と 言 わ れ る 。  

 

動 ・ 静 脈 を 通 じ た デ ー タ 連 携 の 進 展 に よ り 、 製 品 ラ イ フ サ イ ク ル を 通 し た  

CO２ 排 出 量 を 表 す カ ー ボ ン フ ッ ト プ リ ン ト の よ う な 概 念 と し て 、製 造 工 程 、静

脈 に お け る 取 り 扱 い も 含 め た 製 品 ラ イ フ サ イ ク ル 全 体 に わ た る 製 品 の 資 源 性 や

環 境 負 荷 の 定 量 的 な 把 握 に つ な が る 「 資 源 フ ッ ト プ リ ン ト 」 の 構 築 が 可 能 と な

る 時 代 も 予 想 さ れ る 。  

 

 紙 リ サ イ ク ル に お い て も 、 様 々 な ビ ジ ネ ス 局 面 で 既 存 問 屋 と の 兼 ね 合 い が 生

じ る ケ ー ス も 増 え て い る 。 ま た 資 源 回 収 業 界 に と っ て も 大 口 発 生 元 を 始 め と し

て 競 合 が 激 し く な る ケ ー ス も あ る 。 事 業 多 角 化 を 狙 う 古 紙 問 屋 自 身 も 逆 に 産 廃

分 野 に 進 出 す る 中 、 両 者 の 境 目 が 重 な り 合 う こ と も 今 後 は 更 に 増 え て い く と 見

ら れ る 。 そ れ が 協 調 な の か 競 合 な の か 、 古 紙 発 生 自 体 が 減 少 す る 中 で 業 界 を 越

え た 再 編 の 可 能 性 も 少 な か ら ず あ る と さ れ る 。  
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⑤欧米の循環経済（サーキュラーエコノミー）拡大  

 

（ 欧 州 ）  

欧 州 委 員 会（ EU）成 長 戦 略 ・欧 州 グ リ ー ン デ ィ ー ル の 柱 の 一 つ と し て 、循 環

型 経 済 行 動 計 画 を 打 ち 出 し 、2050 年 ま で に カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル に な る と の 目

標 達 成 に は 循 環 型 経 済（ circular economy）へ の 完 全 移 行 が 欠 か せ な い と の 考 え

か ら 、 製 品 の ラ イ フ サ イ ク ル 全 体 を 対 象 に 、 資 源 を 経 済 に 戻 し て 循 環 さ せ る べ

く 、包 装 廃 棄 物 規 則 案 を 打 ち 出 し 、「 包 装 廃 棄 物 の 発 生 抑 制 」と「 包 装 の 資 源 循

環 性 向 上 」を 主 目 的 に 、2040 年 ま で の 包 装 廃 棄 物 削 減 目 標 や Ｅ Ｕ 共 通 の 材 質 表

示 ラ ベ ル の 導 入 、 プ ラ ス チ ッ ク 包 装 中 の リ サ イ ク ル プ ラ ス チ ッ ク の 最 低 含 有 率

な ど を 提 案 し て い る 。  

 

2022 年 11月 に は 新 た な パ ッ ケ ー ジ 規 則 を 公 表 し た 。 ① プ ラ ス チ ッ ク 包 装 材

の 回 避 と 再 利 用 、② 2030 年 ま で に す べ て の 包 装 材 を 完 全 に リ サ イ ク ル 可 能 に す

る こ と 、 ③ ４ つ の 包 装 形 態 の プ ラ ス チ ッ ク 包 装 材 を 堆 肥 化 可 能 に す る こ と 、 ④

プ ラ ス チ ッ ク 包 装 材 の リ サ イ ク ル 率 目 標 、 ⑤ ラ ベ リ ン グ に よ る デ ポ ジ ッ ト ・ リ

タ ー ン ・ シ ス テ ム で あ る 。加 盟 国 は 、EU 域 内 に お い て 包 装 廃 棄 物 を 2018 年 比

で 、 2030 年 ま で に 5％ 、 2035 年 ま で に 10％ 、 そ し て 2040 年 ま で に 15％ の 削

減 目 標 を 負 う と し て い る 。  

 

Ｅ Ｕ は 廃 棄 物 を 減 ら し 、 よ り リ サ イ ク ル を 促 進 す る た め 、 拡 大 生 産 者 責 任 制

度 の 実 施 を 強 化 す る 方 向 に も あ る が 、 既 に リ サ イ ク ル が 先 行 す る 紙 リ サ イ ク ル

業 界 は 影 響 を 懸 念 し て い る 。 よ り 効 果 的 な 分 別 収 集 シ ス テ ム と 標 準 化 の 改 善 を

通 じ て リ サ イ ク ル 資 源 品 質 を 向 上 さ せ る こ と も 目 指 し 、 ま た 廃 棄 物 の 輸 出 も 、

プ ラ ス チ ッ ク 廃 棄 物 を 始 め 、 域 外 輸 送 に 関 す る 規 制 を 強 め て い る が 、 リ サ イ ク

ル 業 界 は Ｅ Ｕ 域 内 消 費 を 増 や さ ず に 輸 出 制 限 を 課 す こ と は 、 欧 州 リ サ イ ク ル 業

界 の 競 争 力 を 低 下 さ せ 、 適 切 な 回 収 ・ リ サ イ ク ル 意 欲 低 下 や リ サ イ ク ル 目 標 の

達 成 能 力 へ の 影 響 を 懸 念 、 関 係 業 界 は 再 考 を 求 め て い る と 報 道 さ れ て い る 。 ま

た 、 ア セ ア ン 紙 パ ル プ 会 議 に お い て も 、 同 地 域 の 旺 盛 な 古 紙 需 要 に 対 し て 国 内

回 収 率 が 伸 び 悩 む 中 、 各 国 が 欧 州 か ら の 輸 出 規 制 影 響 へ の 懸 念 を 示 し て い る 。  

 

西 欧 の 段 原 紙 需 要 は 今 後 、 年 平 均 ２ ～ ３ ％ 増 加 す る と の 予 測 も あ り 、 域 内 で

の 古 紙 需 要 が 増 加 す る 方 向 に あ る 一 方 、 ア ジ ア へ の 古 紙 輸 出 量 は 減 少 傾 向 が 続

い て い る 。 循 環 型 経 済 を 目 指 す 欧 州 で は 今 後 も 域 内 循 環 が 拡 大 す る と 思 わ れ 、

地 産 地 消 的 な 傾 向 も 強 ま る の で は な い か 。 中 長 期 的 に も イ ン ド や ア フ リ カ 等 、

人 口 拡 大 が 見 込 ま れ る 地 域 で の 段 原 紙 需 要 が 増 加 す る 中 で 、 原 紙 生 産 や 古 紙 需

要 動 向 と そ の 動 き の 中 で の 欧 州 の 位 置 づ け を 注 視 し て い く 必 要 が あ る 。  
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（ 米 国 ）  

米 国 環 境 保 護 庁 は 2021 年 に 、 固 形 廃 棄 物 の リ サ イ ク ル 率 を 2030 年 ま で に  

50％ に 高 め る た め の 国 家 リ サ イ ク ル 戦 略 を 発 表 し た 。戦 略 策 定 の 背 景 に は 中 国

の 固 形 廃 棄 物 輸 入 禁 止 が あ り 、 米 国 は 自 国 の リ サ イ ク ル シ ス テ ム の 見 直 し を 余

儀 な く さ れ 、国 内 自 治 体 の 固 形 廃 棄 物 リ サ イ ク ル シ ス テ ム の 強 化 を 図 っ て い る 。

中 国 の 固 形 廃 棄 物 輸 入 禁 止 は 、 最 大 の 古 紙 輸 出 国 で あ る 米 国 に 、 多 く の リ サ イ

ク ル 課 題 を も た ら し た 。  

 

こ れ を 受 け て 、 消 費 者 へ の 啓 発 と 教 育 に よ る 回 収 率 、 品 質 を 向 上 さ せ る た め

の リ サ イ ク ル 強 化 策 を 打 ち 出 し 、 家 庭 か ら の リ サ イ ク ル プ ロ グ ラ ム や 資 源 回 収

施 設 か ら 収 集 さ れ る 資 源 物 の 質 と 量 の 改 善 を 目 指 し て い る 。 米 国 で は 多 岐 に 及

ぶ リ サ イ ク ル 資 源 を 一 括 回 収 す る シ ン グ ル ス ト リ ー ム に よ り 多 く の 古 紙 の 品 質

が 低 下 し て い た が 、 更 に e コ マ ー ス の 拡 大 に よ り 一 般 家 庭 に て 、 よ り 多 く の 段

ボ ー ル 箱 が 発 生 し 、 シ ン グ ル ス ト リ ー ム の 課 題 が 増 加 し た こ と も 背 景 に あ る 。  

 

欧 州 同 様 に ア ジ ア 向 け の 古 紙 輸 出 が 減 少 傾 向 に あ る 一 方 、 北 米 、 南 米 と も に

段 原 紙 需 要 は 底 堅 い 伸 び が 期 待 さ れ て お り 、 そ れ に 伴 う 古 紙 需 要 も 域 内 で 増 加

が 続 い て い く で あ ろ う 。 ま た 中 長 期 的 に も イ ン ド 向 け の 古 紙 輸 出 は 引 き 合 い が

強 ま り 、南 米 需 要 増 加 に 伴 う 段 原 紙 、古 紙 の 動 き も 注 視 し て い く 必 要 が あ る が 、

い ず れ に せ よ 、 世 界 的 な 人 口 増 加 に 伴 い 段 原 紙 需 要 が 増 加 す る 一 方 で 、 段 ボ ー

ル 箱 は ど こ の 地 域 で 開 梱 さ れ 古 紙 と し て 回 収 さ れ る の か 、 ま た そ の 原 紙 は ど こ

で 生 産 さ れ 、 ま た 段 ボ ー ル 箱 は ど こ で 製 函 さ れ る の か 、 今 後 の 世 界 的 な 需 給 バ

ラ ン ス を 俯 瞰 し た 分 析 が 必 要 と な る 。  

 

欧 州 で は 法 規 制 の 議 論 が 加 速 し ハ ー ド ロ ー 的 な 政 策 や ガ イ ド ラ イ ン 策 定 が 行

わ れ て お り 、 あ る 種 の 強 制 的 、 計 画 経 済 的 な 動 き の 一 方 、 米 国 は 対 照 的 に 民 間

ベ ー ス が リ ー ド す る 形 で 環 境 問 題 意 識 の 高 い 先 進 企 業 等 の 動 き が 全 体 の 標 準 化

的 な 位 置 付 け と し て 社 会 を 動 か し て い る イ メ ー ジ で あ る 。 日 本 は 自 主 的 な 取 組

に 任 さ れ て お り ソ フ ト ロ ー 的 な 動 き が 主 だ が 、 国 際 合 意 （ パ リ 協 定 ）・  開 示 ・

目 標 設 定 ル ー ル （ TCFD 等 ） が 普 及 し つ つ あ る 中 、 欧 州 を 始 め 海 外 に お け る 政

策 や ル ー ル メ イ キ ン グ の 影 響 が 結 果 と し て 日 本 の 法 整 備 や 規 制 強 化 と い っ た ハ

ー ド ロ ー 的 な 動 き に 繋 が る 可 能 性 も 指 摘 さ れ て い る 。  

 

 欧 州 の 動 き は 世 界 的 な 標 準 化 を リ ー ド す る こ と で 域 内 の 経 済 的 な 優 位 性 を 作

り だ す こ と も 視 野 に あ り 、 世 界 の サ プ ラ イ チ ェ ー ン へ の 影 響 力 の 大 き い 欧 米 の

動 き 次 第 で 日 本 企 業 も 後 手 の 対 応 を 迫 ら れ る こ と の な い よ う に し な け れ ば な ら

な い 。 脱 炭 素 に 向 け た 省 包 装 、 パ ッ ケ ー ジ 品 質 設 計 、 経 済 の 域 内 循 環 強 化 を 含

め て 紙 リ サ イ ク ル へ の 影 響 に も 今 後 の 動 向 に 留 意 し て い く 必 要 が あ る 。  
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出 典 ： 成 長 志 向 型 の 資 源 自 律 経 済 戦 略 ・ 経 産 省  
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企業と人が変わる  

⑥紙製容器包装識別マークのありかた 

 

紙 マ ー ク 表 示 の 紙 製 容 器 包 装 に は 製 紙 原 料 に な る も の と 製 紙 原 料 に は な ら ず

固 形 燃 料 化 原 料 に な る 紙 が あ り 、 紙 マ ー ク 表 示 が 付 い た 紙 が 全 て 製 紙 原 料 に な

る と は 限 ら な い 状 況 で 現 在 の 識 別 マ ー ク は 雑 が み 収 集 を し て い る 自 治 体 の 排 出

者 の 分 別 時 の 正 し い 理 解 を 得 る に は 困 難 な 実 態 が あ る 。 ま た 一 部 で は 自 治 体 自

身 の 誤 解 も あ る と 見 ら れ る 。  

 

予 て よ り 、 雑 誌 ・ 雑 が み の 有 効 利 用 を 図 る 上 で 問 題 点 が 指 摘 さ れ て い る 識 別

マ ー ク （ 資 源 有 効 利 用 促 進 法 で 規 定 さ れ 、 特 定 容 器 包 装 に 該 当 す る も の に 表 示

義 務 が あ り 、 容 器 包 装 リ サ イ ク ル 法 で は 特 定 事 業 者 に よ る 再 商 品 化 が 義 務 付 け

ら れ て い る ） の あ り 方 に つ い て の 議 論 が あ り 、 関 連 団 体 で は 紙 製 容 器 包 装 の 回

収 量 拡 大 の 観 点 か ら の 紙 製 容 器 包 装 の 紙 単 体 と 複 合 品 の 区 別 表 示 を 設 定 す る こ

と を 提 言 、 検 討 を 継 続 中 だ が 、 現 実 的 に は ハ ー ド ル が 高 い と の 見 方 が 大 勢 で あ

る 。  

 

そ の 背 景 に は「 識 別 マ ー ク 見 直 し に よ る リ サ イ ク ル 寄 与 効 果 の 客 観 的 デ ー タ 」、

「 識 別 マ ー ク 変 更 時 の 排 出 者 （ 住 民 ） へ の 周 知 ・ 認 知 が 困 難 」、「 容 器 業 界 ・ 製

品 業 界 に と っ て 複 合 素 材 と の 線 引 き が 難 し い 」、「 マ ー ク 変 更 に よ る 費 用 負 担 発

生（ 印 刷 版 の 変 更 な ど ）」、「 商 品 説 明 が よ り 複 雑 化 し て し ま う（ 食 品 表 示 法 に よ

る 説 明 責 任 等 と 並 行 し て 行 わ な け れ ば な ら な い ）」 等 が 指 摘 さ れ て い る 。  

 

し か し 、 脱 炭 素 化 の 流 れ が 強 ま る 中 、 脱 プ ラ ス チ ッ ク に 向 け た 紙 と の 複 合 素

材 系 の 紙 製 容 器 の 一 層 の 増 加 が 見 込 ま れ 、 ま す ま す 分 別 時 の 識 別 が 困 難 に な る

方 向 に あ る 。 自 治 体 の 可 燃 ご み 減 量 化 に よ る 雑 が み 増 加 も 相 ま っ て 、 そ の 用 途

出 口 対 策 も 待 っ た な し の 状 況 に あ る 。 紙 ・ バ イ オ マ ス プ ラ ス チ ッ ク 等 の 再 生 可

能 資 源 へ の 適 切 な 代 替 促 進 を 通 じ 、 未 利 用 の 紙 系 廃 棄 物 、 複 合 素 材 廃 棄 物 の リ

サ イ ク ル に つ い て 取 り 組 む に は 、 今 一 度 の 紙 製 容 器 包 装 の 紙 単 体 と 複 合 品 の 区

別 表 示 を 設 定 す る こ と に つ い て 広 く 横 断 的 な 議 論 が 必 要 と の 意 見 が 根 強 い 。   
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商 品 の 容 器 や 包 装 は 主 と し て 紙 製 の 紙 箱 、 包 装 紙 、 紙 袋 等 が 代 表 的 で あ る 。

容 器 包 装 リ サ イ ク ル 法 で は 家 庭 か ら 排 出 さ れ た も の を リ サ イ ク ル の 対 象 と し て

い る が 、 段 ボ ー ル や ア ル ミ 不 使 用 飲 料 用 紙 容 器（ 牛 乳 パ ッ ク 等 ）は 紙 製 容 器 包

装 の 対 象 外 で あ る 。 紙 製 容 器 包 装 に は 紙 識 別 マ ー ク を 付 け る こ と が 義 務 付 け ら

れ て お り 、 紙 製 容 器 包 装 は ２ つ の リ サ イ ク ル ル ー ト で 資 源 化 さ れ て い る 。  

 

①「 紙 製 容 器 包 装 」と し て 分 別 収 集 す る ル ー ト（ 容 リ ル ー ト ）  市 町 村 で 紙 製

容 器 包 装 識 別 マ ー ク の つ い た も の を 対 象 に 回 収 す る 。 再 商 品 化 （ リ サ イ ク ル ）

は 特 定 事 業 者 （ 容 器 包 装 の 製 造 利 用 事 業 者 ） が 指 定 法 人 （ 日 本 容 器 包 装 リ サ イ

ク ル 協 会 ） に 委 託 し て 行 わ れ る 。 主 に 製 紙 原 料 に 利 用 さ れ 、 製 紙 原 料 に 適 さ な

い も の は 固 形 燃 料 等 と し て 利 用 さ れ る 。  

 

② 「 古 紙 」 と し て 分 別 収 集 す る ル ー ト （ 古 紙 ル ー ト ） 市 町 村 で 従 来 か ら の 古

紙 （ 新 聞 ・ 雑 誌 ・ 段 ボ ー ル 等 ） の 回 収 ル ー ト を 利 用 し 、 主 に 製 紙 原 料 に 適 し た

紙 製 容 器 包 装 を 集 め 、 製 紙 原 料 に 向 か な い プ ラ ス チ ッ ク と の 複 合 品 や 匂 い の つ

い た 箱 等 が 回 収 対 象 か ら 除 か れ る 。 紙 製 容 器 包 装 は 、「 雑 が み 」、「 そ の 他 の 紙 」

な ど の 分 類 で 混 合 回 収 さ れ る 。  

 

出 典 ： 成 長 志 向 型 の 資 源 自 律 経 済 戦 略 ・ 経 産 省  
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尚 、 複 合 品 と は 防 水 加 工 さ れ た 紙 、 プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム や ア ル ミ 箔 等 を 貼

り 合 わ せ た 紙 、 金 ・ 銀 等 の 金 属 が 箔 押 し さ れ た 紙 等 を 使 用 し た 紙 製 容 器 包 装 で

あ り 、 古 紙 ル ー ト 「 雑 が み 」 の 分 別 排 出 基 準 で 製 紙 原 料 不 適 合 品 と さ れ て い る

（ 紙 コ ッ プ 、 カ ッ プ 麺 ・ ヨ ー グ ル ト 等 の 紙 容 器 、 紙 蓋 材 、 液 体 紙 容 器 等 ）。  

ま た 、 個 別 案 件 で は 事 業 者 の 利 用 技 術 進 歩 に よ り 、 利 害 関 係 者 の 合 意 を 前 提 に

回 収 利 用 さ れ て い る ケ ー ス も あ る 。  

 

今 後 も 容 リ ル ー ト「 紙 製 容 器 包 装 」分 類 、及 び 古 紙 ル ー ト「 雑 が み ｣分 類 で の

回 収 拡 大 が 望 ま れ る が 、 前 述 の 通 り 現 状 の 識 別 マ ー ク は 容 リ ル ー ト を 選 択 し て

い る 自 治 体 に と っ て 機 能 し て い る が 、 古 紙 ル ー ト で の 回 収 を 実 施 し て い る 自 治

体 、 雑 が み の 回 収 を 行 っ て い る 自 治 体 の 消 費 者 に は 誤 解 が 生 じ て い る 。  

 

紙 リ サ イ ク ル 関 係 者 間 で は 、 識 別 マ ー ク の 変 更 に つ い て 製 紙 原 料 に 向 く も の

（ 紙 単 体 ） と そ う で な い も の （ 複 合 品 ） に 区 分 す る 方 策 が 有 効 と の 意 見 が 総 意

で あ る 中 、 現 状 の 容 リ ル ー ト と の 融 和 を 図 り な が ら も 、 消 費 者 一 般 に と っ て 利

用 し や す い 識 別 マ ー ク の あ り 方 を 検 討 し て い く 必 要 が あ る と の 見 方 が 関 係 者 の

総 意 で あ り 、 紙 単 体 紙 製 容 器 包 装 と 複 合 紙 製 容 器 包 装 の 区 別 表 示 の 設 定 を 望 む

内 容 の 提 言 が か ね て よ り 出 さ れ て い る が 、 ハ ー ド ル は 高 い と い う の が 関 係 者 の

共 通 認 識 で あ る 。  

 

紙 製 容 器 包 装 は 内 包 す る 製 品 の 品 質 保 持 、 利 便 性 の 追 求 や 材 料 費 削 減 の 観 点

か ら 軽 量 化 、 複 合 素 材 を 用 い た 難 リ サ イ ク ル 性 の も の の 流 通 量 が 増 え て お り パ

ッ ケ ー ジ 設 計 段 階 で の 難 リ サ イ ク ル 性 の 紙 製 容 器 包 装 の リ サ イ ク ル を 可 能 と す

る 環 境 配 慮 設 計 に 取 り 組 む こ と が 一 層 求 め ら れ る 。  

 

将 来 的 に 消 費 者 は 持 続 可 能 性 と 利 便 性 の 二 者 択 一 を 許 容 し な く な り 、 そ の 両

方 を 求 め る よ う に な り 、 そ の 結 果 、 ブ ラ ン ド は 利 便 性 と 性 能 を 犠 牲 に す る こ と

な く 、 優 れ た エ ン ド オ ブ ラ イ フ の 選 択 肢 を 提 供 す る パ ッ ケ ー ジ ン グ ソ リ ュ ー シ

ョ ン が 必 要 と な る と の 見 方 も あ る 。  
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企業と人が変わる  

⑦紙リサイクル業界の底上げ  

 

紙 リ サ イ ク ル を 支 え る 回 収 業 界 や 問 屋 業 界 は 、 長 年 に 亘 る 地 道 な 古 紙 回 収 ・

選 別 加 工 を 通 じ た 回 収 率 、 利 用 率 の 向 上 に 貢 献 し て き た 。 コ ロ ナ 禍 の 最 中 で も

エ ッ セ ン シ ャ ル ・ 社 会 に 必 要 不 可 欠 な 業 界 の 一 つ と し て 、 広 い 意 味 で 生 活 の 根

幹 を 支 え る 働 き を 通 じ た 持 続 可 能 な 社 会 形 成 の 一 翼 を 担 っ て い る 。 ま た 紙 リ サ

イ ク ル に 限 ら ず 、 広 く 我 が 国 の 静 脈 産 業 の 地 位 や 社 会 の 認 識 度 向 上 に 向 け た 関

係 者 の 思 い は 一 つ で あ る 。環 境 省 の 提 言（ 2017 年 ）か ら は 、静 脈 産 業 の「 成 長 」

と 「 底 上 げ 」 へ の 道 筋 を 通 じ た ヒ ン ト が あ る 。  

 

「 成 長 」 に 向 け て は 事 業 基 盤 の 強 化 ・ 拡 大 に 向 け 、 高 度 な 再 資 源 化 率 向 上 や

低 炭 素 化 を 含 む 高 付 加 価 値 化 や 攻 め の 戦 略 と し て 省 エ ネ 強 化 、 再 生 可 能 エ ネ ル

ギ ー 供 給 、 処 理 困 難 性 製 品 の 適 正 処 理 ・ 再 資 源 化 へ の 取 り 組 み 、 ト レ ー サ ビ リ

テ ィ の 確 保 や 省 人 化・無 人 化 な ど 、DX 化 の 進 展 を 考 慮 し 、生 産 性 向 上 を 実 現 す

る た め の 技 術 導 入 が 焦 点 と 指 摘 し て い る 。 ま た 企 業 連 携 ・ 業 務 提 携 面 に つ い て

M&A シ ナ ジ ー 効 果 の 創 出 を 追 求 し 、他 社 と の 連 携 を 重 視 、合 弁 事 業 や 業 務 提 携

に よ り 手 間 削 減 や ワ ン ス ト ッ プ サ ー ビ ス を 提 供 す べ き 。 M&A で は パ ー ト ナ ー

企 業 の 選 定 が 成 功 の 鍵 で あ り 、 企 業 文 化 の 親 和 性 を 重 視 す べ き と し 、 排 出 事 業

者 と の 連 携 を 通 じ て 信 頼 性 向 上 を 図 り つ つ 、 新 た な ビ ジ ネ ス モ デ ル の 構 築 を 模

索 す る こ と を 指 摘 し て い る 。 マ ー ケ ッ ト 拡 大 に 向 け て も 地 域 地 場 産 業 と し て の

特 徴 を 踏 ま え 、 寡 占 化 が 難 し い 状 況 で 集 荷 エ リ ア を 広 域 化 し て ス ケ ー ル メ リ ッ

ト を 追 求 、 許 可 業 以 外 の 新 規 事 業 へ の 進 出 や 海 外 展 開 を 視 野 に 入 れ 、 地 域 密 着

型 産 業 へ の 参 入 や 自 社 独 自 の 技 術 を 生 か し た 市 場 開 拓 に も 注 力 す べ き と 提 言 し

て い る 。  

 

ま た 「 底 上 げ 」 に つ い て も 、 地 域 と の 共 生 を ビ ジ ネ ス 戦 略 の 中 心 に 据 え 、 障

害 者 雇 用 や シ ル バ ー 人 材 登 用 を 通 じ た 社 会 的 な 取 り 組 み や 、 広 域 処 理 の 促 進 も

含 め 、 地 域 経 済 の 発 展 と 共 に 安 定 し た 事 業 運 営 を 提 言 し て い る 。 人 材 の 確 保 ・

育 成 面 で も 積 極 的 な ア プ ロ ー チ を 勧 め 、 他 産 業 と の 競 争 激 化 に 備 え て 賃 金 や 就

労 条 件 の 改 善 や 作 業 環 境 の 向 上 、 技 能 ・ 技 術 の 向 上 に 注 力 す べ き と し て い る 。

ま た CSR 活 動 を 通 じ て 企 業 の 社 会 的 な 影 響 力 を 活 か し 、従 業 員 が 誇 り を 持 っ て

働 け る 環 境 へ の 転 換 を 目 指 す べ く 、 経 営 姿 勢 の PR や SDGs に 基 づ く 社 会 貢 献

活 動 を 展 開 し 、 こ れ を 通 じ て 企 業 の 信 頼 性 向 上 や ブ ラ ン ド 力 の 強 化 を 目 指 す べ

き と し 、 従 業 員 の 誇 り を 醸 成 し 、 社 内 外 の ス テ ー ク ホ ル ダ ー と の 関 係 性 強 化 を

勧 め て い る 。 既 に 紙 リ サ イ ク ル に 関 わ る 各 社 に お い て も 実 施 や 検 討 さ れ て い る

こ と が 多 い だ ろ う が 、 改 め て 戦 略 見 地 か ら 網 羅 的 に 整 理 す る 必 要 が あ る の で は

な い だ ろ う か 。   
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環境と技術で変わる  

⑧DX（デジタルトランスフォーメーション）  

 

多 く の 中 小 企 業 に と っ て DX へ の 取 り 組 み と い っ て も ハ ー ド ル の 高 い も の で

あ る 。 中 小 企 業 庁 の 調 査 で は コ ロ ナ 禍 前 後 で 脱 ア ナ ロ グ 化 に よ る 業 務 効 率 化 事

例 は 増 加 し て い る が 、 依 然 と し て 紙 や 口 頭 に よ る 業 務 が 中 心 の 事 業 者 が 一 部 存

在 す る と と も に デ ジ タ ル 化 に よ る ビ ジ ネ ス モ デ ル の 変 革 な ど に 取 り 組 む 事 業 者

も 一 部 に 留 ま っ て い る 。  

 

静 脈 産 業 は ビ ジ ネ ス 情 報 の デ ジ タ ル 化 や デ ー タ 流 通 、 デ ー タ の 集 積 ・ 処 理 と

い う 基 礎 的 な 部 分 で の 情 報 化 を 進 め て い か な け れ ば 、「 脱 炭 素・循 環 経 済 」実 現

の た め の 検 討 も ま ま な ら な い 状 況 に あ る 。 ま た 、 デ ジ タ ル 化 に つ い て 知 見 を 有

し 、 ビ ジ ネ ス ソ リ ュ ー シ ョ ン を 提 供 可 能 な 人 材 が 各 企 業 に て 十 分 に 育 成 ・ 確 保

さ れ て い な い と い う 実 態 が あ る 。  

 

一 方 、 素 材 産 業 の 技 術 進 化 に よ っ て 新 し い 素 材 や 製 品 が 登 場 し 、 排 出 さ れ る

資 源 物 も 多 様 化 し 、 従 来 の 技 術 で は 対 応 が 困 難 な も の が 増 え つ つ あ る 。 ま た 労

働 力 不 足 の 問 題 は 必 至 で あ り 、 複 雑 な リ サ イ ク ル 工 程 を 人 に 依 存 し て い る 現 状

の リ サ イ ク ル 技 術 で は 十 分 に 対 応 で き な く な る 可 能 性 が あ る 。 静 脈 企 業 に お け

る 現 行 の 作 業 工 程 で は 人 へ 依 存 し て い る マ ニ ュ ア ル 工 程 が 少 な か ら ず 存 在 し て

お り 、 光 学 技 術 や AI を 利 用 し た 自 動 化 技 術 の 導 入 等 に よ る 解 決 が 望 ま れ て お

り 、 プ ラ ス チ ッ ク や ス ク ラ ッ プ 金 属 を 対 象 と し た 研 究 が 進 ん で い る と さ れ る 。

出 典 ： Ｎ T T デ ー タ 経 営 研 究 所                            ま た 静 脈 物 流 の 回 収 ル ー ト 重

複 解 消 や 最 適 化 等 、 AI 等 の デ

ジ タ ル 技 術 を 活 用 す る こ と で

物 流 コ ス ト の 改 善 や CO２ の 削

減 効 果 も 期 待 で き る と さ れ 技

術 進 歩 が 期 待 さ れ る 。紙 リ サ イ

ク ル 分 野 の 自 動 選 別 化 は 投 資

負 担 感 か ら 困 難 と の 見 方 が 多

い が 、内 外 事 例 も 含 め て そ の 実

態 や 課 題 を 整 理 す る 必 要 が あ る 。 ト レ ー サ ビ リ テ ィ ・ マ ッ チ ン グ の 仕 組 み は 、

各 リ サ イ ク ル 事 業 者 の 得 意 領 域 で の 棲 み 分 け や 、 静 脈 企 業 間 の 技 術 ・ プ ロ セ ス

お よ び 情 報 の 連 携 に よ る 素 材 リ サ イ ク ル ・ 静 脈 サ ー ビ ス の 付 加 価 値 向 上 を 促 す

も の で あ り 、静 脈 産 業 全 体 の 産 業 力 を 強 化 す る DX 要 素 で あ る と の 意 見 も あ る 。 

ま た 、 中 小 企 業 の イ ノ ベ ー シ ョ ン の 起 点 は 、 現 場 の 気 づ き や 外 部 の 視 点 か ら

生 ま れ る こ と が 重 要 で あ り 、 他 の 業 種 や 地 域 の 事 例 を 学 ぶ こ と で 、 よ り 広 い 視

野 で デ ジ タ ル 化 に 取 り 組 む こ と が 可 能 と な る 。  
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海 外 の DX 事 例 で は 、 欧 州 の エ コ デ ザ イ ン 規

則 案 に お い て DPP（ Digital  Product Passports）

が 要 件 化 、 デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 し 、 製 品 の 移 動

を 追 跡 、 ラ イ フ サ イ ク ル に 沿 っ た ト レ ー サ ビ リ

テ ィ を 確 保 す べ く 、 エ ネ ル ギ ー 利 用 ・ 再 生 材 含

有 率 ・ 環 境 負 荷 物 質 ・ CFP 等 の サ ス テ ナ ビ リ テ

ィ ・ 循 環 性 に 関 す る 情 報 が サ プ ラ イ チ ェ ー ン 全

体 で 把 握 が 可 能 と な っ て い る 。  

 

一 方 、「 Holy Grail  2.0」と は 欧 州 ブ ラ ン ド 連 合 で あ る AIM （ 中 小 企 業 か ら 多

国 籍 企 業 ま で 、 2,500 社 の 企 業 加 盟 ） が 推 進 す る サ プ ラ イ チ ェ ー ン 間 の イ ニ シ

ア チ ブ で 、 P&G、 ネ ス レ 、 ロ レ ア ル 、 ダ ノ ン 等 が 、 電 子 透 か し 技 術 の 適 用 に よ

り パ ッ ケ ー ジ の 分 別 回 収 率 を 向 上 さ せ る 計 画 を 進 行 中 で あ る 。 人 間 の 目 で は 知

覚 で き な い コ ー ド を 消 費 財 の パ ッ ケ ー ジ 表 面 に 施 す こ と で 、 例 え ば 品 名 、 製 造

業 者 、 包 装 素 材 の 種 類 や 組 成 等 、 幅 広 い 属 性 を 表 現 す る コ ー ド を 施 し 、 そ れ を

高 解 像 度 カ メ ラ に よ っ て 読 み 取 る と い う 電 子 透 か し 技 術 に よ り 、 廃 棄 物 分 別 の

劇 的 な 改 善 が 期 待 さ れ て い る 。 生 産 か

ら リ サ イ ク ル に 至 る ま で の サ プ ラ イ チ

ェ ー ン 全 体 で 情 報 共 有 さ れ る も の で 、

P&G は 2030 年 ま で に 世 界 中 の 全 て の

パ ッ ケ ー ジ を リ サ イ ク ル ま た は 再 利 用

可 能 に す る 目 標 を 打 ち 出 し て い る 。  

 

こ の 他 に も プ ラ ス チ ッ ク の リ サ イ ク ル の バ リ ュ ー チ ェ ー ン で 映 像 解 析 技 術

（ コ ン ピ ュ ー タ ー ビ ジ ョ ン ） を 搭 載 し た 分 別 ロ ボ ッ ト や 、 デ ー タ 活 用 し た ご み

回 収 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム の ス タ ー ト ア ッ プ 企 業 と の 連 携 も 見 ら れ る 。 米 リ サ イ ク

ル 最 大 手・ウ エ ス ト マ ネ ジ メ ン ト (WM)は 、米 国 で 稼 働 し て い る 高 度 な MRF（ 選

別 施 設 ）を 増 や し て い る 。 WM は 、米 国 で 103 の MRF を 展 開 し て お り 、OCC、

ONP、 ミ ッ ク ス 、 SOP な ど を 処 理 。 高 度 な MRF の 導 入 に よ り 、 ロ ボ ッ ト 、 光

学 選 別 技 術 、 お よ び そ の 他 の 高 度 な 機 器 を 使 用 し て 、 リ サ イ ク ル 可 能 な 資 源 、

特 に 古 紙 の コ ン タ ミ を 減 ら す た め に 、よ り 迅 速 に 、よ り 効 率 的 に 選 別 し て い る 。  

 

こ の よ う に 先 行 す る 欧 米 だ が 、 国 内 の 紙 リ サ イ ク ル 分 野 で も 公 的 機 関 、 産 学

共 同 、 ベ ン チ ャ ー 、 自 治 体 等 と の 連 携 に よ る 基 礎 調 査 も 視 野 に い れ る べ き と の

意 見 も あ る 。 今 後 予 想 さ れ る 大 企 業 の サ プ ラ イ チ ェ ー ン の 情 報 可 視 化 、 ト レ ー

サ ビ リ テ ィ の 必 要 性 が 高 ま る こ と で 国 内 で も 原 材 料 情 報 へ の デ ジ タ ル 化 の 必 要

性 も 求 め ら れ る こ と も 考 え ら れ る 。DX の 一 環 と し て Maas・ 物 流 自 動 化 も 加 速

化 、 AI を 使 っ た 需 給 予 測 を 期 待 す る 向 き も あ る 。  
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環境と技術で変わる  

⑨ＧＸ（グリーントランスフォーメーション）  

 

世 界 的 に 脱 炭 素 の 機 運 が 高 ま る 中 、 2030 年 の 温 室 効 果 ガ ス （ GHG） 46％ 削

減 、2050 年 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル の 実 現 と い う 公 約 を 掲 げ 、産 業 革 命 以 来 の 化

石 エ ネ ル ギ ー 中 心 の 産 業 ・ 社 会 構 造 を ク リ ー ン エ ネ ル ギ ー 中 心 へ 転 換 す る 「 グ

リ ー ン ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン 」（ GX） は 産 業 ・ エ ネ ル ギ ー 政 策 の 大 転 換 を

意 味 す る 。  

 

既 に EU で は 、10 年 間 に 官 民 協 調 で 約 140 兆 円 程 度 の 投 資 実 現 を 目 標 と し た

支 援 策 や 、 域 内 産 業 ・ 域 外 か ら の 輸 入 品 に 対 す る カ ー ボ ン プ ラ イ シ ン グ を 決 定

し て い る 。 ま た 、 米 国 で は 10 年 間 で 約 50 兆 円 程 度 の 国 に よ る 対 策 を 決 定 。 さ

ら に 、 韓 国 ・ 中 国 等 も 排 出 量 取 引 制 度 の 有 償 化 を 含 め た 動 き を 加 速 し て お り 、

GX に 向 け た 取 組 の 成 否 が 、 企 業 ・ 国 家 の 競 争 力 に 直 結 す る 時 代 に あ る 。  

 

日 本 に お い て も 、 徹 底 し た 省 エ ネ 推 進 、 製 造 業 の 燃 料 ・ 原 料 転 換 、 家 庭 ・ 業

務 ・ 産 業 ・ 運 輸 の 各 分 野 に お い て 大 胆 な 省 エ ネ の 取 組 が 求 め ら れ る 。 物 流 で は

次 世 代 自 動 車 の 普 及 促 進 、 鉄 道 や 船 舶 へ の モ ー ダ ル シ フ ト や ド ロ ー ン 物 流 の 実

装 等 に よ る グ リ ー ン 物 流 の 推 進 、 MaaS の 実 装 等 の 加 速 が 必 要 と な っ て い る 。  

出 典 ： 環 境 省  

競 争 力 を 維 持 ・ 強 化 す

る 中 で カ ー ボ ン ニ ュ ー ト

ラ ル を 実 現 す る た め 、 先

行 す る 大 企 業 の み な ら ず

中 小 企 業 も 含 め た サ プ ラ

イ チ ェ ー ン 全 体 で の GX

の 取 組 が 不 可 欠 で あ る 。

日 本 の 雇 用 の 約 ７ 割 を 支 え る 中 小 企 業 は 日 本 全 体 の 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 の う ち

約 ２ 割 程 度 を 占 め て お り 、 中 小 企 業 の GX は 極 め て 重 要 で あ る 。  

 

中 小 企 業 の GX 取 組 は カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル の 実 現 へ の 対 応 策 を 知 る 、自 社

の 排 出 量 等 を 把 握 す る 、 排 出 量 等 を 削 減 す る 、 と い っ た 取 組 段 階 に 応 じ た 支 援

や サ プ ラ イ チ ェ ー ン に お け る 脱 炭 素 化 の 推 進 が 重 要 で あ り 、 そ の た め に は 脱 炭

素 ・ 低 炭 素 製 品 （ グ リ ー ン 製 品 ） が 選 択 さ れ る よ う な 市 場 を 創 り 出 し て い く 必

要 が あ り 、そ の 基 盤 と し て 製 品 単 位 の  GHG 排 出 量 で あ る カ ー ボ ン フ ッ ト プ リ

ン ト（ CFP）を 見 え る 化 す る 仕 組 み が 不 可 欠 で あ る 。ま た 、「 資 源 フ ッ ト プ リ ン

ト 」 に よ る 資 源 性 ・ 環 境 負 荷 の 定 量 化 と 開 示 に よ り 、 企 業 の ESG・ SDGs に 関

す る 評 価 と の 組 み 合 わ せ に よ る 「 資 源 循 環 イ ン デ ッ ク ス 」 の 構 成 が 考 え ら れ 、
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金 融 分 野 に よ る CE 型 ビ ジ ネ ス へ の 関 与 が よ り 活 発 化 す る こ と も 予 想 さ れ る 。  

 

欧 州 段 ボ ー ル 製 造 者 連 盟（ FEFCO）が カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル に 向 け た ロ ー ド

マ ッ プ を 発 表 し 、 段 原 紙 や 物 流 の サ プ ラ イ ヤ ー も 強 力 な ア ク シ ョ ン を 起 こ す 必

要 が あ り 、2030 年 ま で に CO ２ 排 出 量 を 約 30％ 削 減 し 、2050 年 ま で に ネ ッ ト ゼ

ロ を 達 成 で き る 。」 と 述 べ 、 脱 炭 素 を 前 面 に 打 ち 出 し て い る 。  

 

英 国 に 本 社 を 置 く DS ス ミ ス は 、 製 紙 ・ 製 函 工 場 ・ 古 紙 ヤ ー ド を 1 マ イ ル 以

内 に 位 置 さ せ る 循 環 型 モ デ ル を 、 北 米 に お け る 同 社 の 事 業 拡 大 モ デ ル と し て い

る 。こ の モ デ ル は 欧 州 工 場 で 最 初 に 導 入 さ れ 、14 日 間 の ボ ッ ク ス ・ ト ゥ ・ ボ ッ

ク ス プ ロ セ ス （ パ ッ ケ ー ジ の 販 売 か ら 回 収 ・ リ サ イ ク ル 、 再 び パ ッ ケ ー ジ に な

る ま で 2 週 間 で 完 了 す る プ ロ セ ス ）が 開 発 さ れ た 。同 社 は 、「 遠 く か ら 原 料 を 調

達 す る 必 要 が な く 、CO２ 排 出 量 削 減 す る こ と が で き る 。お 客 様 に そ の パ ッ ケ ー

ジ が 製 造 さ れ る 前 に ど れ だ け サ ス テ ナ ブ ル で あ る か を ス コ ア で 示 す こ と が で き

る ツ ー ル を 活 用 し て い る 」 と し て い る 。  

 

世 界 的 な 脱 炭 素 化 が 加 速 す る 中 、 各 企 業 の ESG（ 環 境 ・ 社 会 ・ 企 業 統 治 ） に

対 す る 取 組 が 重 視 さ れ 、株 価 を 始 め と し た 企 業 評 価 へ の 影 響 も 増 大 し て い る が 、

そ の 一 環 と し て 企 業 の 排 出 す る GHG（ 温 室 効 果 ガ ス ）削 減 や 情 報 開 示 へ の 要 求

も 年 々 高 ま り 、 サ プ ラ イ チ ェ ー ン に 関 わ る 取 引 先 も 一 体 と な っ た 動 き が 一 層 求

め ら れ つ つ あ る 。 顧 客 、 消 費 者 、 金 融 市 場 、 政 府 等 の ス テ ー ク ホ ル ダ ー か ら 、

サ プ ラ イ チ ェ ー ン 全 体 に お け る GHG 排 出 量 の 見 え る 化 が 求 め ら れ 、 企 業 価 値

を 左 右 す る 評 価 指 標 に も な り つ つ あ る 。「 経 営 へ の イ ン パ ク ト の 可 視 化 」へ の 動

き が 加 速 し 、各 企 業 が 独 自 の 形 式 で 原 材 料 メ ー カ ー に CFP デ ー タ の 提 供 を 依 頼

す る と い っ た 事 態 も 顕 在 化 し て い る 。  

 

紙 リ サ イ ク ル に 関 し て も 国

内 外 で GHG を キ ー ワ ー ド と

し た 様 々 な CFP 情 報 開 示 要 請

の 増 加 が 予 想 さ れ る 中 、 サ プ

ラ イ チ ェ ー ン の 多 く を 占 め る

中 小 企 業 で あ る 紙 リ サ イ ク ル

を 始 め 、 静 脈 産 業 に と っ て 基

礎 デ ー タ の 把 握 や 脱 炭 素 化 に

向 け た 、 紙 リ サ イ ク ル に お け

る GHG 削 減 取 組 も 必 要 と な っ て い く 。 ま た 世 界 的 に は 「 古 紙 の カ ー ボ ン ク レ

ジ ッ ト 」 を キ ー ワ ー ド と し た 検 討 も 一 部 で は 議 論 さ れ て お り 、 新 た な 見 地 か ら

紙 リ サ イ ク ル の 意 義 を 見 つ め 直 す 時 期 に あ る の で は な い か と の 意 見 も あ る 。  
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環境と技術で変わる  

⑩脱プラスチック、複合素材の増加  

 

日 本 は 2030 年 ま で に プ ラ ス チ ッ ク 製 品 の 使 用 量 を 現 在 の 水 準 か ら 25％ 削 減

す る 目 標 を 掲 げ 、2022 年 施 行 の プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 促 進 法 に よ り 、脱 プ ラ 化

の 流 れ が 加 速 す る 一 方 、 プ ラ ス チ ッ ク 素 材 を 含 め た 容 器 包 装 リ サ イ ク ル の 在 り

方 に つ い て 様 々 な 議 論 も 進 ん で い る が 、 紙 リ サ イ ク ル に お い て も 紙 プ ラ 複 合 素

材 の 容 器 包 装 の 増 加 は 、 そ も そ も 課 題 の 大 き か っ た 市 民 の 排 出 時 の 古 紙 分 別 の

複 雑 さ を 助 長 し て い る 。  

 

 こ の 問 題 は 、 増 加 が 予 想 さ れ る 自 治 体 の 可 燃 ゴ ミ 削 減 の 結 果 と し て 、 雑 が み

の 品 質 低 下 や 紙 製 容 器 包 装 識 別 マ ー ク の 課 題 と も リ ン ク す る 。 ハ ー ド ロ ー 的 な

括 り で 環 境 経 済 を 推 進 す る 欧 州 は 、 日 本 を 遥 か に 上 回 る 厳 し さ を も っ て 包 装 廃

棄 物 の 削 減 を 進 め て お り 、 そ れ に 対 応 す る 欧 州 関 連 業 界 の 動 き も 活 発 化 し て い

る 。 脱 プ ラ に 向 け て は 、 消 費 者 ・ 上 流 下 流 全 て の 関 連 事 業 者 ・ 自 治 体 等 々 の ス

テ ー ク ホ ル ダ ー が 共 通 認 識 ・ 理 解 の 下 に 連 携 す る 必 要 が あ る 。  

 

 容 器 包 装 等 、パ ッ ケ ー ジ 複 合 素 材 が 紙 リ サ イ ク ル に も た ら す 問

題 は 欧 州 で も 例 外 で は 無 い 。 英 国 製 紙 連 盟 （ CPI） は 小 売 業 者 や

ブ ラ ン ド 企 業 が 、標 準 的 な 製 紙 工 場 で 容 易 に 再 処 理 で き る よ う な

パ ッ ケ ー ジ を 設 計 す る 方 法 を 理 解 す る 第 一 歩 と な る「 リ サ イ ク ル

可 能 な デ ザ イ ン の た め の ガ イ ド ラ イ ン 」を 作 成 し て お り 、こ の ガ

イ ド ラ イ ン は 英 国 に お け る パ ッ ケ ー ジ デ ザ イ ン に 影 響 を 与 え 、紙

製 包 装 の 技 術 開 発 を 刺 激 し て い る 。 例 え ば 標 準 的 な 製 紙 工 場 で リ サ イ ク ル で き

る 耐 水 性 と バ リ ア 性 を 備 え た 紙 ベ ー ス の 製 品 も 市 場 に 登 場 し て い る よ う だ 。  

 

ま た 、 CPI は 発 売 前 に 紙 製 包 装 の リ サ イ ク ル 性 を テ ス ト し た

い パ ッ ケ ー ジ サ プ ラ イ ヤ ー や デ ザ イ ナ ー の た め に リ サ イ ク ル 評

価 と 認 証 サ ー ビ ス「 Papercycle」を 提 供 開 始 し た 。こ の 自 己 評 価

ツ ー ル の 目 的 は 、 紙 お よ び 板 紙 包 装 製 品 ま た は 材 料 が 英 国 の 製

紙 工 場 で リ サ イ ク ル 可 能 か ど う か を 評 価 で き る よ う に す る こ と

で あ り 、 標 準 的 な 製 紙 工 場 で リ サ イ ク ル 可 能 、 専 門 工 場 で リ サ イ ク ル 可 能 、 ま

た は リ サ イ ク ル 不 可 な ど の 判 断 を 提 供 す る も の 。 英 国 政 府 は 、 パ ッ ケ ー ジ の 拡

大 生 産 者 責 任 (EPR)の 実 施 に 向 け て 、 パ ッ ケ ー ジ が リ サ イ ク ル で き る か ど う か

を 住 民 に 明 確 に 指 示 す る 計 画 を 策 定 し て お り 、 一 層 、 パ ッ ケ ー ジ デ ザ イ ン 段 階

で の リ サ イ ク ル 性 に 対 し て の 明 示 を 求 め る 方 向 に あ る 。  

 

ま た 製 紙・印 刷 関 係 ４ 団 体 か ら 成 る 、４ evergreen も リ サ イ ク ル に 適 し た 紙 製
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パ ッ ケ ー ジ の 設 計 ガ イ ド ラ イ ン 公 表 、 更 に 世 界 包 装

機 構 （ WPO） も 素 材 別 の リ サ イ ク ル に 適 し た 容 器 包

装 設 計 ガ イ ド ラ イ ン を 公 表 し た 。他 に も 、ス ペ イ ン の

段 ボ ー ル・板 紙・古 紙 関 連 団 体 が 共 同 で 、紙・板 紙 パ

ッ ケ ー ジ の 拡 大 生 産 者 責 任（ EPR）に 対 応 す べ く 、パ

ー ト ナ ー シ ッ プ 活 動 を 開 始 す る な ど 、ス ピ ー ド 感 の あ る 動 き が 活 発 化 し て お り 、

欧 州 発 の グ ロ ー バ ル ス タ ン ダ ー ド と も 言 え る 流 れ が で き つ つ あ る 。  

 

 日 本 で も 、 内 包 す る 製 品 の 品 質 保 持 、 利 便 性 の 追 求 や 軽 量 化 、 複 合 素 材 を 用

い た 難 リ サ イ ク ル 性 の も の の 流 通 量 が 増 え て お り 、 リ サ イ ク ル が 実 施 で き ず 焼

却 ・ 埋 め 立 て 処 分 さ れ て い る も の も あ る 実 態 か ら し て 、 パ ッ ケ ー ジ の 設 計 段 階

で 、 よ り 難 リ サ イ ク ル 性 の 紙 製 容 器 包 装 の リ サ イ ク ル を 可 能 と す る 環 境 配 慮 設

計 に 取 り 組 む こ と が 求 め ら れ る 。  

 

持 続 可 能 な 社 会 づ く り と の 統 合 的 な 取

組 を 進 め る に は 、 各 利 害 関 係 者 の 目 的 や

取 組 の 間 で ト レ ー ド オ フ の 関 係 が 生 じ た

り 、 技 術 的 な 課 題 に 直 面 し た り 、 多 額 の

費 用 を 要 し た り 、様 々 な 困 難 が あ り 得 る 。

だ か ら こ そ 、 各 主 体 が 密 接 に 連 携 し て 環

境 的 側 面 、 経 済 的 側 面 、 社 会 的 側 面 の 統

合 的 な 向 上 を 追 求 し て い く 必 要 が あ る 。   出 典 ： 成 長 志 向 型 の 資 源 自 律 経 済 戦 略 ・ 経 産 省  

 

ご み の 適 正 な 分 別 、 再 資 源 化 の た め の 、 リ サ イ ク ル 可 能 な 容 器 包 装 を 製 造 販

売 す る 、 資 源 循 環 を 考 慮 し た 製 品 設 計 、 提 供 を 工 夫 す る 、 使 用 後 の 分 別 時 に 、

リ サ イ ク ル や 廃 棄 物 処 理 を 適 正 に 行 う た め の 情 報 を 消 費 者 に わ か り や す く 開 示

す る 、 ま た 消 費 者 は リ サ イ ク ル の 実 態 を 理 解 し た 上 で 、 環 境 負 荷 の 少 な い ラ イ

フ ス タ イ ル へ の 変 革 を 進 め て い く こ と が 求 め ら れ る 。  

 

 従 来 の 紙 リ サ イ ク ル の 立 場 か ら す れ ば 、 古 紙 の 発 生 ・ 回 収 や 品 質 の 実 態 を ベ

ー ス に 、 パ ッ ケ ー ジ の 原 紙 や コ ン バ ー タ ー 、 パ ッ ケ ー ジ を デ ザ イ ン し 、 梱 包 商

品 を 販 売 す る ブ ラ ン ド 事 業 者 、 あ る い は 最 終 消 費 者 の 理 解 を 得 る 、 自 治 体 の ゴ

ミ 回 収 へ の 理 解 を 求 め る 、 と い っ た と こ ろ ま で の 発 想 は な い 。 し か し 、 社 会 全

体 で ス ク ラ ム を 組 み 、 循 環 型 社 会 作 り に あ た る 今 、 も っ と リ サ イ ク ル の 立 場 か

ら ス テ ー ク ホ ル ダ ー へ の 情 報 発 信 を す べ き と の 意 見 も 多 い 。 ま た そ う し な け れ

ば 、 今 後 の 持 続 的 な 紙 リ サ イ ク ル シ ス テ ム の 維 持 に も 影 響 が 生 じ る こ と を 念 頭

に 置 い た 情 報 発 信 、 パ ー ト ナ ー シ ッ プ 作 り が 求 め ら れ て い る 。  
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環境と技術で変わる  

⑪古紙分別基準のあるべき姿  

 

 日 本 は 、 長 き に 亘 り 多 く の 関 係 組 織 や 国 民 の 地 道 な 努 力 が あ り 、 今 日 の 紙 リ

サ イ ク ル シ ス テ ム を 築 き 上 げ て き た 。そ の 根 底 に は「 他 人 へ の 一 配 慮 、一 手 間 」

を 惜 し ま な い と い う 国 民 性 が あ り 、 一 人 一 人 の 高 い 分 別 意 識 も 正 に こ の 思 い が

根 底 に あ る の だ ろ う と 思 う 。ま た 各 家 庭 や 子 供 た ち へ の 地 道 な 分 別 啓 発 の 上 に 、

今 日 の 世 界 有 数 の 古 紙 回 収 率 、 そ し て 品 質 の 高 さ に 基 づ い た 利 用 率 に な っ て い

る 。  

 

 一 方 で 、 高 齢 化 が 進 む 中 、 こ れ ま で の 分 別 習 慣 や 意 識 を 、 増 え 続 け る 高 齢 世

帯 が ど こ ま で 保 つ こ と が で き る か 、 古 紙 を 排 出 し 続 け る こ と が で き る の か 、 分

別 レ ベ ル の 低 下 を 懸 念 す る 向 き も あ る 。 ま た 家 庭 で の 中 食 文 化 が 拡 大 し 、 排 出

さ れ る 古 紙 に 占 め る 容 器 包 装 が 増 加 し て い る と 思 わ れ る 中 で 、 見 分 け の つ き に

く い 紙 プ ラ 複 合 素 材 を 雑 が み と し て 、 ど の よ う に 扱 う の か 、 一 般 市 民 に と っ て

も 判 別 は 困 難 だ ろ う 。 今 後 増 加 が 見 込 ま れ る 外 国 人 居 住 者 の 分 別 啓 発 と 意 識 浸

透 も 容 易 で は な い 。  

 

 こ の よ う な 状 況 で 、現 在 の 古 紙

分 別 基 準 や 禁 忌 品 の 扱 い に つ い

て 、様 々 な 意 見 が 出 て い る の が 現

状 で あ る 。本 件 に 限 ら ず 、当 セ ン

タ ー の 判 断 、見 解 や 基 準 、指 針 作

り と い う も の は 、ど の 立 場 か ら も

妥 協 で き る「 普 遍 性 」の あ る も の

に な ら ざ る を 得 ず 、様 々 な 紙 リ サ

イ ク ル の ス テ ー ク ル ダ ー の 立 場

を 考 慮 の 上 、総 合 的 に 判 断 す る 中

で 、 古 紙 品 質 基 準 や 禁 忌 品 に つ い て も 、 個 別 案 件 ・ 地 域 事 情 が あ る 案 件 に つ い

て は 、 利 害 関 係 者 の 総 意 に 判 断 を 委 ね て い る の が 実 情 で あ る 。  

 

 米 国 で は 多 岐 に 及 ぶ リ サ イ ク ル 資 源 を 一 括 回 収 す る シ ン グ ル ス ト リ ー ム に よ

り 多 く の 古 紙 品 質 が 低 下 し た が 、 中 国 の 固 形 廃 棄 物 輸 入 禁 止 に よ り 、 最 大 の 古

紙 輸 出 国 と し て 多 く の リ サ イ ク ル 課 題 が 顕 在 化 し た 後 、 市 民 レ ベ ル で の リ サ イ

ク ル や 分 別 に 対 す る 意 識 改 善 、 啓 発 に 注 力 し て い る 。 欧 州 は ハ ー ド ロ ー 的 な 循

環 経 済 政 策 を 強 力 に 推 進 す る 中 で 、 パ ッ ケ ー ジ の 品 質 設 計 段 階 か ら 、 リ サ イ ク

ル 可 能 を 前 提 と し た 様 々 な 仕 組 み 作 り を 進 め て お り 、 レ ベ ル 感 の 違 い が 際 立 っ

て い る 。  
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一 方 で 、 日 本 と 比 較 し て 、 は る か に 分 別 レ ベ ル の 低 い 地 域 で も 、 そ の 古 紙 を

原 料 と し て 生 産 し て い る と い う 現 実 も あ る 。 そ も そ も 日 本 の 紙 ・ 板 紙 製 品 へ の

品 質 要 求 が 高 い た め に 、 既 に ガ ラ パ ゴ ス 化 し て い る と の 見 方 も あ る 。  

 

都 市 部 を 中 心 と し た 高 齢 化・単 身 世 帯 の 増 加 を 前 提 に 、将 来 の 古 紙 分 別 基 準 、

禁 忌 品 の あ る べ き 姿 を 考 え た 場 合 、 こ れ 以 上 の 細 か い 分 別 を 求 め る こ と は 難 し

い と の 意 見 が 大 勢 で あ り 、 む し ろ 如 何 に シ ン プ ル に し て い く か 、 極 論 的 に 、 特

に 家 庭 か ら の 雑 が み は 「 汚 れ て い る か 否 か 」 の 択 一 と の 見 解 す ら あ る 。 こ れ ま

で の 主 婦 が 家 事 を 支 え て き た ラ イ フ ス タ イ ル も 既 に 変 化 し て お り 、 分 別 と い う

正 し い こ と を 、 如 何 に 簡 単 に 実 行 で き る よ う に す る か の 工 夫 も 必 要 だ ろ う 。  

 

製 紙 メ ー カ ー の 難 処 理 古 紙 技 術 を 越 え る 勢 い で 、 脱 プ ラ 化 に よ る 複 合 素 材 の

容 器 包 装 が 増 加 し 、 古 紙 品 質 低 下 が 懸 念 さ れ る 中 で 、 グ レ ー ゾ ー ン を 如 何 に 、

こ な す か 、 ダ ブ ル ス タ ン ダ ー ド も 過 渡 期 は や む を 得 な い と の 見 方 も あ る が 、 い

ず れ に せ よ 、全 国 一 律 で の 基 準

変 更 に は 課 題 が 多 す ぎ る 。  

 

将 来 、家 庭 か ら 排 出 さ れ る 古

紙 は 段 ボ ー ル と 、そ の 他 古 紙 の

２ 分 類 に な る と の 見 方 す ら あ

る 中 で 、製 紙 業 界 と 古 紙 業 界 の

事 情 の み で 古 紙 品 質 を 決 め る

時 代 は 、も は や 限 界 で は な い か 。

欧 州 の 一 連 の 動 き を 見 る ま で

も な く 、こ の 問 題 解 決 に は パ ッ

ケ ー ジ に 関 わ る サ プ ラ イ チ ェ

ー ン・バ リ ュ ー チ ェ ー ン に 関 わ

る ス テ ー ク ホ ル ダ ー が 、 生 産

者・販 売 者・消 費 者・リ サ イ ク

ル 関 係 者 、そ れ ぞ れ が 改 善 で き

る 技 術 革 新 、意 識 改 革 を 総 動 員

し 、全 体 最 適 を 議 論 す べ き 転 換

期 に 近 づ い て い る 。  

 

 

出 典 ： 国 立 環 境 研 究 所                      
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⑫難処理古紙用途の多様化  

   

長 年 に 亘 り 古 紙 の 製 紙 原 料 用 途 以 外 の 新 規 用 途 製 品 開 発 の 議 論 が 行 わ れ て き

た が 、 市 場 確 保 や 経 済 性 の 点 が ネ ッ ク と な り 大 き な 成 果 に 繋 が る こ と な く 固 形

燃 料 (RPF)が 新 規 用 途 の 9 割 弱 を 占 め る 構 造 に 変 わ り な い 。 そ の 他 の 新 規 用 途

で あ る ボ ー ド 、 敷 料 、 セ ル ロ ー ス フ ァ イ バ ー 、 パ ル プ モ ー ル ド 、 汚 水 ・ 汚 泥 脱

水 助 剤 、 覆 土 代 替 材 、 建 材 用 フ ィ ラ ー を 合 わ せ て も 国 内 古 紙 消 費 量 の 1%前 後

に 留 ま っ て い る 。  

 

一 方 、 構 造 的 な 洋 紙 需 要 減 少 に 歯 止 め が か か ら な い 状 況 で 今 後 、 雑 誌 古 紙 に

占 め る 雑 が み 由 来 の 比 率 は 上 昇 の 一 途 を 辿 る こ と が 予 想 さ れ る が 、 脱 炭 素 に 向

け た 可 燃 ご み 削 減 や 紙 プ ラ 複 合 素 材 の 紙 容 器 の 増 加 に 伴 い 製 紙 原 料 に 適 さ な い

古 紙 の 増 加 が 懸 念 さ れ る 。RPF 用 途 拡 大 の 余 地 は あ る が 、紙 リ サ イ ク ル ル ー ト

を 通 じ て 難 処 理 古 紙 を RPF メ ー カ ー に 搬 出 す る 際 、専 ら 物 で あ る 古 紙 を 産 業 廃

棄 物 と し て 処 理 す る 際 の 廃 掃 法 上 と の 整 合 性 等 の 問 題 が 指 摘 さ れ て お り 慎 重 な

対 応 が 必 要 と の 意 見 が あ る 。  

 

こ の よ う な リ サ イ ク ル 資 源 の マ テ リ ア ル リ サ イ ク ル が 限 界 と な っ た 場 合 、 次

段 階 と し て 熱 回 収 、燃 料 化 が 浮 上 す る 。国 内 で は 古 紙 を 原 料 と し た CO ２ 排 出 量

が 少 な い 燃 料 で あ る バ イ オ エ タ ノ ー ル の 製 造 に 取 り 組 む こ と で 、 低 炭 素 ・ 循 環

型 社 会 の 実 現 を 目 指 す 研 究 や 、 世 界 的 に も 航 空 燃 料 と し て SAF（ Sustainable 

Aviation Fuel） の よ う な 再 生 可 能 燃 料 や 廃 棄 物 を 原 料 と し た 開 発 競 争 が 激 化 し

て お り 、米 国 で は 都 市 ご み ・ 可 燃 ご み か ら SAF を 生 産 す る「 Waste to Fuel」と

し て の バ イ オ ジ ェ ッ ト 燃 料 も 注 目 さ れ て い る 。日 本 に お い て も SAF は 、資 源 循

環 産 業 GX 戦 略 の 柱 の 一 つ で あ り 、 そ の 他 ベ ン チ ャ ー 系 企 業 も 含 め て 、 ビ ジ ネ

ス 機 会 と し て 様 々 な GX 推 進 の 動 き が 加 速 す る 中 、 自 治 体 の 可 燃 ご み に も 将 来

的 に ど の よ う な 影 響 が 生 じ 得 る の か 、 留 意 す る 必 要 が あ る 。  

出 典 ： T O P P A N ホ ー ル デ ィ ン グ ス                     出 典 ： 積 水 化 学 工 業           
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⑬紙リサイクル目標、ＫＰＩのあり方  

 

1994 年 に 開 始 さ れ た 第 一 次 古 紙 利 用 率 目 標 55％ か ら 始 ま り 、 ７ 次 に 亘 る 目

標 改 定 を 経 て 現 在 の 目 標 は 2025 年 度 65％ で あ る 。板 紙 の 古 紙 利 用 率 は 94％ 前

後 を 推 移 し て い る も の の 、 紙 分 野 の 古 紙 利 用

率 は 足 元 で は 35％ ま で 低 下 し て い る 。紙 需 要

が 減 少 す る 中 、 古 紙 利 用 率 の 高 い 板 紙 の 生 産

比 率 が 高 ま り つ つ あ り 、 結 果 と し て 古 紙 利 用

率 は 上 昇 の 一 途 を 辿 っ て い る が 、 板 紙 の 古 紙

利 用 率 は 概 ね 上 限 に 達 し て お り 、 ま た 紙 向 け

の 古 紙 配 合 率 の 高 い 新 聞 、 微 塗 工 （ チ ラ シ ）

の 需 要 減 は 今 後 も 続 く と み ら れ 、 再 生 家 庭 紙

向 け 需 要 次 第 だ が 、 紙 分 野 で の 利 用 率 の 上 昇 は 難 し い だ ろ う 。 ま た 回 収 率 に つ

い て も 段 古 紙 比 率 の 上 昇 に 伴 い 緩 や か な 上 昇 ト レ ン ド に 留 ま る と 予 測 す る 。 循

環 型 社 会 形 成 推 進 と い う 社 会 的 意 義 を 踏 ま え 、 何 ら か の 業 界 数 値 目 標 は 欠 か せ

な い が 、目 標 設 定 の あ り 方 に は 様 々 な 意 見 が あ る 。  出 典 ： 環 境 省  令 和 ２ 年  循 環 型 社 会 白 書  

 

古 紙 の 利 用 率 は あ く ま で 製 紙 業 界 と し

て の 目 標 だ が 、 社 会 全 体 が 量 よ り 質 を 求

め る 段 階 に あ る 中 、 今 後 の 紙 リ サ イ ク ル

シ ス テ ム を 支 え る に 相 応 し い 数 値 目 標 に

つ い て ス テ ー ク ホ ル ダ ー 全 体 で 議 論 し て

も よ い の で は な い か と の 意 見 も あ る 。 今

後 の 重 要 課 題 で あ る 、 雑 が み 利 用 促 進 に

向 け て 可 燃 ご み 動 向 と の 関 連 性 や 回 収 量

に 占 め る 未 回 収 量 の 動 向 を 通 じ 、 古 紙 の 掘 り 起 こ し を 可 視 化 す る 指 標 、 古 紙 輸

出 も 含 め た 俯 瞰 し た 利 用 指 標 、 SDGs や サ プ ラ イ チ ェ ー ン に お け る 紙 リ サ イ ク

ル の GHG 等 々 の 意 見 も あ る 。 循 環 型 社 会 形 成 に 向 け て 家 庭 ・ 事 業 者 ・ 地 方 自

治 体 ・ 古 紙 問 屋 や 製 紙 会 社 と い っ た ス

テ ー ク ホ ル ダ ー が 広 く 、 一 体 と な っ て

取 り 組 む た め の シ ン プ ル な 指 標 、 資 源

の 有 効 利 用 や 廃 棄 物 の 減 量 化 脱 炭 素 と

い っ た 循 環 型 社 会 の 形 成 に 資 す る 指 標

の あ り か た つ い て の 議 論 が 望 ま れ る 。  

 

 

出 典 ： 3 R 推 進 団 体 連 絡 会  
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⑭人口・世帯構造変化の影響  

 

家 庭 で の 「 中 食 」 増 加 に 伴 う プ ラ ス チ ッ ク 等 の 容 器 包 装 の 増 加 、 自 治 会 や 住

民 に よ る ご み 集 積 所 管 理 が 困 難 （ 全 国 約 9 割 の 自 治 体 が ご み 集 積 所 を 通 じ た 収

集 方 式 ）、高 齢 化 に 伴 う 身 体 的 な 弱 ま り で ゴ ミ 袋 自 体 が 重 た い 、集 積 所 ま で も 歩

行 困 難 、 ま た 認 知 症 は 元 よ り 、 長 年 に 亘 り 培 っ て き た 分 別 意 識 や 習 慣 も 徐 々 に

弱 ま り 自 治 体 の ル ー ル 通 り に ご み を 出 す こ と や 、 細 か い 分 別 自 体 が 難 し く な る

と い っ た こ と も 予 想 さ れ て い る 。  

出 典 ： 国 立 環 境 研 究 所  

 こ の よ う な 状 況 で 自 治 体 の

中 に は「 ふ れ あ い 収 集 」、「 さ わ

や か 収 集 」な ど 名 称 を 通 じ て 高

齢 者 の「 ご み 出 し 支 援 」を 行 う

ケ ー ス も 増 え て い る 。そ の ス キ

ー ム は「 直 接 支 援 型 」と「 コ ミ

ュ ニ テ ィ 支 援 型 」に 大 別 さ れ る

と さ れ 、直 接 支 援 型 で は 運 営 や

収 集 作 業 も 自 治 体 が 行 い 、収 集

は 自 治 体 職 員 が 実 施 す る 場 合

と 民 間 事 業 者 等 に 委 託 す る 場

合 、両 者 を 組 み 合 わ せ る 場 合 が

あ る 。 自 治 体 職 員 が 行 う 場 合 は 利 用 者 の 安 心 感 、 民 間 事 業 者 が 行 う 場 合 は 、 ご

み 収 集 と い う 仕 事 に 対 す る 自 身 の 誇 り の 醸 成 に つ な が る こ と が 特 徴 的 と さ れ る 。 

 

一 方「 コ ミ ュ ニ テ ィ 支 援 型 」は 住 民 団 体

に よ る ご み 出 し 支 援 を 自 治 体 が 補 助 金 等

で 支 援 す る 仕 組 み で 、声 掛 け や 定 期 訪 問 に

よ り 健 康 不 調 や ト ラ ブ ル 等 の 発 見 に つ な

が り 、増 加 の 一 途 を 辿 る 単 身 世 帯 の 高 齢 者

に と っ て も 、若 い ボ ラ ン テ イ ア に と っ て も

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 機 会 を 通 じ た 喜 び

が 得 ら れ 、福 祉 や 地 域 活 性 化 の 観 点 を 含 め

た 多 く の 相 乗 効 果 が 得 ら れ て い る よ う だ 。

既 に 各 地 で は 古 紙 回 収 ・ 問 屋 が こ の よ う な サ ー ビ ス や 地 域 貢 献 を 通 じ た 活 動 を

行 う 事 例 が あ り 、 事 業 機 会 の 広 が り 等 へ の 副 次 効 果 も 含 め 、 地 域 に 根 差 す 業 界

の 在 り 方 を 示 す 一 例 と も 言 え る 。 ま た 、 紙 リ サ イ ク ル が 今 後 の コ ミ ュ ニ テ ィ 再

生 や 地 域 経 済 の 発 展 に 大 き な 役 割 を 果 た す こ と へ の 期 待 も 指 摘 さ れ て い る 。  
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社会と地域が変わる  

⑮地方自治体の今後  

 

人 口 ピ ー ク ア ウ ト 、 少 子 高 齢 化 が 加 速 す る 中 、 自 治 体 組 織 も 団 塊 世 代 の 大 量

退 職 、 住 民 ニ ー ズ の 多 様 化 ・ 高 度 化 、 行 革 推 進 に 伴 う 職 員 数 の 削 減 、 業 務 負 担

の 増 加 ・ 業 務 内 容 の 複 雑 化 と 職 員 一 人 当 た り の 業 務 負 担 が 増 大 し て い る 。 今 後

も 特 に 地 方 に お い て は 住 民 が 分 散 化 し 、 廃 棄 物 の 収 集 運 搬 効 率 が 低 下 す る 可 能

性 が あ る 。 今 後 の 生 産 年 齢 人 口 （ ＝ 労 働 力 人 口 ） の 減 少 に 伴 い 税 収 は 減 少 、 自

治 体 の 財 政 力 が 低 下 す る こ と は 避 け ら れ ず 、 財 政 ひ っ 迫 、 新 規 雇 用 を 抑 制 す る

こ と に よ っ て 人 材 不 足 に 陥 り 、 ご み 行 政 に 支 障 を き た し 、 ご み 処 理 収 集 運 搬 車

両 や 処 理 施 設 の 補 修 更 新 へ の 影 響 や 、 ゴ ミ 焼 却 施 設 の 統 合 影 響 も 懸 念 さ れ る 。  

 

財 政 健 全 化 の 流 れ の 中 、 地 方 公 務 員 数 は 1994 年 を ピ ー ク に 減 少 、 2010 年 代

以 降 は ほ ぼ 横 ば い で 推 移 し て お り 、 全 国 約 1,700 余 の 自 治 体 に お い て 約 276 万

人 で あ る 。 福 祉 や 災 害 の ニ ー ズ の 高 ま り に よ り 業 務 量 は 増 加 傾 向 に あ り 、 現 状

レ ベ ル の 行 政 サ ー ビ ス を 提 供 す る 場 合 、2045 年 に は 必 要 な 人 数 の ８ 割 程 度 、小

規 模 自 治 体 で は さ ら に 深 刻 で 、同 ６ ～ ７ 割 に と ど ま る 可 能 性 が 指 摘 さ れ て い る 。 

出 典 ： 日 本 総 研 「 地 方 公 務 員 は 足 り て い る か 」  

 

今 後 は 一 層 の DX 推 進 に よ る 業 務 効 率 の 向 上 の 徹 底 、 共 同 ・ 広 域 で の サ ー ビ

ス 提 供 に よ る 自 治 体 の 枠 を 超 え た 人 材 の 活 用 、 専 門 人 材 等 の 育 成 に 向 け た 高 等

教 育 改 革 を 含 め た 対 応 、 担 う べ き 業 務 の 取 捨 選 択 と 民 間 委 託 や 地 域 運 営 組 織 の

活 用 が 求 め ら れ て お り 、 生 産 年 齢 人 口 の 減 少 に 伴 っ て 地 方 公 務 員 数 の 確 保 が 困

難 に な る 中 で 、 行 政 サ ー ビ ス を ど う 維 持 す る か が 課 題 で あ る 。あ る 調 査 で は 自

治 体 DX 推 進 に よ り 現 在 の 77％ 程 度 の 人 数 で 現 在 の 行 政 サ ー ビ ス を 提 供 可 能

と の 見 解 も あ る 。  
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こ の 状 況 で 、地 方 自 治 体 が 共 同・広 域 で 行 政 サ ー ビ ス を 提 供 す る 取 り 組 み は 、

既 に 事 務 委 託 や 一 部 事 務 組 合 な ど に よ っ て 多 く の 自 治 体 で 実 施 さ れ て お り 、   

諸 外 国 で も 同 様 の 取 り 組 み が 多 く み ら れ る 。 最 低 限 必 要 な 行 政 サ ー ビ ス を 守 る

た め に 、 業 務 の 民 間 委 託 や 地 域 運 営 組 織 の 活 用 な ど を 通 じ 、 行 政 が 担 う べ き 業

務 の 取 捨 選 択 を 進 め る 事 が 必 要 だ が 、 過 疎 地 域 を 中 心 に 業 務 委 託 先 の 民 間 企 業

や 地 域 運 営 組 織 の 担 い 手 の 不 足 が 懸 念 さ れ る 点 に は 留 意 し な け れ ば な ら な い 。  

 

今 後 は 各 市 町 村 が フ ル ラ イ ン ナ ッ プ 行 政 サ ー ビ ス か ら 、 圏 域 単 位 あ る い は そ

れ を 越 え た 都 市 ・ 地 方 自 治 体 間 で 有 機 的 に 連 携 す る こ と で 都 市 機 能 を 維 持 す る

こ と が 必 要 に な ろ う 。 様 々 な 仕 組 み を 大 胆 に 標 準 化 ・ 共 同 化 す る 必 要 が あ り 、

そ こ に は ICT（ Information and Communication Technology ） を 通 じ た DX 推

進 が 必 須 と な る 。  

 

ま た 公 ・ 共 ・ 私 の ベ ス ト ミ ッ ク ス で 社 会 課 題 を 解 決 し て い く こ と も 求 め ら れ

る 。 一 定 規 模 の 集 落 生 活 圏 へ の 集 約 ・ 移 転 を 通 じ た 必 要 な 生 活 サ ー ビ ス 機 能 維

持 策 も あ る だ ろ う 。 人 口 増 加 を 前 提 と し た 制 度 や 運 用 は 人 口 減 少 下 で は 効 果 を

発 揮 で き な い わ け で あ り 、 将 来 を 見 越 し た 対 応 が 地 方 自 治 体 に お い て も 待 っ た

な し の 状 況 に あ る 。  

 

ご み 処 理 事 業 に お い て も 必 要 な

リ ソ ー ス を 自 治 体 単 独 で 調 達 で き

な く な り 、 民 間 や 他 自 治 体 と の 連

携 も 含 め 多 様 化 す る と 考 え ら れ る 。 

一 方 で 過 度 な 入 札 競 争 の 懸 念 や

効 率 化 の 追 求 に 伴 い リ サ イ ク ル 資

源 収 集 の 集 約 を 目 的 と し た 一 括 収

集 モ デ ル 化 も あ り 得 る か も し れ な

い が 、 紙 リ サ イ ク ル 分 別 と の 兼 ね

合 い を 含 め 、 自 治 体 と の 意 思 疎 通

が 一 層 重 要 と な っ て く る 。  

 

日 本 が 人 口 減 少 社 会 下 で ど ん な 地 域 グ ラ ン ド デ ザ イ ン を 描 く べ き か 、 そ の 重

要 な キ ー ワ ー ド が 「 地 域 分 散 型 」 や 「 コ ミ ュ ニ テ ィ 」、「 ま ち づ く り 」 で あ る 。

地 域 か ら 見 た 目 的 の 設 定 と そ れ に 合 致 し た 「 ま ち づ く り の 」 手 段 や 方 法 の 重 要

性 が 指 摘 さ れ て お り 、 ご み 処 理 事 業 が 脆 弱 に な る と い っ た ピ ン チ を 、 資 源 リ サ

イ ク ル を 通 じ て 地 域 に 新 た な 価 値 を 創 造 す る と い っ た チ ャ ン ス に 変 え る 機 会 と

も い え 、 そ の 成 功 事 例 の 共 有 化 や 横 展 開 も 必 要 と な る だ ろ う 。  

 

　出典：PwC　公共サービス・インフラの負のスパイラル

需要・歳入の減少

・人口減少、域外への人口流出、地域経済停滞、縮小

による需要後退

生産年齢人口減少、域外への人口流出、地域経済

停滞、縮小による税収減

収支の悪化

・老朽化設備の更新費用増大

・人口密度低下地域の一人当たりの拠点、

インフラ維持コスト上昇

・サービス、インフラ維持の要員確保、コスト

・高齢者向け住民サービス等、負担増加

サービス・インフラ品質の低下

・インフラ更新、維持水準の低下

・供給品質の低下、災害復旧の長期化

・サービス拠点の統廃合による利便性低下

・提供サービス、住民サービスの提供水準切り下げ

地域の魅力低下

・公共サービス・インフラ品質に地域格差

・公共サービス・インフラなど利用料金上昇

・公共インフラの可用

・利用できる住民サポートの減少
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社会と地域が変わる  

⑯地域の循環共生圏  

 

不 確 実 性 を 増 す 日 本 と 循 環 型 社 会 の 未 来 。 社 会 の 形 と し て の シ ナ リ オ に は 主

に 「 都 市 集 中 型 」 と 「 地 方 分 散 型 」 が 考 え ら れ る が 、 広 く 資 源 循 環 及 び 適 正 処

理 の 担 い 手 を 確 保 し て い く に は 、 多 種 多 様 な 地 域 循 環 共 生 圏 形 成 を 通 じ た 地 域

活 性 化 が 欠 か せ な い 。「 地 域 循 環 共 生 圏 」の 考 え 方 は 各 地 域 が 主 体 的 に「 自 ら 課

出 典 ： 環 境 省                             題 を 解 決 し 続 け 」、得 意 な 分 野 で お 互

い に 支 え あ う ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 し 、

地 域 も 国 全 体 も 持 続 可 能 に し て い く

「 自 立 ・ 分 散 型 社 会 」 を 目 指 す も の

で 、環 境・社 会・経 済 の 課 題 を 同 時 解

決 す る 事 業 を 生 み 出 し て い く 狙 い か

ら「 ロ ー カ ル SDGs」と も 言 わ れ る 。  

 

各 自 治 体 が 循 環 分 野 基 盤（ 情 報 、技

術 、 人 材 ） 整 備 に 向 け て 中 核 的 な 役

割 を 担 い 、 廃 棄 物 等 の 適 正 な 循 環 利

用 及 び 処 分 の 実 施 や 各 主 体 間 の コ ー デ ィ ネ ー タ ー と し て 重 要 な 役 割 を 果 た し 、

地 域 単 位 で の 住 民 生 活 に 密 着 し た 循 環 シ ス テ ム を 構 築 す る こ と が 求 め ら れ る 。

こ の 他 に も「 SDGs 未 来 都 市 」と し て「 地 方 創 生 SDGs」の 達 成 に 向 け 、優 れ た

SDGs の 取 り 組 み を 提 案 す る 地 方 自 治 体 が 選 定 す る 他 、全 国 で 約 1000 弱 の 自 治

体 が ゼ ロ カ ー ボ ン シ テ イ と し て「 2050 年 ま で に 二 酸 化 炭 素 排 出 実 質 ゼ ロ 」を 表

明 す る な ど 様 々 な 動 き が 加 速 し て い る 。  

 

地 域 の 中 小 事 業 者 や 民 間 団 体 等 に よ る 新 た な ビ ジ ネ ス に 対 す る 支 援 、 環 境 に

配 慮 し た グ リ ー ン 製 品 ・ サ ー ビ ス や 地 産 商 品 の 推 奨 ・ 情 報 提 供 な ど を 行 う こ と

が 期 待 さ れ る 中 、 資 源 の 地 産 地

消 モ デ ル を 念 頭 に 紙 リ サ イ ク ル

事 業 者 は こ れ ら に 積 極 的 に 関 与

し 、 新 た な ビ ジ ネ ス 機 会 獲 得 へ

の 気 づ き や 、 地 域 貢 献 に よ る 業

界 ス テ ー タ ス の 向 上 の 機 会 も あ

る の で は な い か と の 意 見 も あ

る 。ま た 、地 域 に よ っ て 崩 れ つ つ

あ る コ ミ ュ ニ テ ィ の 集 団 回 収 へ

の 影 響 、 将 来 に つ い て も 懸 念 さ

れ る 。                 出 典 ： 環 境 省  



52 サステナブルチャレンジ 2050 

社会と地域が変わる  

⑰ステークホルダーとの認識共有化  

 

紙 リ サ イ ク ル を 通 じ た 循 環 型 社 会 の 形 成 の た め に は 、 各 ス テ ー ク ホ ル ダ ー が  

連 携 ・ 協 働 し て 課 題 解 決 に 取 り 組 む 必 要 が あ る が 、 利 害 関 係 が 直 接 的 且 つ ク ロ

ー ズ ド 的 な 関 係 に お い て の 連 携 ・ 協 働 に 留 ま り 、 あ る 種 の 「 サ イ ロ 化 」 し た 場

が 散 在 す る ケ ー ス が あ る 。 統 合 的 取 組 に は 各 利 害 関 係 者 の 目 的 や 取 組 の 間 で 二

律 背 反 し た り 、技 術 的 な 課 題 に 直 面 し た り 、コ ス ト 負 担 が 生 じ る の が 常 で あ る 。  

 

そ れ 故 に 紙 リ サ イ ク ル に 関 わ る 各 ス テ ー ク ホ ル ダ ー は 相 対 の 関 係 に 留 ま る こ

と な く 、 リ サ イ ク ル の 輪 を イ メ ー ジ し た サ プ ラ イ チ ェ ー ン 全 体 で 次 工 程 や 前 工

程 、 更 に は そ の 先 を 見 据 え た 発 想 を 持 ち 、 そ れ ぞ れ の 知 恵 や 最 新 技 術 等 を 活 か

し た イ ノ ベ ー シ ョ ン を 通 じ て 、 環 境 的 ・ 経 済 的 ・ 社 会 的 側 面 の 統 合 的 な 向 上 を

追 求 し て い く 必 要 が あ る 。 そ の 為 に は 一 定 の 中 立 的 な コ ー デ ィ ネ ー タ ー が 必 要

で あ り 、 当 セ ン タ ー に は 循 環 型 社 会 形 成 に 関 す る 連 携 ・ 協 働 の つ な ぎ 手 と な る

一 層 の 努 力 が 求 め ら れ て い る 。  

 

例 え ば 、 今 後 の 可 燃 ゴ ミ か ら 掘 り 起 こ さ れ る 雑 が み の 出 口 対 策 は 、 市 民 自 ら

も 廃 棄 物 等 の 排 出 者 で あ り 、 環 境 負 荷 を 与 え そ の 責 任 を 有 し て い る 一 方 、 循 環

型 社 会 づ く り の 担 い 手 で も あ る こ と を 自 覚 し て の 行 動 、 環 境 負 荷 の 少 な い ラ イ

フ ス タ イ ル や 製 品 ニ ー ズ へ の 意 識 変 革 が 求 め ら れ る だ ろ う 。 自 ら の 消 費 生 活 に

関 す る 行 動 が 将 来 に わ た っ て 内 外 の 社 会 経 済 情 勢 及 び 地 球 環 境 に 影 響 を 及 ぼ し

得 る も の で あ る

こ と を 自 覚 、持 続

可 能 な 社 会 の 形

成 に 積 極 的 に 参

画 す る 消 費 者 市

民 社 会 の 形 成 を

目 指 す こ と が 期

待 さ れ る 。  

 

事 業 者 も 生 産 者 責 任 を 踏 ま え て 原 材 料 素 材 の 表 示 や リ サ イ ク ル し や す い 設 計

を 行 う こ と で 、 効 率 的 に リ ユ ー ス ・ リ サ イ ク ル を 行 う こ と が 可 能 と な る 。 製 品

が 廃 棄 物 等 と な っ た 後 の 適 正 な 循 環 利 用 ・ 処 分 に 係 る 取 組 へ の 貢 献 や 、 情 報 公

開 な ど 透 明 性 を 高 め る 努 力 を 行 う こ と な ど が 求 め ら れ る 。 環 境 配 慮 設 計 の 徹 底

は 重 要 で あ り 、 製 品 設 計 ・ 製 造 段 階 で の 配 慮 が 徹 底 さ れ れ ば 、 そ の 分 、 資 源 投

入 量 や 廃 棄 物 発 生 量 が 抑 制 や リ サ イ ク ル 適 性 の 向 上 に 繋 が る こ と に な る 。  
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米 国 で は 、 Ｉ Ｓ Ｒ Ｉ （ 米 国 リ サ イ ク ル 資 源 団 体 ） が ブ ラ ン ド リ ー ダ ー で あ る

ス タ ー バ ッ ク ス 、 ケ ロ ッ グ 、 マ ク ド ナ ル ド 、 ユ ニ リ ー バ 、 コ ル ゲ ー ト 等 と リ サ

イ ク ル サ プ ラ イ チ ェ ー ン の 課 題 に 取 組 む べ く 、 主 要 消 費 者 ブ ラ ン ド が リ サ イ ク

ル 業 界 と つ な が る た め の フ ォ ー ラ ム を 設 置 。 循 環 型 社 会 構 築 に 向 け 、 製 品 が リ

サ イ ク ル 可 能 性 を 念 頭 に 置 い て 設 計 さ れ て い る こ と を 確 認 し 、 企 業 の 持 続 可 能

性 の 目 標 達 成 や グ ロ ー バ ル 市 場 な ど で コ ラ ボ レ ー シ ョ ン す る た め の プ ラ ッ ト フ

ォ ー ム を 提 供 し て い る 。   

 

こ れ は 、 リ サ イ ク ル 業 者 が 世 界 中 の 消 費 者 に 対 し て 、 最 終 的 に リ サ イ ク ル 、

循 環 型 経 済 に 戻 す こ と が で き る 商 品 を 提 供 す る ブ ラ ン ド オ ー ナ ー 企 業 と 互 い の

立 場 を 認 識 す る 、 ユ ニ ー ク な 機 会 と な っ て い る 。 ブ ラ ン ド と リ サ イ ク ル 業 者 を

結 び 付 け る こ と で 、 製 品 が リ サ イ ク ル 可 能 性 を 念 頭 に 置 い て 設 計 さ れ て い る こ

と を 確 認 し 、 企 業 の 持 続 可 能 性 の 目 標 、 公 的 支 援 、 グ ロ ー バ ル 市 場 な ど で コ ラ

ボ レ ー シ ョ ン す る た め の プ ラ ッ ト フ ォ ー ム を 提 供 し て い る 。  

 

パ ッ ケ ー ジ デ ザ イ ン と 循 環 ソ リ ュ ー シ ョ ン に 関 し て 業 界 全 体 で 協 力 す る こ と

は 、 リ サ イ ク ル シ ス テ ム を 改 善 す る た め に 重 要 で あ り 、 パ ッ ケ ー ジ デ ザ イ ン と

循 環 型 ソ リ ュ ー シ ョ ン で 業 界 を 超 え て 提 携 し 、 協 力 す る こ と が リ サ イ ク ル シ ス

テ ム の 改 善 に 不 可 欠 で あ り 、 1 つ の 組 織 が 単 独 で 行 う よ り も 大 き な 集 合 的 影 響

を 推 進 す る こ と に 効 果 が 期 待 さ れ る 。 こ の プ ラ ッ ト フ ォ ー ム を 通 じ て 、 ブ ラ ン

ド オ ー ナ ー 企 業 は コ モ デ ィ テ ィ 全 体 の リ サ イ ク ル 業 者 と つ な が り 、 緊 密 な 関 係

を 形 成 し て 問 題 を 解 決 し 、 持 続 可 能 性 や デ ザ イ ン を 含 む リ サ イ ク ル バ リ ュ ー チ

ェ ー ン の 改 善 が 期 待 さ れ て い る 。  

 

 循 環 経 済 が 先 行 す る 欧 州 で も 同 様 に 、 パ ッ ケ ー ジ の サ プ ラ イ チ ェ ー ン 、 リ サ

イ ク ル チ ェ ー ン が 一 体 化 し た 持 続 可 能 な 社 会 作 り が 進 ん で お り 、 日 本 に お い て

も 同 様 に 紙 リ サ イ ク ル に 関 わ る ス テ ー ク ホ ル ダ ー が 共 通 課 題 を 認 識 し 、 リ サ イ

ク ル 材 フ ァ ー ス ト を 発 信 し 、改 善 に つ な げ る こ と が 求 め ら れ る と の 意 見 が 多 い 。 

 

ま た 、 持 続 的 社 会 と 循 環 経 済 を 実 現 す る た め に は 、 産 業 間 の 連 携 と 協 力 が 不

可 欠 で あ り 、 製 造 業 、 消 費 者 、 政 府 、 研 究 機 関 、 民 間 団 体 な ど の ス テ ー ク ホ ル

ダ ー が 連 携 し 、 持 続 可 能 な 価 値 連 鎖 を 構 築 す る こ と が 求 め ら れ る 。 特 に 、 紙 リ

サ イ ク ル は 製 造 業 と 消 費 者 の 間 で の 情 報 共 有 や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 強 化 す る

こ と が 益 々 重 要 に な っ て く る だ ろ う 。 ま た 資 源 利 用 と 経 済 成 長 の 両 立 に は イ ノ

ベ ー シ ョ ン が 必 要 だ が 、競 争 領 域 と 協 調 領 域 に 切 り 分 け も 重 要 と の 指 摘 も あ る 。 
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社会と地域が変わる   

⑱グローバル化の中での日本  

 

第 3 部 デ ー タ ブ ッ ク ・ 世 界 の 紙 ・ 板 紙 需 給 予 測 （ ～ 2050） で は 、 今 後 の 段 原

紙 需 要 を ベ ー ス に 世 界 の 古 紙 需 給 シ ナ リ オ を 海 外 ア ナ リ ス ト 協 力 の 下 に 作 成 し

た 。 世 界 の 紙 ・ 板 紙 生 産 量 は 、 2021 年 の 4 億 2,200 万 ト ン か ら 2037 年 に は 5

億 4,500 万 ト ン へ と 増 加 す る と 予 測 し た 。 こ れ は 年 率 1.7％ の 成 長 率 に 相 当 す

る 。 こ の 成 長 は ア ジ ア を 中 心 に 段 原 紙 、 紙 器 用 板 紙 、 衛 生 用 紙 に 牽 引 さ れ る 。

こ れ に 伴 う 世 界 の 古 紙 需 要 量 は 、 2021 年 の 2 億 5,500 万 ト ン か ら 2037 年 に は

3 億 6,900 万 ト ン に 増 加 す る と 予 測 し た 。 こ れ は 年 平 均 2.6%の 成 長 率 に 相 当

し 、 世 界 に お け る 紙 ・ 板 紙 の 生 産 量 の 年 間 成 長 率 1.7%を 上 回 る ペ ー ス で あ る 。 

 

欧 米 で の 段 古 紙 の 域 内 消 費 ・ 地 産 地 消 が 進 む 一 方 で 、 果 た し て ア ジ ア 地 域 で

の 古 紙 回 収 率 が ど こ ま で 上 昇 す る の か に よ っ て は 、 段 古 紙 や 雑 誌 等 の 世 界 の 古

紙 需 給 バ ラ ン ス が 、 局 地 的 に 歪 む 可 能 性 も 否 定 で き な い 。 今 後 の 段 原 紙 生 産 地

域 、製 函 、梱 包 さ れ た 商 品・資 材 の 開 梱 地 域 が 、ど の よ う な 組 み 合 わ せ と な り 、

段 古 紙 を 中 心 と し た 古 紙 貿 易 バ ラ ン ス と な っ て い く の か も 注 視 し て い く 必 要 が

あ る 。  

 

日 本 の 雑 が み 輸 出 品 質 、 段 原 紙 輸 出 動 向 、 欧 州 の リ サ イ ク ル 資 源 輸 出 規 制 、

欧 米 循 環 型 経 済 推 進 の 古 紙 需 給 影 響 、 脱 炭 素 化 に 伴 う 世 界 的 な サ プ ラ イ チ ェ ー

ン で の 紙 リ サ イ ク ル GHG へ の 評 価 の 方 向 性 、 ト レ ー サ ビ リ テ ィ 等 々 、 こ れ ま

で に な い フ ァ ク タ ー も 少 な か ら ず 世 界 的 な 古 紙 需 給 に 影 響 が 出 る 可 能 性 も あ る 。 

 

長 期 的 に は 欧 米 古 紙 は 成 長 が 見 込 ま れ る イ ン ド 向 け 古 紙 供 給 を こ な し つ つ 、

ア フ リ カ や 南 米 向 け の 域 内 に お け る 段 原 紙 生 産 も 増 加 す る 中 で 、 需 給 バ ラ ン ス

変 化 を 各 国 が 、 ど の よ う に と ら ま え 、 原 料 調 達 政 策 を と っ て い く の か 。 今 後 、

ア ジ ア 、 欧 米 間 の 古 紙 需 給 に 対 す る 情 報 交 換 の 場 や 交 流 も 、 業 界 団 体 レ ベ ル で

必 要 に な っ て く る か も し れ な い 。 ア ジ ア 諸 国 で の 古 紙 回 収 ス キ ー ム 構 築 支 援 の

第 二 ラ ウ ン ド も あ り 得 る の で は な い だ ろ う か 。               出 典 ： R I S I  

 

２０２０年 ２０５０年 ２１００年

順位 国
人口　　　
（億人）

平均　　
年齢

回収
率

古紙
kg/人

  紙　　
kg/人

板紙
kg/人

順位 国
人口　　　
（億人）

平均　　
年齢

順位 国
人口　　　
（億人）

平均　　
年齢

1 中国 14.39 38.4 50.1 47 25 54 1 インド 16.39 38.1 1 インド 14.47 46.7
2 インド 13.80 28.4 32.0 8 4 7 2 中国 14.02 47.6 2 中国 10.65 49.7
3 米国 3.31 38.3 65.4 86 67 131 3 ナイジェリア 4.10 22.4 3 ナイジェリア 7.33 32.4
4 インドネシア 2.74 29.7 61.2 28 9 20 4 米国 3.79 42.7 4 米国 4.34 45.5
5 パキスタン 2.21 22.8 28.0 3 7 13 5 パキスタン 3.38 30.0 5 パキスタン 4.03 41.0
6 ブラジル 2.13 33.5 52.6 23 14 30 6 インドネシア 3.31 37.4 6 コンゴ 3.62 34.4
7 ナイジェリア 2.06 18.1 9.8 0 1 1 7 ブラジル 2.29 45.1 7 インドネシア 3.21 46.2
8 バングラデシュ 1.65 27.6 34.4 4 4 6 8 エチオピア 2.05 27.3 8 エチオピア 2.94 41.1
9 ロシア 1.46 39.6 58.4 29 17 33 9 コンゴ 1.94 22.1 9 タンザニア 2.86 31.9
10 メキシコ 1.29 29.2 52.0 45 19 46 10 バングラデシュ 1.93 40.0 10 エジプト 2.25 40.4

45.04 53.20 55.70

日本 1.26 48.4 84.3 125 86 93 日本 1.06 54.7 日本 0.75 53.8

世界計 77.95 30.9 59.7 31 19 33 世界計 97.35 36.2 世界計 108.75 41.9
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社会と地域が変わる  

⑲SDGｓ ・ＥＳＧとの関わり  

 

2030 年 の 目 標 達 成 に 向 け た 活 動 は 企 業 、自 治 体 、教 育 機 関 を 中 心 に 認 知 、浸

透 が 進 み つ つ あ る が 、 持 続 可 能 な 社 会 作 り に 直 結 す る 歴 史 を 持 つ 紙 リ サ イ ク ル

と の 親 和 性 は 高 い 。 学 校 教 育 で も

SDGs を 意 識 し た 内 容 が 増 え て

お り 、 若 者 は 生 活 様 式 、 消 費 志 向

等 々 で 自 分 事 と し て SDGs を 捉 え 、

そ の 視 点 で 仕 事 を 選 ぶ と い う 意

識 も 広 が り つ つ あ り 将 来 、 消 費 を

支 え る 市 民 ・ 顧 客 ・ 取 引 先 の 主 体

と な る「 X・ Y・ Z 世 代 」 が い わ ゆ

る 、SDGs ネ イ テ ィ ブ 世 代 で あ る 。 

 

 地 域 金 融 や 中 小 企 業 の 資 金 調 達

に お い て も 、 SDGs の 重 要 性 が 高

ま っ て お り 、 都 銀 ・ 地 銀 の み な ら

ず 、 信 金 ・ 信 組 な ど 多 く の 金 融 機

関 が SDGs に 取 組 む 企 業 へ の 有 利

な 金 融 商 品 を 重 視 す る 傾 向 が あ る 。 ま た 大 企 業 中 心 に SDGs、 循 環 経 済 の 構 図

を 自 社 の サ プ ラ イ チ ェ ー ン に 合 わ せ て 検 討 、 消 費 者 に Ｐ Ｒ す る 傾 向 が 進 ん で お

り 、古 紙 回 収 の み な ら ず 廃 棄 物 を セ ッ ト で リ サ イ ク ル 委 託 処 理 す る こ と を 通 じ 、

LCA や SDGs を ア ピ ー ル す る ケ ー ス も 増 加 す る だ ろ う 。   

    

SDGs は 国 連 採 択 の 世 界 的 、国 家 的 取

組 規 模 の 大 き い 目 標 だ が 、 企 業 も 課 題

解 決 の 担 い 手 と し て SDGs の 課 題 解 決

に 取 り 組 む こ と で 、 投 資 家 の ESG（ 環

境 ・ 社 会 ・ ガ バ ナ ン ス ）評 価 に 繋 が る 。

企 業 が  ESG に 配 慮 す れ ば 社 会 ・ 環 境 ・

経 済 の 向 上 に 繋 が り 、延 い て は SDGs 達

成 に 近 づ き 、 持 続 可 能 な 社 会 の 構 築 に 寄 与 す る イ メ ー ジ と な る 。 紙 リ サ イ ク ル

に お い て も 、 意 識 の 高 い 発 生 元 や 行 政 等 と の ビ ジ ネ ス 利 用 、 人 材 確 保 、 金 融 機

関 へ の ア ピ ー ル に は ESG、SDGｓ 取 組 を 意 識 す る こ と が 大 切 と の 意 見 も 増 え て

い る 。 紙 リ サ イ ク ル 業 界 の 地 位 向 上 や 認 知 度 向 上 の た め に も 、 SDGs ど 真 ん 中

を 積 極 的 に ア ピ ー ル す べ き で あ ろ う 。  
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社会と地域が変わる  

⑳紙リサイクル啓発の将来  

 

当 セ ン タ ー 始 め 、 業 界 諸 団 体 が 長 年 に 亘 り 各 地 で 展 開 し て い る 啓 発 ・ 教 育 活

動 に は 、 学 校 対 象 の 「 全 国 小 中 学 生 “紙 リ サ イ ク ル ”コ ン テ ス ト 」、「 紙 リ サ イ ク

ル 出 前 授 業 」、自 治 体 、社 会 人 対 象 の「 紙 リ サ イ ク ル 研 修 会 」、「 自 治 体 の 新 人 廃

棄 物 担 当 者 向 け 研 修 会 」、各 地 の 環 境 フ ェ ア ー 等 々 が あ る が 、紙 リ サ イ ク ル 自 体

が 大 転 換 期 に あ る 中 、 世 代 を 越 え た 交 流 に よ る 地 域 活 性 化 や 、 脱 炭 素 社 会 ・

SDGs を キ ー ワ ー ド と し た 理 想 と さ れ る 姿 を イ メ ー ジ し 、 網 羅 的 に 見 つ め な お

す 時 期 に あ る 。  

 

小 学 生 か ら 高 齢 者 ま で を 対 象 と し た 「 人 生

100 年 時 代 」を 見 据 え た 横 断 的 な 啓 発・教 育 活

動 に つ い て 様 々 な 知 恵 が 望 ま れ る 。 国 連 ユ ネ

ス コ が 提 唱 す る 持 続 可 能 な 開 発 の た め の 教 育

ESD（ education for  sustainable  development）

と は 持 続 可 能 な 開 発 を 実 現 す る た め に 発 想 し

行 動 で き る 人 材 を 育 成 す る 教 育 思 想 を ベ ー ス

に NGO、非 営 利 団 体 、教 育 機 関 、企 業 等 の 様 々

な ス テ ー ク ホ ル ダ ー が 連 携 し 、 地 域 密 着 型 の

教 育 を 行 う こ と で 問 題 意 識 の 向 上 や 改 善 策 の     出 典 ： ユ ネ ス コ  E S D  f o r  2 0 3 0  

の 発 想 を 行 い 、 地 域 主 体 で 行 う こ と に 繋 げ る こ と が 理 想 と さ れ る 。  

 

ま た 持 続 可 能 な 開 発 の た め の 教 育 思 想 は 教 育 の 場 や 学 習 者 の 年 齢 を 限 定 せ ず 、

場 所 ・ 時 間 に 縛 ら れ ず に 誰 も が 参 加 で き る 生 涯 学 習 社 会 の 形 成 に も 寄 与 す る と

さ れ る 。 今 後 は 世 代 を 広 げ た 試 み と し て 、 社 会 人 手 前 の 大 学 生 で 環 境 経 営 学 、

SDGs 等 に 関 心 の 高 い 層 へ の 啓 発 、 紙 リ サ イ ク ル 理 解 者 の 社 会 へ の 送 り 込 み を

図 る 一 方 、人 生 100 年 時 代 を 迎 え 、社 会 と の 接 点 を 望 む 層 の 講 師 ボ ラ ン テ イ ア

化 、 あ る い は 社 会 人 教 養 授 業 等 々 を 通 じ た 、 高 齢 化 社 会 だ か ら こ そ の リ サ イ ク

ル プ ロ グ ラ ム 展 開 等 、 フ レ ッ シ ュ な 発 想 の 外 部 支 援 も 検 討 す る 。 ま た 「 紙 の 良

さ 」 を 知 ら し め る 運 動 を 通 じ た 需 要 喚 起 も 一 考 だ ろ う 。  

 

リ サ イ ク ル の 啓 発 推 進 活 動 に お い て 、 幅 広 い 世 代 や 将 来 の 人 生 １ ０ ０ 年 時 代

を 見 越 し た 新 し い 発 想 を 取 り 入 れ る こ と は 重 要 だ が 、 専 門 家 か ら は 、 い く つ か

の ヒ ン ト が あ る 。  

 

・ SNS や 動 画 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム を 活 用 し 、 ス ト ー リ ー テ リ ン グ を 取 り 入 れ 、

興 味 を 引 き つ け る こ と が 重 要 で あ る 。バ ー チ ャ ル リ ア リ テ ィ（ VR）や 拡 張
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現 実（ AR）を 活 用 し た 、リ サ イ ク ル の プ ロ セ ス を 体 験 で き る イ ン タ ラ ク テ

ィ ブ な 体 験 提 供 で 子 供 た ち や 市 民 が リ サ イ ク ル の 重 要 性 を 直 感 的 に 理 解 で

き る 。  

 

・ リ サ イ ク ル に 関 連 す る ゲ ー ム や ア プ リ を 開 発 し 、 楽 し み な が ら リ サ イ ク ル

に 取 り 組 め る 環 境 を 作 り 、 ポ イ ン ト や ラ ン キ ン グ シ ス テ ム を 導 入 し 、 モ チ

ベ ー シ ョ ン を 高 め る 。地 域 ご と の リ サ イ ク ル 率 を 競 い 合 う キ ャ ン ペ ー ン や

イ ベ ン ト を 開 催 し 、 参 加 者 に 賞 品 や 特 典 を 提 供 す る こ と で 、 よ り 多 く の

人 々 が 積 極 的 に 参 加 す る よ う に 促 す 。  

 

・テ ク ノ ロ ジ ー の 進 化 を 活 用 し て 、リ サ イ ク ル の 効 率 性 や 利 便 性 を 向 上 さ せ

る 。例 え ば 、ス マ ー ト リ サ イ ク ル シ ス テ ム を 導 入 し 、容 易 な 分 別 や 回 収 プ

ロ セ ス を 実 現 、ま た ア プ リ や ウ ェ ブ ツ ー ル を 活 用 し て 、リ サ イ ク ル 情 報 の

提 供 や 回 収 ス ケ ジ ュ ー ル の 確 認 が で き る よ う に す る 。  

 

・ 地 方 自 治 体 、 教 育 機 関 、 企 業 、 非 営 利 団 体 な ど の 幅 広 い パ ー ト ナ ー シ ッ プ  

を 通 じ た 協 力 関 係 を つ く る 。リ ソ ー ス や ネ ッ ト ワ ー ク を 共 有 し 、よ り 包 括

的 か つ 効 果 的 な 啓 発 活 動 を 展 開 す る 。  

 

  ・デ ジ タ ル ネ イ テ ィ ブ で あ り 、SNS や ア プ リ に 積 極 的 に 参 加 し て い る X,Y,Z

世 代 は 、環 境 問 題 に 関 心 を 持 つ 傾 向 に あ る 。こ の 世 代 に 対 し て 、リ サ イ ク

ル の 重 要 性 や 個 人 の 行 動 が 環 境 に 与 え る 影 響 に つ い て の 情 報 提 供 に よ り 、

彼 ら が リ ー ダ ー シ ッ プ を 発 揮 す る 機 会 づ く り を 行 う 。  

 

 ・ リ サ イ ク ル に 留 ま ら ず 、 持 続 可 能 な 生 活 や 環 境 に 関 す る 教 育 を 推 進 す る 。

廃 棄 物 の 削 減 、エ ネ ル ギ ー の 節 約 、再 利 用 な ど の ト ピ ッ ク に つ い て も 啓 発

活 動 を 展 開 し 、 総 合 的 な 持 続 可 能

性 の 理 解 を 深 め る 。  

 

・ リ サ イ ク ル に 関 連 す る デ ザ イ ン 、

促 進 コ ン テ ス ト を 開 催 し 、 子 供 た

ち や 市 民 の 参 加 に よ る リ サ イ ク ル

促 進 の ア イ デ ア や ク リ エ イ テ ィ ビ

テ ィ を 称 え る 。 受 賞 作 品 は 展 示 や

広 報 に 活 用 さ れ 、 一 層 の 関 心 と 参

加 意 欲 を 喚 起 す る 。  

 

出 典 ： 福 岡 県 宇 美 町  
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５．今後の「ＰＤＣＡ」イメージ 

 

 中 長 期 課 題 整 理 に 際 し て 様 々 な 方 に お 話 し を 伺 う 中 で 、「 今 回 の 取 り ま と め

め に つ い て 、 半 世 紀 の 節 目 に お け る 一 過 性 の も の と せ ず に レ ビ ュ ー で き る 歯 止

め を か け る べ き 」 と の ご 意 見 を 頂 い て い る 。  

 

今 回 、多 様 な ご 意 見 を ま と め た 結 果 に 対 し て 、「 サ ス テ ナ ブ ル チ ャ レ ン ジ 2050」

の 思 い を 起 点 と し 、「 ５ 年 毎 」の 定 量 的 な ア プ ロ ー チ（ 古 紙 需 給 シ ミ ュ レ ー シ ョ

ン ）、 定 性 的 な ア プ ロ ー チ （ ス テ ー ク ホ ル ダ ー 対 話 を 通 じ た 中 長 期 的 課 題 点 検 ）

を 繰 り 返 す 「 PDCA」 サ イ ク ル を 続 け て い き た い 。  

 

Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル の イ メ ー ジ  

 

紙 リ サ イ ク ル の ス テ ー ク ホ ル ダ ー と の 対 話 か ら は 、未 来 デ ザ イ ン の 姿 、現 実

と の ギ ャ ッ プ を 浮 き 彫 り に し 、 あ る べ き 未 来 の 創 造 を 目 指 す 一 方 、 リ ス ク イ ン

パ ク ト を 軽 減 す る 手 立 て に 繋 げ る よ う な 、未 来 予 測・洞 察 を 定 期 的 に 行 い た い 。  

 

こ れ ら の PDCA に よ り 、 Want 的 未 来 （ 願 い ・ 期 待 ）、 Must 的 未 来 （ 必 要 ・

義 務 ）、Should 的 未 来（ 普 遍 的 価 値 ）、Will  的 未 来（ 自 ら 創 造 ）づ く り を 通 じ て 、

持 続 的 社 会 形 成 に 向 け た 、 紙 リ サ イ ク ル の 想 い を 社 会 に 発 信 し て い く こ と に な

れ ば 幸 い で あ る 。  
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６ .識者からのメッセージ （順不同・敬称略）   

 

東 海 大 学 副 学 長  

政 治 経 済 学 部 経 済 学 科 教 授  

細 田  衛 士  

 

私 の 環 境 経 済 学 者 と し て の 経 歴 は 古 紙 リ サ イ ク ル

の 研 究 か ら 始 ま っ た 。 何 せ 古 紙 は 長 ら く リ サ イ ク ル

の 優 等 生 と さ れ て お り 、 古 紙 リ サ イ ク ル を 研 究 す る

こ と に よ っ て 、 そ の 他 の 資 源 の 循 環 利 用 の 見 通 し が

つ く と 思 っ た か ら だ 。と こ ろ が 、1998 年 の 春 先 頃 だ ろ う か 、ミ ッ ク ス 古 紙 な ど

の 一 部 の 古 紙 が 逆 有 償（ バ ッ ズ ）化 し 、集 団 回 収 を し て い た 市 民 を 慌 て さ せ た 。

だ が 、 環 境 経 済 学 を 学 ぶ 者 に と っ て こ れ ほ ど 興 味 深 い 事 態 は な い 。 そ こ で 、 グ

ッ ズ と バ ッ ズ の 相 対 関 係 を 分 析 す る 私 の 研 究 が 大 き く 展 開 し た と い う わ け だ 。  

 そ の 後 、輸 出 先 の 開 拓 な ど も あ り 、バ ッ ズ 化 し た 一 部 の 古 紙 も グ ッ ズ に な り 、

古 紙 の リ サ イ ク ル も 再 び 順 調 な 軌 道 に 乗 っ た か の よ う に 見 え た 。 だ が 、 最 近 プ

ラ ス チ ッ ク 製 容 器 包 装 類 の 紙 へ の 代 替 が 怒 涛 の ご と く 始 ま っ た こ と に よ り 、 複

合 素 材 系 の 古 紙 や コ ー テ ィ ン グ さ れ た 古 紙 な ど リ サ イ ク ル し に く い 古 紙 が 増 え 、

か つ て と 似 た 様 な 状 況 が 起 き そ う な 気 配 で あ る 。 グ ッ ズ の バ ッ ズ 化 が 起 き つ つ

あ る の だ 。  

 古 紙 の リ サ イ ク ル は 紙 と い う 素 材 の 世 界 の な か で 閉 じ て い る わ け で は な く 、

そ の 他 の 素 材 と 深 く つ な が る よ う に な っ た 。 だ か ら 、 静 脈 の 世 界 を 広 く 俯 瞰 的

に 見 な い 限 り 資 源 の 高 度 な 循 環 利 用 は 達 成 で き な い 。 と す る と こ う な る 。 紙 に

関 わ る 企 業 ・ 団 体 は 、 他 の 素 材 の 企 業 ・ 団 体 と も 連 携 協 力 し 、 新 た な 環 境 配 慮

設 計 と 高 度 な 回 収 ・ リ サ イ ク ル シ ス テ ム を 構 築 す る 必 要 が あ る と い う こ と だ 。

古 紙 の リ サ イ ク ル に は 一 日 の 長 が あ る 。古 紙 の リ サ イ ク ル に 関 わ る 全 て の 企 業・

団 体 は 、 循 環 経 済 構 築 の 先 陣 を 切 っ て 邁 進 す る と き な の だ 。 そ の よ う な 動 き に

研 究 者 も 進 ん で 協 力 す る だ ろ う 。  

 

国 立 研 究 開 発 法 人 国 立 環 境 研 究 所   

資 源 循 環 領 域  資 源 循 環 社 会 シ ス テ ム 研 究 室  室 長  

田 崎  智 宏   

 

将 来 シ ナ リ オ 研 究 な ど の 未 来 予 見 の 研 究 な ど に 関

わ っ て き た 知 見 か ら 言 い ま す と 、 将 来 へ の 態 度 は 、

大 き く 受 動 的 に 将 来 が 来 る の を 待 つ 態 度 と 、 積 極 的

に 将 来 に 働 き か け る 態 度 の ２ つ に 大 別 で き ま す 。 こ

の 「 将 来 に 働 き か け る 態 度 」 の 方 が 本 と り ま と め の
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態 度 で あ り 、 将 来 は 作 り 上 げ て い く も の で あ る と い う 認 識 を 大 い に 感 じ 取 る こ

と が で き ま し た 。 予 測 さ れ る 将 来 を 念 頭 に 、 堅 実 な 取 り 組 み と 変 革 す る 取 り 組

み の 両 方 を 進 め て い く こ と が 求 め ら れ ま す が 、 今 回 ま と め ら れ て い る ２ ０ の 中

期 的 課 題 は そ の 着 手 点 に な る と 考 え ら れ ま す 。 非 常 に 意 慾 的 で あ り 、 紙 リ サ イ

ク ル を 担 う 方 々 の 先 導 性 と 視 点 の 高 さ を 感 じ た 次 第 で す 。  

2050 年 と い え ば だ い ぶ 先 の こ と と 思 え ま す が 、イ ン フ ラ の 整 備・転 換 な ど を

考 え ま す と 、 2030 年 ま で の 期 間 に お い て や っ て お く べ き 布 石 の 影 響 は 多 大 で 、

未 来 の 可 能 性 を 大 き く 左 右 す る で し ょ う 。 ま た 、 私 が 関 わ っ た ア ジ ア の 持 続 可

能 な 消 費 と 生 産 に つ い て の 大 規 模 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト （ 国 内 の 11 の 大 学 ・ 研 究

機 関 が 参 画 ） で は 、 最 終 的 な 成 果 の 一 つ と し て 、 ビ ジ ョ ン 創 発 型 政 策 形 成

（ Envisioning-Based Pol icy Making: EnBPM） と い う ア プ ロ ー チ を 提 唱 し ま し

た 。 本 と り ま と め は 、 ち ょ う ど 、 そ の 未 来 像 設 定 の フ ェ ー ズ が 実 施 さ れ た も の

と 理 解 し て い ま す 。 こ の 次 の フ ェ ー ズ の 、 具 体 的 な 取 り 組 み を 創 発 し て い く 作

業 へ と ス ム ー ズ に 活 動 さ れ る こ と を 心 か ら 期 待 し て お り ま す 。  

 

 

京 都 大 学   

人 と 社 会 の 未 来 研 究 院 教 授  

広 井  良 典  

 

こ れ か ら の 時 代 に お け る 紙 リ サ イ ク ル の 発 展 に

関 し て 、 私 は 「 コ ミ ュ ニ テ ィ 」 と い う 視 点 が 重 要 と

考 え て い ま す 。 人 口 減 少 や 少 子 高 齢 化 が 進 む 中 、 現

在 の 日 本 で 「 コ ミ ュ ニ テ ィ 」 の 活 性 化 が 大 き な 課 題

に な っ て い る こ と は 言 う ま で も あ り ま せ ん 。こ の 場 合 、「 コ ミ ュ ニ テ ィ 」と い う

も の は “さ あ コ ミ ュ ニ テ ィ を 作 り ま し ょ う ”と 言 っ て で き る も の で は な く 、 そ れ

が 何 ら か の 日 常 的 に 必 要 な 行 為 と 結 び つ い て い る 場 合 に 発 展 し て い き ま す 。 紙

リ サ イ ク ル は ま さ に そ う し た 活 動 で あ り 、 そ れ を き っ か け に し て 、 地 域 の 人 々

の 間 に 様 々 な 交 流 や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 生 ま れ 、 コ ミ ュ ニ テ ィ が 生 成 し て い

き ま す 。 さ ら に そ れ は 、 地 域 の 経 済 循 環 や 地 域 経 済 の 活 性 化 に も つ な が っ て い

き ま す 。  

私 は こ れ を 「 コ ミ ュ ニ テ ィ 経 済 」 と 呼 ん で い ま す が 、 紙 リ サ イ ク ル は そ う し

た コ ミ ュ ニ テ ィ 経 済 の 象 徴 的 な 例 で あ り 、 き わ め て 重 要 な 意 味 を も ち ま す 。 実

際 、 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 活 性 化 や 「 コ ミ ュ ニ テ ィ の 交 流 拠 点 づ く り 」 と 結 び つ

い た 紙 リ サ イ ク ル の 新 た な 試 み や 事 例 は 、 い ま 日 本 の 各 地 に お い て 百 花 繚 乱 の

よ う に 生 ま れ て い ま す 。  

 こ う し た 意 味 に お い て 、 紙 リ サ イ ク ル が こ れ か ら の 日 本 に お け る コ ミ ュ ニ テ

ィ 再 生 や 地 域 経 済 の 発 展 に 大 き な 役 割 を 果 た し て い く こ と を 期 待 し て い ま す 。  
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総 合 地 球 環 境 学 研 究 所  

研 究 基 盤 国 際 セ ン タ ー  教 授  

浅 利  美 鈴  

 

ま ず は 、創 立 半 世 紀 を 迎 え ら れ た と の こ と 、こ の

間 の 皆 さ ん の 弛 ま ぬ 努 力 と 、こ の 度 の 未 来 に 向 け た

大 切 な 作 業 に 、 敬 意 を 表 し た い と 思 い ま す 。  

私 は 、古 紙 再 生 促 進 セ ン タ ー 創 立（ 1974 年 ）の 6

年 後 、 1980 年 か ら 続 く 「 家 庭 ご み 組 成 調 査 」 に 2000 年 く ら い か ら 加 わ っ て き

ま し た 。 ご み の 量 や 質 は 、 変 動 し て き ま し た が 、 例 え ば 、 燃 や す ご み に 出 さ れ

る 紙 の チ ラ シ や DM 等 に つ い て は 、バ ブ ル の 時 代 に 急 増 し た も の の 、最 近 は 激

減 し て い ま す 。 昨 今 、 雑 紙 リ サ イ ク ル が 推 進 さ れ て き た た め 、 燃 や す ご み に 出

さ れ る 紙 が 減 っ た 可 能 性 も あ り ま す が 、 新 聞 紙 購 読 の 減 少 に よ り 、 折 り 込 み チ

ラ シ が 減 っ た り 、 デ ジ タ ル 化 で 、 紙 で の 宣 伝 そ の も の が 減 少 し た り 、 と い っ た

可 能 性 も 考 え ら れ ま す 。他 方 、最 近 の プ ラ ス チ ッ ク 代 替 に 向 け た 動 き の 中 で は 、

改 め て 紙 と い う 素 材 を 見 直 す 風 潮 も あ り ま す 。  

こ の よ う に 世 の 中 の 様 々 な 情 勢 の 影 響 を 受 け な が ら も 、 紙 の リ サ イ ク ル 技 術

も 、 古 紙 を 利 用 し た 製 品 も 、 進 化 を 見 せ て く れ て い ま す 。 本 誌 で は 、 課 題 も 多

く 指 摘 さ れ て い ま す が 、 2050 年 に 向 け た 可 能 性 も 述 べ ら れ て い ま す 。 2050 年

に 改 め て 本 誌 を 手 に と り 、未 来 予 想 が ど う な っ た の か 、見 て み た い と 思 い ま す 。

ま た 、 私 も 、 何 等 か 、 未 来 に プ ラ ス の 推 進 力 と な れ る よ う に 頑 張 り た い と 思 い

ま す 。  

 

 

公 益 財 団 法 人 地 球 環 境 戦 略 研 究 機 関  

主 任 研 究 員  

粟 生 木  千 佳  

 

昨 今 の 循 環 経 済 に 関 す る 議 論 に 加 え 、気 候 変 動 や

生 物 多 様 性・環 境 汚 染 の 国 際 環 境 合 意 を 背 景 と し た

国 際 動 向 を 踏 ま え る と 、生 物 資 源 の 持 続 可 能 な 利 用

の 重 要 性 が よ り 増 し て い る 。こ れ に は 当 然 森 林 由 来

の 紙 の 循 環 利 用 が 含 ま れ 、 紙 製 品 へ の 古 紙 再 生 利 用 に 限 ら ず 、 工 業 利 用 も 含 め

た 幅 広 い 古 紙 循 環 が 進 む と 予 想 さ れ る 。  

一 生 活 者 の 視 点 か ら 「 紙 」 を と ら え る と 、 新 聞 ・ 雑 誌 、 本 、 ノ ー ト 、 ト イ レ

ッ ト ペ ー パ ー 、 テ ィ ッ シ ュ 、 そ し て 容 器 包 装 と 、 古 紙 利 用 製 品 も 含 め 、 我 々 の

生 活 ・ 暮 ら し に 果 た す 役 割 は 大 き い 。 電 子 機 器 や デ ジ タ ル 化 の 普 及 等 に よ る 一

部 紙 製 品 の 使 用 減 は 事 実 で あ る が 、 今 後 も 必 需 品 と し て 紙 資 源 の 恩 恵 に あ ず か
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る だ ろ う 。 そ の 中 で 、 容 器 包 装 を 中 心 と し た 昨 今 の プ ラ ス チ ッ ク 汚 染 の 議 論 も

契 機 と し た 紙 へ の 代 替 に つ い て 、 そ の 状 況 を 理 解 し 、 適 切 な 行 動 を と る こ と は

難 し い 。  

こ こ で 多 少 資 源 循 環 を 学 ん だ も の と し て の 視 点 に 戻 る と 、 機 能 を 追 求 し た 結

果 の 禁 忌 品 や 難 処 理 古 紙 の 増 加 、 そ の 複 雑 さ に 伴 う 適 切 な 識 別 表 示 と そ れ に 続

く 分 別 の 難 し さ 、 リ サ イ ク ル シ ス テ ム や 社 会 構 造 の 地 域 差 異 等 に よ る 資 源 循 環

の 停 滞 と い っ た 課 題 が 顕 在 化 し て い る と み え る 。  

本 報 告 書 で は 、 こ の よ う な 現 状 の 障 壁 課 題 の み な ら ず 、 ス テ ー ク ホ ル ダ ー 間

の 認 識 共 有 や 製 品 デ ザ イ ン 改 善 も 含 め た 取 り 組 み 課 題 、 社 会 環 境 変 化 も あ わ せ

た 包 括 的 な 分 析 が な さ れ て い る 。 こ れ ら 分 析 を 踏 ま え 、 幅 広 い 取 り 組 み に よ る

今 後 の 古 紙 循 環 の 新 た な 転 換 と 発 展 を 祈 念 す る 。  

 

 

ア ジ ア 経 済 研 究 所 新 領 域 研 究 セ ン タ ー  

上 席 主 任 調 査 研 究 員  

小 島  道 一  

 

古 紙 の 世 界 貿 易 量 の 約 半 分 を 輸 入 し て い た 中 国

が 、 古 紙 の 輸 入 を 制 限 し て き た 。 2017 年 に は 、 中

国 は 、 紙 ・ 板 紙 の 純 輸 出 国 で あ っ た が 、 2018 年 に

は 純 輸 入 国 と な っ た 。そ の 代 わ り に 、国 内 発 生 の 古

紙 回 収 量 が 増 え た の に 加 え て 、 国 産 パ ル プ 、 輸 入 パ ル プ の 使 用 量 も 増 え た 。 ま

た 、 古 紙 由 来 の パ ル プ の 輸 入 量 も 増 加 し て い る 。  

本 来 で あ れ ば 、 発 生 源 で の 適 切 な 分 別 後 の 輸 出 、 輸 入 国 で の リ サ イ ク ル ・ プ

ロ セ ス に お け る 汚 染 対 策 を 進 め る こ と が 、環 境 面 、経 済 面 か ら み て も 望 ま し い 。

輸 出 国 に お け る 適 切 な 分 別 、 船 積 み 前 検 査 や 税 関 で の 品 質 検 査 に よ り 、 古 紙 の

品 質 を 担 保 し 、 輸 入 国 に お け る パ ル プ 工 場 で の 公 害 対 策 を 進 め る こ と で 、 環 境

に 配 慮 し た 古 紙 の リ サ イ ク ル の 仕 組 み が 形 成 さ れ る こ と を 期 待 し た い 。  

今 後 、 東 南 ア ジ ア 、 南 ア ジ ア を 含 め 、 発 展 途 上 国 で も 工 業 化 が 進 み 、 段 ボ ー

ル の 消 費 量 も 上 昇 す る で あ ろ う 。 古 紙 リ サ イ ク ル を 含 め 、 製 紙 工 場 は 、 規 模 の

経 済 が 働 く と 考 え ら れ る 。 使 用 済 み の 紙 ・ 板 紙 は 各 国 で 発 生 す る も の の 、 各 国

ご と に 古 紙 を リ サ イ ク ル し 、 紙 ・ 板 紙 を 製 造 す る こ と は 、 経 済 的 で は な い 。 一

方 、 古 紙 に 夾 雑 物 が あ る 場 合 、 貿 易 さ れ る と 、 輸 入 国 に お け る 分 別 コ ス ト が 上

昇 す る と 考 え ら れ る 。適 切 に 分 別 し 、古 紙 の 品 質 を 担 保 す る こ と が 重 要 で あ る 。

日 本 は 、 す で に 古 紙 の 品 質 を 担 保 す る 取 り 組 み が 進 め ら れ て お り 、 国 際 循 環 の

あ り 方 を 示 し て 他 国 に も 伝 え て い っ て ほ し い 。  
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株 式 会 社 パ ッ ク エ ー ル  

代 表 取 締 役 社 長  

包 装 技 術 コ ン サ ル タ ン ト  内 村  元 一  

 

安 価 で 多 様 な 性 能 を 持 つ プ ラ ス チ ッ ク を 包 装 用 材

料 と し て 最 大 限 利 用 し て き た こ と に 伴 い 、 私 た ち の

生 活 は と て も 豊 か で 便 利 な も の と な り ま し た 。 し か

し な が ら 、2016 年 に 開 催 さ れ た 世 界 経 済 フ ォ ー ラ ム

に お い て 「 海 洋 プ ラ ス チ ッ ク ご み 問 題 」 が 報 告 さ れ て 以 降 、 包 装 業 界 で は 「 サ

ス テ ナ ビ リ テ ィ 」、「 気 候 変 動（ CO2 排 出 量 抑 制 ）」、そ し て「 廃 棄 物 処 理 ・ 再 資

源 化 」 と い っ た 視 点 に 応 じ た 新 し い 包 装 の 在 り 方 に つ い て 様 々 な 検 討 が 続 け ら

れ て い ま す 。  

そ の よ う な 環 境 下 に お い て 、 循 環 型 資 源 で あ る 「 紙 」 は プ ラ ス チ ッ ク 代 替 素

材 と し て か つ て な い ほ ど 注 目 を 浴 び 、 一 時 期 は 包 装 を 「 紙 化 」 す る こ と に よ る

「 石 化 由 来 プ ラ ス チ ッ ク の 削 減 」 が ひ と つ の ト レ ン ド と な り ま し た 。 し か し な

が ら サ ー キ ュ ラ ー エ コ ノ ミ ー 時 代 に お け る 容 器 包 装 は 、 従 来 ま で の 「 石 化 由 来

プ ラ ス チ ッ ク の 削 減 」に 重 点 を 置 い た 環 境 対 策 で は な く 、「 製 造 し た 包 装 材 が 循

環 す る か 否 か ≒ リ サ イ ク ル で き る か 否 か 」 を 主 眼 と し て 設 計 し て い く 必 要 が あ

り ま す 。  

プ ラ ス チ ッ ク 製 容 器 包 装 に お い て 「 マ テ リ ア ル リ サ イ ク ル 」 や 「 ケ ミ カ ル リ

サ イ ク ル 」を 用 い た 循 環 型 ス キ ー ム が 急 ピ ッ チ で 整 備 さ れ つ つ あ る 中 、「 紙 」が

包 装 分 野 で 新 た な 市 場 を 獲 得 し て い く た め に も 、 製 紙 関 連 業 界 が 連 携 し 、 包 装

設 計 ・ 分 別 回 収 ・ リ サ イ ク ル ・ 古 紙 再 利 用 の ス キ ー ム が 構 築 さ れ て い く こ と を

期 待 し て い ま す 。  
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（報告書  第１部  詳細版・添付参考資料）  

紙リサイクル関係者ヒアリングの取りまとめ概要  

 

ヒ ア リ ン グ で は 社 会 の マ ク ロ な 動 向 （ メ ガ ト レ ン ド ） を 、 ① 人 口 減 少 な ど 日

本 社 会 の 構 造 変 化 や デ ジ タ ル 化 の 進 展 な ど に よ る 生 活 様 式 の 変 化 、 ② 資 源 や 環

境 制 約 を 背 景 と し た 循 環 経 済 へ の 転 換 な ど 市 場 経 済 シ ス テ ム の 転 換 、 ③ 気 候 変

動 や 生 物 多 様 性 な ど を 含 む グ ロ ー バ ル で 普 遍 的 な 価 値 観 に 伴 う 社 会 の 実 現

（ SDGs）の 3 つ の 視 点 を 提 示 し て 、事 業 の 現 状 と 課 題 、こ れ ら の 要 因 に よ る 将

来 見 通 し な ど に つ い て 意 見 を 聞 い た 。  

ヒ ア リ ン グ の 全 体 ま と め に つ い て は 、 製 紙 メ ー カ ー 、 古 紙 問 屋 、 回 収 業 者 、

商 社 、 コ ン バ ー タ ー 、 行 政 、 市 民 団 体 、 業 界 紙 な ど 、 そ れ ぞ れ の 立 場 か ら 出 さ

れ た 多 様 な 意 見 の う ち 発 言 の 多 か っ た 項 目 の 柱 ご と に 、 共 通 項 目 や 相 違 点 を ヒ

ア リ ン グ で 発 言 さ れ た 内 容 の 要 点 を 抜 き 出 し て 整 理 し て い る 。 な お 意 見 の 末 尾

に（  ）で 、製 紙 メ ー カ ー（ 製 紙 ）、古 紙 問 屋（ 問 屋 ）、回 収 業 者（ 回 収 ）、コ ン

バ ー タ ー（ コ ン ）、業 界 紙（ 新 聞 ）、行 政（ 行 政 ）、市 民 団 体（ 市 民 ）な ど 、発 言

者 の 立 場 が わ か る よ う に し て あ る 。  

ま た そ れ ぞ れ の 意 見 は 必 ず し も 確 か な エ ビ デ ン ス に 基 づ い て 発 言 さ れ た も の

で は な く 、 そ の 場 の 発 想 や ア イ デ ア と し て 発 言 さ れ た も の も 含 ん で い る 。 デ ー

タ を あ げ て 発 言 さ れ た 事 項 に つ い て も 、 デ ー タ の 裏 付 け や 確 認 は と っ て い な い

た め 、 あ く ま で 定 性 的 な 意 見 と し て 承 っ た 。 以 下 に 、 そ の 一 部 を 抜 粋 し た 。  

 

(1) 働き手不足、女性の雇用、職場環境の改善  

1 労働力不足が深刻な問題になっている  

日 本 の 社 会 は 既 に 人 口 減 少 時 代 に 入 っ て お り 、 高 齢 化 と 少 子 化 は 避 け ら れ な

い ト レ ン ド と 受 け 止 め ら れ て い る 。 人 口 減 少 は 様 々 な 産 業 の 国 内 市 場 の 縮 小 に

つ な が り 、 労 働 集 約 型 産 業 で は 働 き 手 不 足 が 既 に 重 要 な 問 題 に な り つ つ あ る 。  

「 古 紙 問 屋 も 製 紙 メ ー カ ー も 労 働 力 が 不 足 し て き て い る （ 製 紙 ）」、 と い う 意

見 に 代 表 さ れ る よ う に 、 回 収 、 問 屋 、 製 紙 メ ー カ ー で も 労 働 力 不 足 が 問 題 に な

っ て い る な ど 、 将 来 深 刻 な 問 題 に な る と 懸 念 す る 意 見 が 多 い 。 ヒ ア リ ン グ で 最

も 多 く の 意 見 が 出 た の は 人 手 不 足 、 職 場 環 境 の 改 善 な ど に 関 す る 意 見 で あ る 。  

特 に 問 屋 や 回 収 業 者 は 労 働 集 約 型 で あ る た め 、 働 き 手 の 高 齢 化 は 作 業 効 率 の 低

下 や 安 全 衛 生 上 の 問 題 な ど が あ り 、 若 い 働 き 手 を ど う 確 保 す る か は 事 業 の 将 来

を 左 右 す る 深 刻 な 問 題 だ と い え る 。  

回 収 業 界 か ら は 「 高 齢 世 帯 が 増 加 し て ご み は 戸 別 収 集 が 増 え 、 資 源 物 も 戸 別

回 収 を 求 め ら れ る な ど 、集 荷 の 形 態 が 変 わ り 効 率 が 低 下 し て い る（ 回 収 ）」、「 作

業 の 安 全 性 の た め に 人 手 が か か る よ う に な っ た（ 回 収 ）」な ど 、人 手 不 足 に 加 え
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て 回 収 効 率 が 悪 く な っ て い る と い う 状 況 が 指 摘 さ れ て い る 。  

雇 用 の 問 題 と し て ド ラ イ バ ー 不 足 が 指 摘 さ れ て い る が 、 こ れ は 物 流 業 界 全 体

の 問 題 と な っ て い る 。 紙 リ サ イ ク ル 業 界 に お い て も ド ラ イ バ ー 不 足 は 将 来 的 に

も 深 刻 な 問 題 で あ る 。  

 

● 従 業 員 の 高 齢 化 、 若 い 人 材 の 確 保 難  

・  回 収 業 は 待 遇 面 や 将 来 が 不 安 定 で 若 い 人 を 雇 え ず 、 高 齢 化 が 進 ん で い る 。（ 回 収 ）  

・  古 紙 問 屋 の 高 齢 化 や 後 継 者 不 足 に 加 え 、 古 紙 問 屋 の 廃 業 が 増 え て い る 。（ 問 屋 ）  

・  若 い 働 き 手 が お ら ず 、 求 人 を 出 し て も 応 募 が な い 。（ 問 屋 ）  

・  新 卒 採 用 は 業 界 全 体 で 難 し い 状 況 で あ る 。（ 問 屋 ）  

・  2 0 ～ 3 0 代 は 給 料 が 増 え て も 残 業 ・ 休 出 は し た く な い と い う 意 識 。（ 問 屋 ）  

・  地 方 で は 大 都 市 よ り 少 子 高 齢 化 が 進 み 、 高 齢 者 を 雇 用 せ ざ る を え な い 状 況 だ 。（ 問 屋 ）  

・  若 者 に 価 値 あ る 仕 事 と し て 感 じ て も ら う こ と が 重 要 で あ る 。（ 市 民 ）  

 

● ド ラ イ バ ー 不 足 が 深 刻  

・  ト ラ ッ ク の 運 転 が で き る 若 い 人 が 少 な く 、 求 人 し て も 集 ま ら ず 定 着 率 も 低 い 。（ 問 屋 ）  

・  人 手 不 足 、 ド ラ イ バ ー の 高 齢 化 、 新 た な 人 材 の 確 保 難 が 課 題 で あ る 。（ 問 屋 ）  

・  ド ラ イ バ ー 不 足 の 問 題 。（ 問 屋 ）  

・  免 許 取 得 に 係 る 法 制 度 や 若 者 の 車 に 対 す る 関 心 の 薄 れ な ど 、 様 々 な 課 題 が あ る 。（ 問 屋 ）  

・  運 転 手 な ど 労 働 力 の 確 保 が 問 題 に な っ て お り 、 業 界 の イ メ ー ジ ア ッ プ や 労 働 環 境 の 改 善 が 喫 緊 の 課 題 で あ る 。

（ 問 屋 ）  

 

２  働く環境の改善と女性の雇用に取り組むべき  

労 働 環 境 改 善 や 雇 用 確 保 対 策 は 業 界 全 体 の 喫 緊 の 課 題 と し て 取 り 組 む べ き 、

重 要 な 課 題 で あ る 。働 き 手 を 確 保 す る た め の 方 策 と し て 、外 国 人 労 働 者 の 雇 用 、

女 性 の 雇 用 、職 場 環 境 の 改 善 、魅 力 あ る 産 業 へ の 脱 皮 な ど 様 々 な 意 見 が あ っ た 。  

女 性 の 雇 用 に は 様 々 な 課 題 が あ り そ う だ が 、「 女 性 が 労 働 す る に は 体 力 的 に

難 し い 職 種 で あ る （ 問 屋 ）」 と い う 意 見 が あ る 一 方 で 、「 女 性 が 回 収 業 を し て い

る と 大 変 そ う だ と 見 る 人 も い る 一 方 、喜 ば れ た り も す る（ 問 屋 ）」、「 女 性 が で き

な い 仕 事 な ん て 無 い（ 問 屋 ）」、「 女 性 が 働 き や す い 現 場 環 境 も 整 い つ つ あ り 、女

性 の 目 線 が 生 か せ る 業 務 も あ る と 思 う（ 新 聞 ）」と い っ た 意 見 も あ る 。女 性 が 働

き や す い 環 境 を 整 え 、 積 極 的 に 女 性 を 活 用 す る こ と に つ い て は 、 現 実 に は 問 題

は 少 な く な い が 、 総 じ て 歓 迎 す る 意 見 が 多 い 。 女 性 人 材 の 多 様 な 活 用 は 、 業 界

全 体 と し て 重 要 な 課 題 で あ る 。  

雇 用 の 問 題 を 含 め て 「 古 紙 リ サ イ ク ル 業 界 を も っ と 魅 力 あ る 業 界 に 高 め る 努

力 を み ん な で や る べ き だ （ 製 紙 ）」 と い う 意 見 が 業 界 全 体 の 総 意 だ 。  
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● 働 く 環 境 の 改 善 、 雇 用 促 進  

・  人 手 不 足 を 解 消 す る た め に は 職 場 環 境 の 改 善 が 有 効 で あ る 。（ 問 屋 ）  

・  誇 り が 持 て る 魅 力 あ る 業 界 に す る こ と が 必 要 。 行 政 の 支 援 も 求 め た い 。（ 回 収 ）  

・  従 業 員 に 対 し て モ チ ベ ー シ ョ ン を 上 げ る た め の 努 力 を し な け れ ば な ら な い 。（ 問 屋 ）  

・  障 害 者 や 女 性 を 適 切 な 業 務 で 雇 用 、 若 い 人 の 労 働 環 境 を 改 善 し 対 応 し て い る 。（ 問 屋 ）  

・  古 紙 問 屋 は 社 会 イ ン フ ラ 産 業 と し て 労 働 環 境 も 改 善 さ れ つ つ あ る 。（ 問 屋 ）  

● 女 性 の 雇 用 、 女 性 の 活 躍  

・  高 齢 者 住 宅 で の ご み 回 収 は 、 女 性 作 業 員 の 方 が 安 心 さ れ る 。（ 問 屋 ）  

・  業 界 で 女 性 の 雇 用 を 増 や す た め に は 従 業 員 の 意 識 改 革 も 含 め 課 題 が 多 い 。（ 問 屋 ）  

・  女 性 に は 営 業 職 や 事 務 職 、 選 別 ラ イ ン の 仕 事 な ど を し て も ら っ て い る 。（ 問 屋 ）  

・  問 屋 は 「 力 仕 事 」 中 心 で 女 性 が 少 な か っ た が 、 働 き や す い 仕 事 で 雇 用 す る こ と が 大 切 だ 。（ 問 屋 ）  

・  問 屋 は ３ Ｋ 職 場 で 定 着 率 が 下 が り 若 い 人 手 が 不 足 。 女 性 が 働 け る 環 境 が 整 っ て い な い 。（ 商 社 ）  

・  メ ー カ ー ・ 問 屋 共 に 女 性 社 員 が 少 な く 、 業 界 自 体 も そ れ を 自 覚 し て い な い の は 問 題 だ 。（ 新 聞 ）  

・  男 性 社 会 の 業 界 を 女 性 の 発 想 や 仕 事 の 進 め 方 に よ っ て 改 革 を 期 待 し て い る 。（ 問 屋 ）  

・  女 性 の 雇 用 も 働 け る 業 務 を 考 え な が ら 増 や し て い き た い 。（ 問 屋 ）  

・    本 社 で は 女 性 の 雇 用 、 外 国 人 の 雇 用 は あ る 程 度 進 ん で い る が 、 現 場 は 女 性 も 外 国 人 も 少 な い 。（ 製 紙 ）  

 

(2) 古紙発生量の減少と古紙不足の課題  

１  古紙の発生量が減少しており古紙不足が懸念される  

「 オ フ ィ ス か ら の 古 紙 発 生 量 が 減 少 し て 困 っ て い る（ 製 紙 ）」、「 人 口 が 減 少 し 、

古 紙 の 発 生 量 が 減 っ て い る（ 問 屋 ）」、「 新 聞・雑 誌 は 減 少 し て お り 、上 物 古 紙 の

調 達 が 年 々 困 難 に な っ て い る（ 製 紙 ）」な ど 、古 紙 発 生 量 の 減 少 を 指 摘 す る 意 見

が 多 く 出 さ れ た 。 特 に 「 情 報 用 紙 は 発 生 需 要 共 に 縮 小 が 加 速 し て い る （ 製 紙 ）」

た め 、 古 紙 の 発 生 量 も 減 少 し て い る 。  

人 口 減 少 や 少 子 高 齢 化 な ど に よ っ て 国 内 古 紙 の 発 生 が 減 少 し て 市 場 が 縮 小 し 、

「 国 内 の 古 紙 が 足 り な く な り 海 外 か ら 古 紙 を 輸 入 す る 必 要 が 出 て く る か も し れ

な い （ 商 社 ）」 と い う 見 通 し を 述 べ る 意 見 も あ っ た 。  

オ フ ィ ス 古 紙 、 上 物 古 紙 の 減 少 に 対 し て 、 ネ ッ ト 通 販 な ど の 影 響 で 段 ボ ー ル

の 需 要 や 発 生 は 旺 盛 で 、 紙 の 需 要 、 古 紙 の 発 生 共 に 段 ボ ー ル や 板 紙 が 主 体 と な

っ て く る と い う 見 方 が 多 い 。  

 

● 古 紙 発 生 量 の 減 少 、 紙 種 の 変 化  

・  世 帯 数 増 加 の 一 方 で 人 口 減 が 進 み 、 回 収 先 が 増 え る 中 で 発 生 量 が 減 少 し 、 回 収 効 率 は 低 下 の 一 途 （ 回 収 ）  

・  人 材 不 足 、 人 件 費 高 騰 の 中 、 回 収 コ ス ト を 誰 が 負 担 す る の か 、 製 紙 業 界 、 古 紙 業 界 全 体 で 考 え て 欲 し い （ 回 収 ））  

・   板 紙 以 外 の 需 要 が 大 き く 減 少 し 、 特 に 情 報 用 紙 は 発 生 需 要 共 に 縮 小 が 加 速 し て い る 。（ 製 紙 ）  

・  古 紙 の 発 生 が 減 少 し 段 ボ ー ル ・ 雑 が み だ け と な り 、 事 業 採 算 性 確 保 が 困 難 に な る 。（ 問 屋 ）  

・  紙 の 需 要 は 、 洋 紙 が 多 か っ た 時 代 か ら 段 ボ ー ル ・ 板 紙 が 多 い 時 代 へ と 変 化 。（ 製 紙 ）  
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・  デ ジ タ ル 化 や 人 口 減 少 に よ っ て 洋 紙 の 需 要 が 減 少 し 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 市 場 の 拡 大 に よ っ て 段 ボ ー ル の 需 要 が 増

え て い る 。（ 製 紙 ）  

・  全 般 に 古 紙 の 発 生 量 は 減 る が 、 段 ボ ー ル 等 箱 類 は 今 後 も 増 え て い く と 思 わ れ る 。（ 問 屋 ）  

・  今 後 の 古 紙 需 要 は 板 紙 ・ 段 ボ ー ル 用 途 が 更 に 増 え る 。（ 商 社 ）  

・  紙 の 消 費 量 が 減 っ て い る が 、 段 ボ ー ル は 調 達 し や す い 状 況 で あ る 。（ 製 紙 ）  

・    市 民 が 丁 寧 に 分 別 し た 古 紙 も 問 屋 の 人 手 不 足 で 十 分 仕 分 け で き な い 。 自 動 化 も 必 要 。（ 商 社 ）  

・    古 紙 不 足 が 市 場 規 模 を 縮 小 し 、 古 紙 業 界 も 生 き 残 り に 向 け 競 合 が 激 化 し て い く だ ろ う 。  （ 問 屋 ）  

・  高 齢 化 の 影 響 と し て 、 回 収 の 低 下 な ど の 課 題 が 出 て き て い る 。（ 製 紙 ）  

・    容 器 の 紙 化 や 、 付 加 価 値 の つ い た 商 品 の 登 場 な ど 、 古 紙 発 生 量 が 減 少 し な い 可 能 性 も あ る 。（ 製 紙 ）  

・    世 界 的 に 見 れ ば 人 口 増 加 の 要 因 が あ る た め 古 紙 発 生 量 が 大 き く 減 少 し な い 可 能 性 が あ る 。（ 製 紙 ）  

 

２  古紙の分別レベルと品質の低下が懸念される  

「 日 本 の 古 紙 分 別 は 世 界 的 に 見 て 高 レ ベ ル な 水 準 で 、世 界 で も 特 殊 で あ る（ 商

社 ）」と い う 意 見 に 代 表 さ れ る よ う に 、日 本 の 古 紙 の 品 質 は 極 め て 高 い 。排 出 源

で の 分 別 の 徹 底 、 集 団 回 収 な ど 日 本 特 有 の 回 収 シ ス テ ム 、 問 屋 段 階 で の 高 度 な

選 別 と い っ た 条 件 が 整 っ て い る こ と に よ る 。 特 に 排 出 段 階 で の 分 別 レ ベ ル の 高

さ は 、 消 費 者 ・ 市 民 の 意 識 の 高 さ と 自 治 体 の 啓 発 に よ る と こ ろ が 大 き い 。  

一 方 で 、 少 子 高 齢 化 や 消 費 者 意 識 、 ラ イ フ ス タ イ ル の 変 化 が 、 分 別 レ ベ ル の

低 下 に つ な が り 、 古 紙 の 品 質 が 低 下 し て い く の で は な い か と 懸 念 す る 意 見 が あ

る 。「 日 本 の 製 紙 業 界 は 分 別 レ ベ ル の 高 い 古 紙 が 原 料 の 前 提 （ 商 社 ）」 で あ り 、

古 紙 不 足 に な っ て も 海 外 か ら の 輸 入 古 紙 を 使 い こ な せ な い の で は な い か と い う

意 見 も あ る 。 ま た 海 外 と 比 較 し て 「 今 後 は も っ と 簡 単 な 排 出 方 法 が 望 ま し い の

で は な い か （ 製 紙 ）」 と い う 意 見 も あ る 。  

ま た 禁 忌 品 に つ い て は 、 メ ー カ ー に よ っ て は 受 け 入 れ ら れ る も の も あ る と い

う こ と で 、 禁 忌 品 の 指 定 、 基 準 を 明 確 に す べ き と い う 意 見 が あ っ た 。  

 

● 古 紙 の 分 別 の 課 題  

・   分 別 レ ベ ル が 将 来 も 維 持 で き る か ど う か が 課 題 。（ 問 屋 ）  

・  国 内 の 古 紙 は 海 外 と 比 較 し て 品 質 が 良 い 。（ 問 屋 ）  

・  家 庭 の 中 に ま だ 未 利 用 の 紙 資 源 が あ り 、 有 効 活 用 す る 必 要 が あ る 。（ 製 紙 ）  

・  分 別 す れ ば 良 い 品 質 の 資 源 と な る こ と を 排 出 者 に 伝 え 続 け 、 皆 が 理 解 す る 必 要 が あ る 。（ 問 屋 ）  

・  良 質 な 古 紙 を 確 保 す る た め に は 、 禁 忌 品 の 基 準 を 共 通 化 し て き ち ん と 指 定 し た 方 が 良 い 。（ 問 屋 ）  

・  分 別 レ ベ ル を こ れ 以 上 あ げ る た め に は 、 経 済 的 な イ ン セ ン テ ィ ブ が 必 要 で は な い か 。（ 問 屋 ）  

・  外 国 人 居 住 の 増 加 で 分 別 レ ベ ル が 低 下 、 地 域 で の 分 別 文 化 の 伝 承 も 難 し く な っ て い る 。（ 商 社 ）  

・  古 紙 問 屋 の 業 務 は 人 手 に よ る 部 分 が 多 く 産 廃 処 理 業 と 比 べ て 機 械 化 が 遅 れ て い る 。（ 製 紙 ）  
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３  古紙不足は業界のあり方にも影響する可能性がある  

古 紙 の 発 生 量 の 減 少 が ど う い う 形 で 業 界 全 体 に 影 響 す る か は 未 知 数 で 予 測 は

で き な い が 、既 に 古 紙 発 生 量 の 減 少 に よ っ て「 営 業 規 模 が 縮 小 傾 向（ 問 屋 ）」と

い う 意 見 も あ り 、 ま た メ ー カ ー で は 「 古 紙 発 生 量 の 減 少 に よ っ て 紙 種 間 の 原 料

の 取 り 合 い が 起 き て い る（ 製 紙 ）」と い う 状 況 が 既 に 起 き て い る 。廃 棄 物 業 界 と

競 合 す る 状 況 に も 起 き て お り 、 長 年 の 商 習 慣 や 共 存 共 栄 し て き た 紙 リ サ イ ク ル

業 界 の あ り 方 に 影 響 す る 可 能 性 が あ る 。 一 方 で こ う し た 他 業 種 の 参 入 は 「 古 紙

業 界 の 機 械 化 や 効 率 化 が 進 む 面 も あ る （ 製 紙 ）」 と 評 価 す る 意 見 も あ っ た 。  

ま た 一 般 の 家 庭 ご み に つ い て は 各 戸 収 集 や 有 料 化 な ど 、「 ス テ ー シ ョ ン 方 式 」

で 無 料 で 収 集 す る と い う 形 態 は 変 わ り つ つ あ り 、 前 述 し た よ う に 回 収 業 者 が 戸

別 に 古 紙 回 収 に 行 っ て い る 例 も あ り 、 家 庭 か ら の 古 紙 に つ い て は 「 回 収 シ ス テ

ム が 変 わ っ て く る か も し れ な い（ 回 収 ）」と い う 見 方 が あ る 。ス ー パ ー 等 を 拠 点

と し て 回 収 す る 方 式 も 広 が り つ つ あ り 、回 収 方 式 の 多 様 化 が 進 む 可 能 性 が あ る 。 

ま た 「 国 内 の 古 紙 が 足 り な く な り 、 海 外 か ら 古 紙 を 輸 入 す る 必 要 が 出 て く る か

も し れ な い （ 商 社 ）」 と す る 見 方 も あ る 。  

そ の 他 、 廃 棄 物 処 理 な ど 周 辺 領 域 へ の 進 出 や 新 た な ビ ジ ネ ス 展 開 を 目 指 す と

い う 意 見 も あ っ た 。  

 

● ビ ジ ネ ス 環 境 や 業 態 の 変 化  

・  「 静 脈 メ ジ ャ ー 」 と の 競 争 が は じ ま っ て お り 、 零 細 な 回 収 業 者 は 淘 汰 さ れ る 可 能 性 が あ る 。（ 回 収 ）  

・  回 収 を あ わ せ た 見 守 り サ ー ビ ス や 古 本 回 収 な ど 従 来 に な い 事 業 展 開 も 考 え て い る 。（ 問 屋 ）  

・  地 方 で は 古 紙 専 業 で は 成 り 立 た な い の で 、 古 紙 以 外 の 資 源 物 や 廃 棄 物 も 取 り 扱 っ て い る 。（ 問 屋 ）  

・  店 頭 回 収 や 問 屋 の 独 自 回 収 等 回 収 方 法 が 増 え 、 従 来 型 の 回 収 量 が 減 少 し て い る 。（ 問 屋 ）  

・  古 紙 問 屋 の 競 争 が 激 し く な り 、 Ｍ ＆ Ａ に よ る 集 約 が 進 む 。（ 問 屋 ）  

・  古 紙 問 屋 は 古 紙 以 外 の 資 源 物 を 扱 い 、 総 合 リ サ イ ク ル 業 を 目 指 す べ き だ 。（ 問 屋 ）  

 

(3) 紙リサイクルの国際動向、古紙価格  

１  古紙の輸出、国際的な動向  

 2017 年 よ り 中 国 の 古 紙 輸 入 規 制 が 強 化 さ れ 、2021 年 に は 全 面 禁 止 と な っ た 。

こ れ を 受 け て 、 台 湾 や 韓 国 、 ベ ト ナ ム な ど の 地 理 的 に 近 い 国 へ の 輸 出 が 増 加 し

て い る 。 中 国 の 規 制 の 影 響 に つ い て は 、 特 に そ の こ と に よ る 国 内 古 紙 の 余 剰 な

ど の 問 題 を 指 摘 し た 意 見 は な か っ た 。 む し ろ 「 中 国 以 外 の ア ジ ア 市 場 の 古 紙 需

要 は 旺 盛 で 問 屋 同 士 や 回 収 業 者 と の 集 荷 競 合 が 起 こ っ て い る（ 製 紙 ）」、「 日 本 か

ら の 古 紙 輸 出 の 規 模 は 拡 大 し て い る （ 製 紙 ）」 と い う 意 見 や 、「 中 国 が 古 紙 輸 入

を 禁 止 し た 結 果 、木 質 チ ッ プ の 需 要 が 高 ま り 国 際 的 な 資 源 争 奪 の 状 況 に あ る（ 製

紙 ）」 い う 意 見 が あ っ た 。「 古 紙 の 輸 入 規 制 は 各 国 で 行 わ れ る で あ ろ う （ 商 社 ）」

と い う 見 方 も あ る が 、 現 状 は 古 紙 の 発 生 量 は 減 少 傾 向 に あ る た め 中 国 へ の 輸 出



69 サステナブルチャレンジ 2050 

規 制 に 対 し て 大 き な 懸 念 は 表 明 さ れ な か っ た 。 ま た 「 国 内 で の 需 要 が 減 少 す る

な か で の リ サ イ ク ル は 、少 な く と も ア ジ ア 規 模 で 考 え る 必 要 が あ る（ 製 紙 ）」と

い う 意 見 も あ る 。  

ア ジ ア 圏 全 体 で 安 定 的 な 国 際 リ サ イ ク ル を 構 築 す る こ と が 望 ま れ て い る が 、

一 方 で 、 日 本 の 古 紙 は 品 質 が よ く 、 そ れ を 前 提 と し て リ サ イ ク ル シ ス テ ム が 成

り 立 っ て い る が 、 海 外 で は 質 の 悪 い 古 紙 を 選 別 す る 技 術 や 利 用 が 進 ん で い る と

い う 意 見 が あ り 、 国 際 競 争 の 上 で は 不 利 だ と い う 意 見 も 少 な く な い 。 ま た 日 本

で は 古 紙 利 用 製 品 に つ い て 厳 し い 品 質 が 求 め ら れ る こ と が 問 題 で 、 そ の こ と も

国 際 的 な 競 争 に 競 り 負 け て し ま う こ と に つ な が っ て い く の で は な い か と い う 見

方 も あ り 、 選 別 技 術 や 低 級 古 紙 の 利 用 技 術 の 開 発 や 設 備 投 資 が 望 ま れ て い る 。  

 

● 古 紙 の 輸 出 、 国 際 市 場 の 動 向 に つ い て  

・  特 に 雑 が み の 輸 出 は 日 本 の 品 質 が 海 外 よ り 低 く な っ て い る た め 、 縮 小 す る だ ろ う 。（ 商 社 ）  

・  海 外 の 製 紙 メ ー カ ー は 分 別 レ ベ ル が 低 い 古 紙 を 原 料 と 想 定 し て い る の で 、 そ れ を 使 い こ な す た め の 設 備 投 資 を

行 っ て い る 。（ 商 社 ）  

・  海 外 工 場 で は 現 地 調 達 と 日 本 か ら の 輸 出 古 紙 で ま か な っ て い る が 、 国 内 調 達 が 難 し く な っ て き て い る 。（ 製 紙 ） 

・  古 紙 リ サ イ ク ル の 観 点 か ら は 日 本 で は 中 小 製 紙 メ ー カ ー も 多 く 、 段 ボ ー ル 製 造 設 備 の 生 産 能 力 は 過 剰 で は な い

か 。（ 商 社 ）  

・  個 人 ブ ロ ー カ ー の 急 増 に よ る 古 紙 の 輸 出 価 格 が 不 安 定 に な っ て い る 。（ 商 社 ）  

・  製 紙 メ ー カ ー の 古 紙 調 達 も 国 境 を 越 え た グ ロ ー バ ル の も の に な っ て き て い る 。（ 製 紙 ）  

・  日 本 か ら の 古 紙 輸 出 の 規 模 は 拡 大 し て い る 。（ 製 紙 ）  

・  中 国 以 外 の ア ジ ア 市 場 の 古 紙 需 要 は 旺 盛 で 問 屋 同 士 や 回 収 業 者 と の 集 荷 競 合 が 起 こ っ て い る 。（ 製 紙 ）  

・  過 剰 と 思 え る 品 質 要 求 は ユ ー ザ ー の ニ ー ズ に あ る 。（ 製 紙 ）  

・  国 内 の 古 紙 が 足 り な く な り 、 海 外 か ら 古 紙 を 輸 入 す る 必 要 が 出 て く る か も し れ な い 。（ 商 社 ）  

・  古 紙 の 輸 出 価 格 の 上 昇 に よ り 、 日 本 の 古 紙 が 不 足 す る 。（ 製 紙 ）  

 

 ● 海 外 の 方 が 古 紙 処 理 能 力 が 高 い  

・    日 本 よ り 品 質 の 悪 い 古 紙 を 扱 う 中 国 や ア ジ ア の 方 が 選 別 の 自 動 化 や 処 理 能 力 が 高 い 。（ 製 紙 ）  

・  海 外 の 製 紙 メ ー カ ー は 分 別 レ ベ ル が 低 い 古 紙 を 原 料 と 想 定 し て い る の で 、 そ れ を 使 い こ な す た め の 設 備 投 資 を

行 っ て い る 。（ 商 社 ）  

・  古 紙 の 輸 入 規 制 は 各 国 で 行 わ れ る で あ ろ う 。 特 に 雑 が み の 輸 出 は 日 本 の 品 質 が 海 外 よ り 低 く な っ て い る た め 、

縮 小 す る だ ろ う 。（ 商 社 ）  

 

２  古紙価格の変動について  

古 紙 価 格 の 乱 高 下 は 末 端 の 回 収 に も 多 大 な 影 響 を 及 ぼ す 。 特 に 古 紙 が 国 際 商

品 と し て 輸 出 さ れ る よ う に な っ た た め 、 国 内 の 相 場 は 輸 出 価 格 に も 影 響 を 受 け

る よ う に な っ た 。「 業 界 関 係 者 全 体 が 再 生 資 源 価 格 の 安 定 化 を 願 っ て い る が 、実

現 に は 輸 出 や 自 治 体 の 対 応 な ど 課 題 は 多 い（ 商 社 ）」の が 実 情 で あ る 。ま た「 製
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紙 メ ー カ ー と し て 古 紙 の 使 用 が リ ス ク に な る 可 能 性 が あ る（ 製 紙 ）」と い う 意 見

も あ っ た 。 古 紙 は 生 産 物 で は な く 発 生 物 で あ る た め 、 原 材 料 と し て 必 要 な 量 が

安 定 的 に 供 給 さ れ な い と い う こ と が 大 き な リ ス ク だ と い う 意 見 も あ り 、 国 際 的

な 相 場 の 動 向 や 原 料 価 格 の 乱 高 下 に よ っ て 必 要 な 量 が 確 保 で き な く な る 可 能 性

が あ る こ と が 懸 念 さ れ て い る 。 製 紙 メ ー カ ー サ イ ド か ら は 「 国 際 的 な 取 引 が 増

え 、仕 入 価 格 は ど う し て も 海 外 市 況 の 影 響 を 受 け て し ま う（ 製 紙 ）」と い う 意 見

や 、 ま た 内 外 価 格 差 に つ い て は 「 古 紙 価 格 は 製 品 価 格 に 連 動 す る た め 、 製 品 価

格 に 差 が あ る 海 外 と 古 紙 価 格 の ギ ャ ッ プ が 大 き い（ 製 紙 ）」と い っ た 意 見 が あ っ

た 。 ヒ ア リ ン グ で は 古 紙 価 格 変 動 の 要 因 に つ い て 、 そ れ ぞ れ の 立 場 か ら 様 々 な

意 見 、 見 方 が あ っ た 。  

  

● 古 紙 価 格 に つ い て の 見 解  

・  古 紙 の 輸 出 価 格 の 上 昇 に よ り 、 日 本 の 古 紙 が 不 足 す る 。（ 製 紙 ）  

・  古 紙 の 種 類 に よ る 価 格 差 が 大 き く 、 回 収 業 者 や 問 屋 の 利 益 が 出 る よ う な 価 格 に な っ て い な い 。（ 製 紙 ）  

・  日 本 に は 建 値 制 度 が あ る が 、 海 外 で は 実 勢 価 格 優 先 で 古 紙 価 格 の 変 動 も 大 き い 。（ 商 社 ）  

・  日 本 メ ー カ ー と 比 べ 、海 外 の メ ー カ ー は 価 格 転 嫁 し た り 原 料 調 達 を キ ャ ン セ ル し た り す る の が 一 般 的 だ 。（ 商 社 ） 

・  日 本 の 製 紙 メ ー カ ー が 国 内 で 古 紙 問 屋 か ら 安 く 古 紙 を 買 取 り 自 社 の 海 外 工 場 に 送 る こ と は 、 古 紙 問 屋 の 利 益 を

削 り 、 国 内 資 源 の 海 外 流 出 に つ な が る 。（ 商 社 ）  

・  業 界 関 係 者 全 体 が 再 生 資 源 価 格 の 安 定 化 を 願 っ て い る が 、実 現 に は 輸 出 や 自 治 体 の 対 応 な ど 課 題 は 多 い 。（ 商 社 ） 

・  古 紙 輸 出 国 が 限 ら れ る 中 、 製 紙 業 は 自 国 古 紙 の 価 格 変 動 を 製 品 に 転 嫁 で き な い 。（ 商 社 ）  

・  古 紙 価 格 は 製 品 価 格 に 連 動 す る た め 、 製 品 価 格 に 差 が あ る 海 外 と 古 紙 価 格 の ギ ャ ッ プ が 大 き い 。（ 製 紙 ）  

・  中 国 が 古 紙 輸 入 を 禁 止 し た 結 果 、 木 質 チ ッ プ の 需 要 が 高 ま り 国 際 的 な 資 源 争 奪 の 状 況 に あ る 。（ 製 紙 ）  

・  個 人 ブ ロ ー カ ー の 急 増 に よ る 古 紙 の 輸 出 価 格 が 不 安 定 に な っ て い る 。（ 商 社 ）  

・  上 物 古 紙 と 裾 物 古 紙 の 値 段 に 差 が な く な っ て い る 。（ 問 屋 ）  

・  問 屋 の 競 争 環 境 に よ っ て 東 西 で 古 紙 価 格 の 違 い が あ る 。（ 問 屋 ）  

・  自 治 体 要 請 で 古 紙 単 価 を 上 げ て も 辺 鄙 な 場 所 に あ る 問 屋 に は 採 算 が 合 わ な い 場 合 も あ る 。（ 問 屋 ）  

 

(4) 雑がみ、禁忌品、難処理古紙について 

１  プラスチック代替の紙製品、雑がみの増加  

古 紙 発 生 量 の 減 少 と い う 面 か ら 、ご み の 中 に ま だ 紙 資 源 が 多 く 含 ま れ て お り 、

禁 忌 品 と さ れ て き た 古 紙 に も 目 を 向 け る べ き だ と い う 意 見 が 多 く 出 さ れ た 。 ま

た プ ラ ス チ ッ ク 代 替 の 紙 製 品 が 増 え る こ と が 予 想 さ れ 、 雑 が み と し て 回 収 さ れ

る 古 紙 の 品 質 の 低 下 が 懸 念 さ れ る 。 こ う し た こ と を 背 景 と し て 、 雑 が み 、 ミ ッ

ク ス 古 紙 や 禁 忌 品 の 定 義 、 基 準 の 見 直 し に つ い て の 意 見 も 多 く 出 さ れ て い る 。  

ま た 資 源 有 効 利 用 促 進 法 に 定 め る 「 紙 マ ー ク 」 に つ い て の 意 見 も 多 い 。 容 器

包 装 リ サ イ ク ル 法 で 「 そ の 他 紙 製 容 器 包 装 」 と し て 「 紙 マ ー ク 」 の つ い て い る

も の の 中 に は 禁 忌 品 と さ れ る も の も 含 ま れ て い る た め 、 消 費 者 の 分 別 排 出 と 現
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場 の 選 別 作 業 の 実 態 が 合 わ な い 。 プ ラ ス チ ッ ク 規 制 に よ っ て 紙 へ の 素 材 転 換 が

始 ま っ て い る が 、「 単 純 な プ ラ か ら 紙 素 材 へ の 回 帰 （ 新 聞 ）」 で は な く 、 複 合 素

材 や 合 成 紙 、 紙 の 類 似 素 材 な ど 多 様 な 素 材 が 開 発 さ れ て お り 、 新 た な 禁 忌 品 が

様 々 登 場 す る 事 態 が 予 想 さ れ る 。こ う し た「 複 合 素 材 は 分 別 さ れ る べ き（ 新 聞 ）」

で 、 紙 と し て リ サ イ ク ル で き な い も の を 判 別 で き る よ う に 運 用 の 見 直 し を 要 望

す る 意 見 が 多 い 。  

 

● 回 収 可 能 な 紙 資 源 、 禁 忌 品 に も 目 を 向 け る べ き  

・  家 庭 の 中 に ま だ 未 利 用 の 紙 資 源 が あ り 、 有 効 活 用 す る 必 要 が あ る 。（ 製 紙 ）  

・  ご み の 中 に は ま だ 利 用 可 能 な 紙 資 源 は あ る 。（ 新 聞 ）  

・  プ ラ ス チ ッ ク の 代 替 と し て 紙 製 品 が 増 え て い る が 、 禁 忌 品 の 扱 い を 見 直 す 必 要 が あ る 。（ 新 聞 ）  

・  古 紙 発 生 量 が 減 少 傾 向 に あ る の で 古 紙 問 屋 業 界 で も 雑 が み 回 収 に 注 目 し 始 め た 。（ 新 聞 ）  

・  日 野 市 と 難 処 理 古 紙 回 収 に 向 け て モ ニ タ リ ン グ 調 査 を し て い る 。（ 問 屋 ）  

・  良 質 な 古 紙 を 確 保 す る た め に は 、 禁 忌 品 を 指 定 し た 方 が 良 い 。（ 問 屋 ）  

・  禁 忌 品 と さ れ て い る 古 紙 も 使 え な く は な い が 食 品 用 な ど 製 品 に よ っ て は 課 題 が あ る 。（ 製 紙 ）  

・    雑 が み と 雑 誌 の 違 い が わ か り に く く 、 市 民 に 浸 透 し て い な い の で は な い か 。（ 問 屋 ）  

・  製 紙 メ ー カ ー の 禁 忌 品 要 求 が 高 い 。（ 問 屋 ）  

・  メ ー カ ー の 品 質 基 準 に つ い て 検 討 し て 欲 し い （ 問 屋 ）  

・  ミ ッ ク ス 古 紙 に つ い て は 技 術 力 の あ る メ ー カ ー と そ う で な い メ ー カ ー の ギ ャ ッ プ が 課 題 （ 市 民 ）  

 

２  難処理古紙の利用促進の課題  

全 体 と し て 「 家 庭 の 中 に ま だ 未 利 用 の 紙 資 源 が あ り 、 有 効 活 用 す る 必 要 が あ

る（ 製 紙 ）」、「 古 紙 発 生 量 の 減 少 に 対 し て 、禁 忌 品 、難 処 理 古 紙 の 扱 い が 課 題（ 問

屋 ）」と す る 見 方 が 多 く 、業 界 全 体 と し て 現 在 の 古 紙 品 質 の 水 準 を 維 持 し な が ら 、

難 処 理 古 紙 と さ れ て き た 未 利 用 古 紙 の 利 用 を 拡 大 し て い こ う と い う こ と に 意 見

は 集 約 で き よ う 。  

そ の た め に は 回 収 段 階 で の 分 別 方 法 や 選 別 、 製 紙 メ ー カ ー で の 難 処 理 古 紙 の

利 用 技 術 や 用 途 開 発 な ど 、 古 紙 リ サ イ ク ル シ ス テ ム 全 体 に お い て 検 討 す べ き 課

題 が あ る 。  

製 紙 メ ー カ ー で は「 難 処 理 古 紙 の 受 け 入 れ 拡 大 を 検 討 中 で あ る（ 製 紙 ）」、「 難

処 理 古 紙 は 技 術 的 に は 十 分 使 用 す る こ と は で き る（ 製 紙 ）」、「 多 少 質 の 悪 い 古 紙

で も 高 品 質 の 製 品 を つ く る こ と が 製 紙 メ ー カ ー の 使 命 で あ る（ 製 紙 ）」と い う 意

見 が あ っ た 。 し か し 「 難 処 理 古 紙 は マ テ リ ア ル リ サ イ ク ル で は な く 、 燃 料 化 に

取 り 組 ん で い る （ 製 紙 ）」、「 企 業 が 大 き い の で な か な か 進 ま な い （ 製 紙 ）」、「 禁

忌 品 に つ い て は 対 応 が 難 し い 問 題 が あ る （ 製 紙 ）」 と い う 意 見 も あ る 。  

選 別 に つ い て は 機 械 化 や 自 動 化 な ど に よ っ て 効 率 化 を 図 る 必 要 が あ る と い う

意 見 に 対 し て 、 現 実 に は 「 選 別 の 省 力 化 、 設 備 導 入 を 進 め て い る が 課 題 が 少 な

く な い（ 問 屋 ）」と い う 意 見 が あ る 。製 紙 メ ー カ ー か ら は「 古 紙 問 屋 の 機 能 と し
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て は 、 選 別 よ り 古 紙 を 集 め る 方 が 重 要 で あ る 。 選 別 は 機 械 で も で き る （ 製 紙 ）」

と い う 意 見 が あ り 、 選 別 の 機 能 を 問 屋 に 求 め る の か メ ー カ ー が 担 う の か に よ っ

て 、 回 収 方 法 に も 影 響 す る 。 ま た 現 実 に は 難 処 理 古 紙 を 使 っ て い る 製 紙 メ ー カ

ー は ま だ 少 な い の が 実 情 の よ う で あ る 。  

● 未 利 用 古 紙 、 難 処 理 古 紙 の 利 用 促 進 の 課 題  

・  禁 忌 品 に つ い て は 対 応 が 難 し い 問 題 が あ る 。（ 製 紙 ）  

・  難 処 理 古 紙 の 受 け 入 れ 拡 大 を 検 討 中 で あ る 。（ 製 紙 ）  

・  難 処 理 古 紙 を リ サ イ ク ル し て い る メ ー カ ー も あ る 。（ 問 屋 ）  

・  難 処 理 古 紙 の 受 け 入 れ も 始 め て い る 。（ 製 紙 ）  

・  製 紙 メ ー カ ー ご と の 禁 忌 品 受 け 入 れ 基 準 の 差 は な く な り つ つ あ る 。（ 問 屋 ）  

・  地 方 で は 製 紙 メ ー カ ー の 設 備 の 関 係 で 難 処 理 古 紙 の リ サ イ ク ル は 難 し く Ｒ Ｐ Ｆ 化 の 方 が 合 理 的 。（ 問 屋 ）  

・  機 密 古 紙 な ど 多 様 な 古 紙 を リ サ イ ク ル す る 取 組 を 行 っ て い る 。（ 製 紙 ）  

・  学 乳 パ ッ ク は リ サ イ ク ル し づ ら い 。（ 製 紙 ）  

・  ユ ポ 紙 、 ス ト ー ン ペ ー パ ー 等 新 素 材 へ の 対 応 が 問 題 と な る 。（ 問 屋 ）  

・  プ ラ 代 替 で 包 装 用 紙 の 多 様 化 が 進 ん で お り 、 問 屋 対 応 力 と 同 時 に 製 紙 メ ー カ ー の 協 力 が 必 要 。（ 問 屋 ）  

 

(5) ＧＸ、SDGs の取組について 

１  取組の現状  

環 境 分 野 に お け る 持 続 可 能 な 社 会 を 維 持 す る た め に 、 脱 炭 素 社 会 の 実 現 に 向

け た 取 組 を 通 じ て 、 経 済 社 会 シ ス テ ム 全 体 の 変 革 を 目 指 す GX（ グ リ ー ン ト ラ

ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン 、 Green Transformation） が 提 唱 さ れ て お り 、 資 源 を 循

環 利 用 し 続 け な が ら 、 新 た な 付 加 価 値 を 生 み 出 し 続 け よ う と す る 経 済 社 会 シ ス

テ ム を 目 指 す CE（ サ ー キ ュ ラ ー・エ コ ノ ミ ー ＝ 循 環 経 済 ）、自 然 生 態 系 の 損 失

を 食 い 止 め 、回 復 さ せ て い く NP（ ネ イ チ ャ ー ポ ジ テ ィ ブ 、Nature Posit ive）の

３ つ の 分 野 が 国 の 政 策 と し て も 重 視 さ れ て い る 。 さ ら に SDGs（ 持 続 可 能 な 開

発 目 標 ） で は こ れ ら の 課 題 を 包 括 し て １ ７ の 目 標 が 掲 げ ら れ て い る 。  

こ う し た 課 題 に つ い て 、 ヒ ア リ ン グ で は 大 手 メ ー カ ー の 取 組 な ど が 紹 介 さ れ

た が 、 全 体 と し て 言 及 さ れ た こ と は あ ま り 多 く な か っ た 。  

CO2 削 減 対 策 と し て は バ イ オ マ ス 利 用 を あ げ た 意 見 が 多 か っ た 。 「 バ イ オ マ ス

に よ る エ ネ ル ギ ー 転 換 を 行 い 、 日 本 一 環 境 に 優 し い 段 ボ ー ル 原 紙 と 白 板 紙 を 製

造 す る 工 場 を 目 指 し て い る （ 製 紙 ） 」 と い う 意 見 も あ っ た が 、 「 製 紙 プ ロ セ ス

に お け る バ イ オ マ ス 燃 料 の 活 用 で は 、古 紙 の 利 用 に も 木 質 ペ レ ッ ト の 利 用 に も 、

そ れ ぞ れ 問 題 点 や 課 題 が あ る（ 行 政 ）」、「 製 紙 メ ー カ ー は 業 界 と し て CO ２ 削

減 に つ い て の 対 策 が 遅 れ て い る（ 製 紙 ）」、「 回 収 ・ 運 搬 車 両 の CO ２ 対 策 は 遅

れ て い る （ 製 紙 ） 」 、 「 サ プ ラ イ チ ェ ー ン 全 体 と し て の 環 境 負 荷 削 減 、 コ ス ト

へ の 反 映 と い う 視 点 が 重 要 だ （ 新 聞 ） 」 な ど 、 課 題 を 指 摘 す る 意 見 が 少 な く な

か っ た 。  
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大 手 製 紙 メ ー カ ー か ら は 「 海 外 グ ル ー プ 企 業 の 多 く は 現 地 企 業 と の 合 弁 会 社

で あ る た め GX な ど の 取 組 を リ ー ド で き に く い （ 製 紙 ） 」 と い う 意 見 や 、 「 日

本 の 製 紙 メ ー カ ー の GX へ の 取 組 は 海 外 で は 通 用 し な い （ 商 社 ） 」 と い う 厳 し

い 見 方 も あ る 。  

サ プ ラ イ チ ェ ー ン 全 体 で GHG 削 減 を 考 え る Scope3 に つ い て は 、 難 し い と す

る 意 見 が メ ー カ ー で も 少 な く な い が 、行 政 か ら は「 2050 年 Ｃ Ｏ ２ 排 出 量 ゼ ロ（ カ

ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル ） 目 標 か ら バ ッ ク キ ャ ス ト す る 発 想 に 基 づ い た 大 胆 な 革 新

が 必 要 で あ る （ 行 政 ） 」 、 「 気 候 変 動 の み な ら ず 生 物 多 様 性 保 護 の 観 点 も 必 要

で あ る （ 行 政 ） 」 と い う 指 摘 が あ る 。  

 

● Ｇ Ｘ へ の 取 組 に つ い て  

・  Ｇ Ｈ Ｇ 削 減 に 向 け た 取 組 と し て は 燃 料 ・ エ ネ ル ギ ー の 転 換 に 取 り 組 ん で い る 。（ 製 紙 ）  

・  脱 炭 素 に 向 け て バ イ オ マ ス 燃 料 へ の 転 換 を 進 め た い 。（ 製 紙 ）  

・  石 炭 を 減 ら し 黒 液 利 用 や バ イ オ マ ス や 自 然 エ ネ ル ギ ー に 代 替 す る 。（ 商 社 ）  

・  紙 の 脱 炭 素 化 に つ い て は 、「 2 0 5 0 年 に Ｃ Ｏ ２ 排 出 量 を ゼ ロ に す る 」 こ と か ら バ ッ ク キ ャ ス ト す る 発 想 に 基 づ い た

大 胆 な 革 新 が 必 要 で あ る 。（ 行 政 ）  

・  Ｇ Ｈ Ｇ 削 減 目 標 は グ ル ー プ と し て 掲 げ て い る が 、 製 紙 メ ー カ ー と し て 単 独 に 掲 げ る こ と は 難 し い 。（ 製 紙 ）  

・  製 紙 メ ー カ ー は ス コ ー プ ３ を 目 指 し た ア プ ロ ー チ が 必 要 で あ る 。 （ 商 社 ）  

・  古 紙 問 屋 も カ ー ボ ン フ ッ ト プ リ ン ト へ の 取 組 、 Ｌ Ｃ Ａ へ の 取 組 が 望 ま れ る 。 （ 新 聞 ）  

・  サ プ ラ イ チ ェ ー ン 排 出 量 の 削 減 は 難 し い の が 実 情 で あ る 。（ 製 紙 ）  

・  製 紙 メ ー カ ー は 環 境 負 荷 の 軽 減 を Ｌ Ｃ Ａ 等 「 見 え る 化 」 で 伝 え る こ と が 重 要 に な る 。 （ 新 聞 ）  

・  気 候 変 動 の み な ら ず 生 物 多 様 性 保 護 の 観 点 も 必 要 で あ る 。（ 行 政 ）  

・  製 紙 メ ー カ ー と し て は 、 持 続 可 能 な パ ル プ 材 の 育 成 、 伐 採 計 画 を 持 っ て い る 。（ 製 紙 ）  

・  水 使 用 量 の 削 減 、 水 ス ト レ ス へ の 対 応 が 重 要 に な っ て く る 。（ 製 紙 ）  

・  Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 取 組 は 特 筆 す る も の は な い 。 （ 製 紙 ）  

・  Ｓ Ｄ Ｇ ｓ は 古 紙 業 界 に も 必 ず 関 係 が あ る 。（ 新 聞 ）  

・  古 紙 選 別 の 自 動 化 な ど の 技 術 導 入 が 期 待 さ れ る が 、 中 小 の 問 屋 段 階 で は 難 し い だ ろ う 。（ 製 紙 ）  

・  サ ー キ ュ ラ ー ・ エ コ ノ ミ ー は 地 域 循 環 だ け で な く グ ロ ー バ ル な 視 点 が 不 可 欠 で あ る 。（ 製 紙 ）  

・  化 石 燃 料 の 使 用 削 減 な ど 環 境 配 慮 は 現 実 に な か な か で き な い 。（ 問 屋 ）  

・  脱 炭 素 に 対 す る 取 組 は 遅 れ て い る 。（ 問 屋 ）  

・  環 境 負 荷 削 減 も 大 切 だ が 、 古 紙 問 屋 本 来 の 使 命 は 地 域 の 製 紙 メ ー カ ー に 原 料 を 供 給 す る こ と だ 。（ 問 屋 ）  

 

２  技術開発など今後の取組方向について  

紙 リ サ イ ク ル を 促 進 す る た め に は 、技 術 開 発 も 重 要 な 課 題 で あ る 。海 外 で は 、

Ｅ Ｕ の 「 デ ジ タ ル 製 品 パ ス ポ ー ト 」 や 、 英 国 製 紙 連 合 会 の 「 リ サ イ ク ル 可 能 な

デ ザ イ ン の た め の ガ イ ド ラ イ ン 」 な ど の 動 き が あ る （ コ ン ） 。 デ ジ タ ル 製 品 パ

ス ポ ー ト （ DPP＝ Digital  Product Passport ） は 、 サ ー キ ュ ラ ー ・ エ コ ノ ミ ー 実

現 の 鍵 と な る と も い わ れ て お り 、 製 品 の ラ イ フ サ イ ク ル に 沿 っ た ト レ ー サ ビ リ



74 サステナブルチャレンジ 2050 

テ ィ に ア ク セ ス で き る デ ー タ に よ り 、 混 合 回 収 し た 使 用 済 み 製 品 や 廃 棄 物 を セ

ン サ ー に よ っ て 瞬 時 に 識 別 ・ 選 別 す る こ と が 可 能 に な る 技 術 で 、 紙 製 品 へ の 導

入 に つ い て も 期 待 さ れ る 。  

「 紙 は 環 境 対 応 へ の 親 和 性 が 高 く 、 マ ー ケ テ ィ ン グ 上 有 利 で あ る （ コ ン ） 」

と い う 意 見 が あ る が 、 そ う し た 環 境 面 で の メ リ ッ ト は 適 切 に リ サ イ ク ル さ れ る

こ と で 担 保 さ れ る 。 「 プ ラ ス チ ッ ク 製 容 器 の リ デ ュ ー ス の 一 環 と し て 紙 化 に 取

り 組 ん で い る （ コ ン ） 」 な ど 、 プ ラ ス チ ッ ク か ら の 転 換 で 従 来 の 技 術 で は リ サ

イ ク ル し に く い も の が 増 え る 可 能 性 が あ り 、DPP の 導 入 な ど に よ る 選 別 の 自 動

化 や 効 率 化 、 原 料 と し て の 利 用 技 術 の 進 展 と と も に 、 製 紙 メ ー カ ー や コ ン バ ー

タ ー は リ サ イ ク ル し や す い 製 品 設 計 へ の 対 応 が 強 く 求 め ら れ て い る 。 行 政 か ら

は 「 禁 忌 品 に な る よ う な 紙 製 品 を 製 造 し 、 再 生 紙 メ ー カ ー で は 禁 忌 品 を 受 け 入

れ な い 状 況 は 見 直 す 必 要 が あ る （ 行 政 ） 」 と い う 厳 し い 意 見 が あ る 。  

  

● 技 術 開 発 な ど の 課 題  

・  排 出 さ れ る 資 源 物 の 多 様 化 に よ る 再 生 処 理 技 術 の 向 上 が 重 要 な 課 題 で あ る 。（ 製 紙 ）  

・  紙 製 容 器 に つ い て も 、 電 子 透 か し を 用 い た 分 別 は 技 術 的 に は 可 能 で あ る 。 （ コ ン バ ー タ ー ）  

・  紙 化 し た 包 装 材 に 保 護 性 能 を 持 た せ る た め に プ ラ 単 体 の も の よ り 多 く の 材 料 を 必 要 と す る 場 合 も 考 え ら れ る 。

（ コ ン バ ー タ ー ）  

・  複 合 素 材 は リ サ イ ク ル 適 性 に 課 題 が あ る 。（ コ ン バ ー タ ー ）  

・  Ｃ Ｅ の 取 組 と し て 新 聞 販 売 店 回 収 や 段 ボ ー ル の ク ロ ー ズ ド リ サ イ ク ル に 取 り 組 ん で い る 。（ 商 社 ）  

・  脱 プ ラ に よ る 紙 製 品 化 で は 、 回 収 ・ リ サ イ ク ル ま で を 視 野 に 入 れ た 製 品 開 発 が 必 要 で あ る 。（ 製 紙 ）  

・  リ サ イ ク ル 可 能 な 容 器 の 設 計 は 基 本 的 に は 容 器 メ ー カ ー が 行 う べ き 。（ コ ン バ ー タ ー ）  

・  古 紙 を 利 用 し た バ イ オ エ タ ノ ー ル に つ い て の 研 究 も 進 め て い る 。（ コ ン バ ー タ ー ）  

・  プ ラ ス チ ッ ク を 紙 化 す る だ け で は 環 境 問 題 の 解 決 に な ら ず 、 使 い 捨 て そ の も の を 見 直 す 必 要 が あ る 。（ 行 政 ）  

・  食 品 容 器 包 装 の 紙 化 で は バ ー ジ ン パ ル プ の 調 達 に つ い て も 考 え る 必 要 が あ る 。（ 行 政 ）  

・  脱 炭 素 の た め に は リ ユ ー ス 可 能 な 包 装 容 器 が 必 要 で 、 耐 久 性 の あ る も の で あ れ ば 紙 も そ の 素 材 と し て 重 要 な 候

補 と な る 。（ 行 政 ）  

・  電 子 透 か し の 技 術 を 用 い た 自 動 選 別 が 可 能 で あ る と 思 わ れ る が 、 回 収 し た 古 紙 の 用 途 に よ っ て 、 ど こ ま で ソ ー

テ ィ ン グ す る か が 決 ま っ て く る 。（ 行 政 ）  

・  保 有 す る パ ッ ケ ー ジ に 関 す る Ｇ Ｈ Ｇ 算 定 シ ス テ ム を 用 い て 、お 手 伝 い で き る こ と が あ る と 思 う 。（ コ ン バ ー タ ー ） 

 

(6) 法律や制度、その他の課題について 

１  法制度について  

プ ラ ス チ ッ ク 資 源 循 環 促 進 法 に よ っ て プ ラ ス チ ッ ク 回 収 ・ リ サ イ ク ル 促 進 、

素 材 転 換 な ど 様 々 な 取 組 が 一 気 に 動 き 出 し た 感 が あ る 。 こ れ ま で ３ Ｒ が 求 め ら

れ る 主 要 な 製 品 ご と に 、 個 別 リ サ イ ク ル 法 が 制 定 さ れ て き た が 、 紙 に 関 し て は

法 律 の 外 に 置 か れ た ま ま で あ る 。 こ れ は 廃 棄 物 処 理 法 で 「 専 ら 物 」 と 位 置 づ け
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ら れ て い る よ う に 、 歴 史 的 に 、 ま た 多 年 の 生 活 習 慣 と し て 古 紙 は 回 収 ・ リ サ イ

ク ル さ れ て き た た め で あ る が 、「 リ サ イ ク ル さ れ づ ら い 紙（ 複 合 素 材 ）が 増 え る

方 向 に あ る（ 市 民 ）」こ と か ら「 プ ラ ス チ ッ ク の よ う に 新 法 を 制 定 す る ほ か 、税

制 措 置 を 行 う こ と も 効 果 的 で あ る と 思 わ れ る （ コ ン ）」 と い う 意 見 が あ る 。  

ま た 廃 棄 物 と 資 源 の 線 引 き が 難 し く な り 、 実 態 と し て 廃 棄 物 処 理 業 者 に よ る

古 紙 回 収 も 増 え て お り 、「 古 紙 回 収 の 廃 棄 物 処 理 法 上 の 位 置 づ け に つ い て 、判 断

の 統 一 が 必 要 で あ る（ 行 政 ）」と い う 意 見 が あ る 。発 生 源 に よ っ て 産 廃 か 一 廃 か

に よ る 区 分 が あ り 、そ れ ぞ れ に 廃 棄 物 処 理 業 の 許 可 の 要・不 要 が 関 係 す る の で 、

し ば し ば 現 場 で は 問 題 と な っ て い る 。 古 紙 利 用 を 高 め る た め に 、 行 政 か ら は グ

リ ー ン 調 達 の 基 準 見 直 し や 、 廃 棄 物 処 理 事 業 に お け る GHG 削 減 と し て 紙 リ サ

イ ク ル を も っ と 積 極 的 に 位 置 づ け る べ き で は な い か と い う 見 方 が 示 さ れ て い る 。 

  

● 法 制 度 に つ い て  

・  プ ラ ス チ ッ ク の よ う に 新 法 を 制 定 す る 。（ コ ン バ ー タ ー ）  

・  税 制 措 置 を 行 う こ と も 効 果 的 で あ る と 思 わ れ る 。（ コ ン バ ー タ ー ）  

・  古 紙 回 収 の 廃 棄 物 処 理 法 上 の 位 置 づ け に つ い て 、 判 断 の 統 一 が 必 要 で あ る 。（ 行 政 ）  

・  難 処 理 古 紙 リ サ イ ク ル の 今 後 の 課 題 は 効 率 的 な 集 荷 の 可 否 と 法 律 の 壁 で あ る 。 （ 商 社 ）  

・  国 の グ リ ー ン 調 達 は 森 林 認 証 に 頼 り す ぎ の 感 、 古 紙 利 用 率 の 規 定 に つ い て 考 え 直 す べ き だ と 思 わ れ る 。（ 行 政 ） 

・  一 般 廃 棄 物 処 理 に お け る 脱 炭 素 化 は 重 要 な テ ー マ 。（ 行 政 ）  

・  脱 炭 素 に 向 け て は 、単 純 に 燃 や し て 発 電 す る だ け で な く 資 源 有 効 活 用 し て 可 燃 ご み を 減 ら す こ と が 重 要 。（ 行 政 ） 

・  省 庁（ 特 に 経 済 産 業 省 ）の 動 き は プ ラ に ば か り 向 い て い て 紙 に は ほ と ん ど 向 い て い な い 。そ の た め 、民 間 で も 紙

の リ サ イ ク ル に 関 心 が 持 た れ づ ら い 状 況 で あ る 。（ 市 民 ）  

 

２  市民団体などとの連携や協働の課題  

紙 リ サ イ ク ル は 市 民 の 関 心 が 高 く 、 牛 乳 パ ッ ク の リ サ イ ク ル シ ス テ ム は 「 全

国 牛 乳 パ ッ ク の 再 利 用 を 考 え る 連 絡 会（ パ ッ ク 連 ）」が 主 導 し て 構 築 さ れ て き た 。

ま た 90 年 代 の 古 紙 価 格 の 暴 落 に 対 し て 、 家 庭 紙 や 教 科 書 な ど で の 再 生 紙 の 利

用 拡 大 の 運 動 も 市 民 団 体 の 主 導 に よ る も の で あ る 。 た だ 、 最 近 は 「 リ サ イ ク ル

に 特 化 し た り 、専 門 的 な 活 動 を し て い る 団 体 は 少 な い（ 市 民 ）」こ と も あ り 、「 か

つ て の 牛 乳 パ ッ ク の よ う に 、 市 民 か ら の ム ー ブ メ ン ト が 起 こ る こ と も 必 要 と 思

わ れ る（ コ ン ）」と い う 声 が あ る 。一 方 の 市 民 団 体 か ら は「 メ ー カ ー に は 消 費 者

の 顔 が 見 え て い な い（ 市 民 ）」と い う 意 見 も あ る 。紙 リ サ イ ク ル は 、コ ミ ュ ニ テ

ィ を 基 本 と す る 集 団 回 収 や 行 政 回 収 に よ っ て 支 え ら れ て き た 。 市 民 ・ 消 費 者 に

対 す る 啓 発 と と も に 、 紙 リ サ イ ク ル に 関 心 を 持 つ 市 民 団 体 と の 協 働 や 連 携 を 図

っ て い く こ と も 、 重 要 な 課 題 で あ る 。  

 

● 市 民 団 体 な ど と の 連 携 に つ い て  

・  再 生 紙 メ ー カ ー に は 消 費 者 の 顔 が 見 え て い な い 。（ 市 民 ）  
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・  か つ て の 牛 乳 パ ッ ク の よ う に 、 市 民 か ら の ム ー ブ メ ン ト が 起 こ る こ と も 必 要 と 思 わ れ る 。（ コ ン バ ー タ ー ）  

・  若 者 を 巻 き 込 む た め に は 、 ス テ ー ク ホ ル ダ ー 間 の 意 見 交 換 や 、 イ ベ ン ト 実 施 が 必 要 で あ る 。（ 市 民 ）  

・  リ サ イ ク ル を 進 め る た め に は 、 実 体 験 な ど を 通 じ て 身 近 な 問 題 と し て 行 動 す る 市 民 が 必 要 で あ る 。（ 市 民 ）  

・  自 治 体 で 困 っ て い る の は 、 乳 業 メ ー カ ー が 学 乳 パ ッ ク を 引 き 取 ら な く な っ た こ と で あ る 。（ 市 民 ）  

(7) 古紙再生促進センターについて 

１  消費者・市民に対する啓発活動の拡充  

ヒ ア リ ン グ し た ほ と ん ど の 関 係 者 か ら 「 分 別 の 向 上 な ど 、 消 費 者 に 対 す る 広 報

や 啓 発 を 拡 充 し て 欲 し い（ 製 紙 ）」、「 紙 リ サ イ ク ル に 関 す る 普 及 啓 発 活 動 を 引 き

続 き 行 っ て 欲 し い（ 製 紙 ）」、「 消 費 者 、国 民 へ の Ｐ Ｒ 、啓 発 活 動 に 力 を 入 れ て 欲

し い（ 回 収 ）」と い う 趣 旨 の 発 言 が あ っ た 。こ れ ま で 実 施 し て き た 学 校 や 子 ど も

達 へ の 啓 発 活 動 に 対 す る 評 価 は 高 く 、「 紙 の リ サ イ ク ル を 教 育 す る 学 校 に 対 し

て 、古 紙 再 生 促 進 セ ン タ ー か ら 補 助 金 等 助 成 し て は ど う か（ 問 屋 ）」と い う 意 見

も あ っ た 。  

広 報 や 啓 発 の 内 容 に つ い て は 、分 別 に 関 す る 啓 発 の ほ か に 、「 雑 が み 利 用 に 関

す る 啓 発 を 進 め て 欲 し い（ 製 紙 ）」、「 未 利 用 古 紙 の 発 掘 や 利 用 率 の 向 上 な ど 古 紙

の 利 用 促 進 に 向 け た 広 報 活 動（ 問 屋 ）」と い っ た 意 見 も あ っ た 。環 境 団 体 か ら は

「 日 本 は リ サ イ ク ル 先 進 国 だ と い う 認 識 （ 市 民 ）」 が あ る と さ れ る 一 方 で 、「 学

校 教 育 で は 脱 炭 素 や SDGs に つ い て 教 え る が 、 紙 の 分 別 が そ れ ら に 寄 与 す る こ

と に は 結 び つ い て い な い（ 問 屋 ）」と し て 、紙 リ サ イ ク ル の 果 た し て い る 環 境 的

な 側 面 を ア ピ ー ル す べ き で あ る と い う 意 見 が あ っ た 。紙 リ サ イ ク ル は ３ Ｒ 、CO2

削 減 、 森 林 保 全 な ど 環 境 に 対 す る 寄 与 は 大 き く 、「 古 紙 利 用 が CO2 削 減 に つ な

が る の か 明 確 で は な い （ 製 紙 ）」 と い う 意 見 も あ り 、 LCA な ど エ ビ デ ン ス に 基

づ い た 取 組 を 進 め る と と も に 、 そ の 実 績 や 効 果 を 業 界 全 体 で 「 見 え る 化 」 し 、

広 報 し て い く 必 要 が あ る 。  

未 利 用 古 紙 の 利 用 促 進 の た め に 、 古 紙 の 種 類 や 分 別 の 仕 方 を わ か り や す く 伝

え る 必 要 が あ り 、 現 場 ま か せ で は な く 基 準 や ル ー ル を 統 一 的 に 伝 え る こ と が 重

要 で あ る 。情 報 伝 達 や 啓 発 の 方 法 に 関 し て は 、イ ン タ ー ネ ッ ト や SNS を 活 用 し

て 、 情 報 に ア ク セ ス し や す く す る 工 夫 が 必 要 と さ れ る 。 学 校 教 育 の 中 で も イ ン

タ ー ネ ッ ト の 活 用 が 進 め ら れ て い る 中 で 、 広 報 ・ 啓 発 の み な ら ず 学 校 や 消 費 者

な ど か ら の 情 報 の 双 方 向 の 交 換 に つ い て も 検 討 し て い く 必 要 が あ ろ う 。  

 

● 啓 発 活 動 に つ い て の 意 見  

・  上 物 古 紙 の 代 替 と し て 雑 が み 利 用 に 関 す る 啓 発 を 進 め て 欲 し い 。（ 製 紙 ）  

・  過 剰 な 品 質 要 求 が リ サ イ ク ル を 阻 害 す る 要 因 に な る こ と を 啓 発 し て 欲 し い 。（ 製 紙 ）  

・  分 別 の 向 上 な ど 、 消 費 者 に 対 す る 広 報 や 啓 発 を 拡 充 し て 欲 し い 。（ 製 紙 ）  

・  古 紙 リ サ イ ク ル に 関 す る 普 及 啓 発 活 動 を 引 き 続 き 行 っ て 欲 し い 。（ 製 紙 ）  

・  「 分 別 の 文 化 」 を 維 持 す る た め に 、 広 報 ・ 啓 発 活 動 を 拡 充 す べ き 。（ 製 紙 ）  
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・  啓 蒙 活 動 の 頻 度 を 上 げ て 欲 し い 。（ 製 紙 ）  

・  出 前 事 業 等 子 ど も 達 へ の 情 報 発 信 を 行 っ て 欲 し い 。（ 新 聞 ）  

・  消 費 者 、 国 民 へ の Ｐ Ｒ 、 啓 発 活 動 に 力 を 入 れ て 欲 し い 。（ 回 収 ）  

・  古 紙 再 生 促 進 セ ン タ ー の 出 前 講 座 に つ い て 。 授 業 内 容 と 体 験 内 容 を 統 一 し た 方 が 良 い 。  （ 問 屋 ）  

・  紙 の リ サ イ ク ル を 教 育 す る 学 校 に 対 し て 、 古 紙 再 生 促 進 セ ン タ ー か ら 補 助 金 等 助 成 し て は ど う か 。（ 問 屋 ）  

・  未 利 用 古 紙 の 発 掘 や 利 用 率 の 向 上 な ど 古 紙 の 利 用 促 進 に 向 け た 広 報 活 動 を お 願 い し ま す 。（ 問 屋 ）  

・  分 別 の 習 慣 の 意 義 と 皆 の 協 力 の 必 要 性 に つ き 引 き 続 き 周 知 啓 発 し 、 海 外 に も Ｐ Ｒ し て 欲 し い 。（ 問 屋 ）  

・  禁 忌 品 に つ い て の 情 報 発 信 を 強 化 し て 欲 し い 。（ 回 収 ）  

・  古 紙 再 生 促 進 セ ン タ ー に は 情 報 面 で の 連 携 を 期 待 す る 。（ 市 民 ）  

・  若 者 に 紙 リ サ イ ク ル に 関 心 を 持 っ て も ら う た め に は 、 分 か り や す い 内 容 が 良 い 。（ 市 民 ）  

 

２  古紙の品質基準の統一  

「 各 ス テ ー ク ホ ル ダ ー に 対 し て 、雑 が み の 交 通 整 理 を お 願 い し た い（ 問 屋 ）」、

「 禁 忌 品 の 取 り 扱 い は 製 紙 メ ー カ ー 横 並 び で 統 一 す る よ う に 調 整 し 、 自 治 体 に

働 き か け て 欲 し い （ 問 屋 ） 」 等 、 品 質 に 関 す る プ ラ ッ ト フ ォ ー マ ー と し て 禁 忌

品 、 雑 が み の 基 準 等 に つ い て の ル ー ル の 統 一 や 「 紙 マ ー ク の 見 直 し や ル ー ル の

徹 底 を は か っ て 欲 し い （ 回 収 ） 」 、 「 容 リ 法 に よ る 「 紙 」 マ ー ク に つ い て 見 直

し を 進 め て 欲 し い （ 製 紙 ） 」 な ど 、 紙 リ サ イ ク ル の ル ー ル に 関 す る 意 見 が 出 さ

れ た 。  

 現 場 で は 、 雑 が み 、 未 利 用 古 紙 、 禁 忌 品 の 取 り 扱 い な ど の ル ー ル 、 基 準 の 見

直 し が 課 題 に な っ て お り 、 行 政 か ら も リ サ イ ク ル 技 術 の 動 向 に 合 わ せ て 見 直 し

を 求 め る 意 見 が 挙 げ ら れ た 。  

   

● 禁 忌 品 の 見 直 し や 雑 が み の 基 準 に つ い て  

・  技 術 的 に は リ サ イ ク ル 可 能 な も の ま で 禁 忌 品 と さ れ て い る た め 見 直 し を お 願 い し た い 。（ コ ン バ ー タ ー ）  

・  リ サ イ ク ル 技 術 の 動 向 に 合 わ せ 、 禁 忌 品 の 見 直 し を し て 欲 し い 。（ 行 政 ）  

・  未 利 用 古 紙 の 発 掘 は 古 紙 再 生 促 進 セ ン タ ー と し て 取 り 組 む べ き 重 要 課 題 で あ る 。（ 商 社 ）  

・  雑 が み 利 用 促 進 に は 交 通 整 理 が 必 要 で あ る 。（ 商 社 ）  

・  各 ス テ ー ク ホ ル ダ ー に 対 し て 、 雑 が み の 交 通 整 理 を お 願 い し た い 。（ 問 屋 ）  

・  古 紙 の 品 質 基 準 に つ い て 、 製 紙 メ ー カ ー や 古 紙 問 屋 、 コ ン バ ー タ ー 、 流 通 、 行 政 な ど と 話 し 合 う 必 要 が あ る 。（ 商 社 ）  

・  禁 忌 品 に つ い て の 情 報 発 信 を 強 化 し て 欲 し い 。（ 回 収 ）  

・  マ テ リ ア ル リ サ イ ク ル を 進 め る に あ た り サ プ ラ イ チ ェ ー ン 全 体 で 一 緒 に 議 論 を 進 め た い （ コ ン ）  

・  ス ー パ ー に 対 す る ロ ウ 引 き 段 ボ ー ル 混 入 防 止 に 対 す る 啓 蒙 活 動 を 再 開 し た い 。（ 製 紙 ）  

・  難 処 理 古 紙 リ サ イ ク ル の 廃 掃 法 上 の 位 置 づ け や 留 意 点 に つ い て 調 査 ・ 検 討 し て も ら い た い 。（ 問 屋 ）  

・  紙 種 別 の 古 紙 配 合 率 や 業 界 ル ー ル 協 議 の 場 設 定 等 を し て 欲 し い 。（ 問 屋 ）  

・  雑 が み 流 通 拡 大 の た め 、 雑 が み の グ レ ー ド 化 と 用 途 の 提 示 等 を し て 欲 し い 。（ 問 屋 ）  

・  ピ ッ チ ト ラ ブ ル の 最 終 製 品 の 消 費 者 評 価 に 及 ぼ す 影 響 を 調 査 し 過 度 な 品 質 要 求 を 是 正 す べ き 。（ 問 屋 ）  
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３  古紙リサイクルに関するプラットフォーマー、旗振り役としての役割  

「 紙 の リ サ イ ク ル が 進 ま な い 現 状 を 打 破 す る に あ た っ て は 旗 振 り 役 が 必 要 で

あ る（ コ ン ）」、「 日 本 全 体 の 紙 リ サ イ ク ル を マ ク ロ に 調 整 す る よ う な 役 割 を 期 待

す る（ 問 屋 ）」な ど 、紙 リ サ イ ク ル を 俯 瞰 す る 立 場 か ら の 大 所 高 所 の 意 見 集 約 や

調 整 、 推 進 役 を 期 待 す る 意 見 が 多 く 、 古 紙 リ サ イ ク ル に 関 す る プ ラ ッ ト フ ォ ー

マ ー と し て の 役 割 や 機 能 の 拡 充 が 期 待 さ れ て い る 。  

具 体 的 に は 、「 行 政 に 対 す る 広 報 や 働 き か け を し て 欲 し い （ 製 紙 ）」、「 製 紙 メ

ー カ ー や 自 治 体 と の 話 し 合 い の 場 を 設 け て 欲 し い（ 製 紙 ）」、「 国 内 の 古 紙 リ サ イ

ク ル を 俯 瞰 し て リ サ イ ク ル シ ス テ ム の 維 持 に 取 り 組 ん で 欲 し い （ 製 紙 ）」 な ど

様 々 な ス テ ー ク ホ ル ダ ー の 情 報 の 橋 渡 し や 交 流 ・ 意 見 交 換 の 場 づ く り が 期 待 さ

れ て い る 。 ま た 「 公 益 的 観 点 に 立 っ て 古 紙 リ サ イ ク ル を 安 定 的 に 継 続 し て い く

た め の 調 整 役 を 果 た し て 欲 し い（ 問 屋 ）」、「 ス テ ー ク ホ ル ダ ー の 利 益 の 観 点 に 偏

ら ず 、公 益 的 な 視 点 に 立 っ て 活 動 し て 欲 し い（ 新 聞 ）」と す る 意 見 が あ り 、市 民

団 体 か ら は「 森 林 保 全 の 観 点 か ら 情 報 共 有 を し て い き た い（ 市 民 ）」、「 国 と 問 題

意 識 を 共 有 す る 必 要 が あ る（ 市 民 ）」な ど 、当 セ ン タ ー の 公 益 的 な 役 割 や 責 務 に

つ い て の 意 見 が 、 行 政 や 市 民 団 体 の み な ら ず 業 界 全 体 か ら 出 さ れ た 。  

ま た そ の た め に 、 現 状 は 製 紙 メ ー カ ー 寄 り の 団 体 に な っ て し ま っ て い る た め 、

「 古 紙 回 収 関 連 業 態 か ら も 古 紙 セ ン タ ー の 職 員 と し て 採 用 し て 欲 し い （ 製 紙 ）」

と い っ た 意 見 も あ っ た 。  

 

● プ ラ ッ ト フ ォ ー マ ー と し て の 期 待  

・  古 紙 業 界 と 省 庁 と の 懇 談 の 場 を 定 期 的 に 設 置 し て 欲 し い 。（ 問 屋 ）  

・  メ ー カ ー と 問 屋 の 若 手 が 自 治 体 の 回 収 現 場 を 視 察 し 意 見 交 換 を 行 っ た 「 古 紙 未 来 懇 話 会 」 の よ う な 個 社 の 立 場

や 会 社 の 垣 根 を 超 え た 相 互 理 解 の 場 が 必 要 だ 。（ 問 屋 ）  

・  古 紙 セ ン タ ー は 製 紙 業 界 の 意 向 に 偏 ら ず 、 綱 領 に 基 づ き 中 立 的 な 立 場 で 活 動 し て 欲 し い 。（ 問 屋 ）  

・  関 係 者 ヒ ア リ ン グ は 情 報 更 新 の た め 、 年 １ 回 は あ る と 良 い 。（ 製 紙 ）  

・  製 紙 連 合 会 と も 協 力 し 、 国 会 、 地 方 自 治 体 、 一 般 消 費 者 へ 情 報 発 信 し て 欲 し い 。（ 製 紙 ）  

・  業 界 の 受 皿 と し て の 意 義 は 大 き い の で 、 活 発 に 本 音 の 議 論 が で き る 工 夫 が 更 に 望 ま れ る 。（ 商 社 ）  

・  古 紙 に 関 す る 調 査 研 究 や 知 見 は な い が 森 林 保 全 の 観 点 か ら 情 報 共 有 し て い き た い 。（ 市 民 ）  

・  国 が 主 導 し て 取 り 組 ん で く れ る よ う 、 国 と 問 題 意 識 を 共 有 す る 必 要 が あ る 。（ 市 民 ）  

・  情 報 、 技 術 、 人 力 な ど い ろ い ろ な 意 味 で の ネ ッ ト ワ ー ク を 構 築 し て 活 用 し て 欲 し い 。（ 市 民 ）  

・  違 う 業 界 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 、 連 携 を 主 導 し て 欲 し い 。（ 市 民 ）  

・  古 紙 回 収 の み な ら ず 、 再 生 紙 商 品 の 購 買 に つ な が る （ 循 環 す る ） 仕 組 み を 考 え て 欲 し い 。（ 製 紙 ）  

・  製 紙 メ ー カ ー に 積 極 的 な Ｅ Ｓ Ｇ 投 資 を 呼 び か け て 欲 し い 。（ 問 屋 ）  

・  製 紙 メ ー カ ー に 対 し Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 1 2 の 「 つ く る 責 任 」 の 意 義 に つ い て 情 報 発 信 し て 欲 し い 。（ 問 屋 ）  

・  環 境 負 荷 の 可 視 化 な ど を 進 め て 欲 し い 。（ 製 紙 ）  

以 上
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